
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　夜よるカフェ塾じゅく







「ああ、もう、わかんな～い！」

　あたしは頭あたまをかかえこんで、さけんだ。

「あきらめるなよ、ハナビ。ここでにげたら、一いっ生しょう、とけねえぞ！」

　鈴すず木き陵りょう馬ま君くんがテーブルに身みを乗のり出だして、声こえをあげる。

「そっ、そんなこと、言いったって。もう、脳のうみそが限げん界かいって、さけんでるんだもん！」

「フッ。」

　ふいに笑わらい声ごえが聞きこえてふりむく。

　となりで勉べん強きょうをしている中なか園ぞの美み羽うちゃんが、ニヤニヤしながらあたしを見みていた。

「ミウちゃん、今いま、笑わらったでしょ。こっちは、まじめに考かんがえてるんだから。」

　がんばって言いいかえしたけれど、ミウちゃんはあわれむように、あたしを見みる。

「まじめにやってて、それって……。」

「ミ、ミウちゃんこそ、さっきからぜんぜん、すすんでないじゃん。」

「はあ？」

　まゆをよせるミウちゃんにかわり、向むかいの席せきで勉べん強きょうを教おしえている橋はし本もと華か蓮れんちゃんが、持もち上あげるように言いう。

「ミッ、ミウちゃんは問とい三までいってるよ。ミウちゃん、すごいんだからっ。」

「まあね。そっちは？　一問もん目めでしょ？」

　カレンちゃんにのせられたミウちゃんは、得とく意いげに言いう。

「だって、わかんないんだもん！」

「お～い。ハナビ、人ひとのことはいいから、集しゅう中ちゅうしろ～。」

　リョウマ君くんがあきれた顔かおで、あたしに言いった。

　うぅ、こんなはずじゃなかった。こんなはずじゃあ……。あたしはもっと楽たのしいふんいきの勉べん強きょう会かいを想そう像ぞうしていたのに～。

　あたし、黒くろ沢さわ花はな美び、中ちゅう学がく三年ねんの受じゅ験けん生せい。きょうは叔お母ばでイラストレーターの愛あい子こさんが自じ宅たくを改かい装そうして開ひらいている『三さん丁ちょう目めカフェ』に、『夜よるカフェ』受じゅ験けん生せいメンバーで集あつまって勉べん強きょう中ちゅう。

『夜よるカフェ』っていうのは、毎まい週しゅう水すい曜よう日び、『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんしてからの時じ間かん、近きん所じょの小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せいが集あつまって、夕ゆうごはんを食たべる場ば所しょのことだ。

　きょうは、その中なかでも中ちゅう学がく生せいメンバーが集あつまる『中ちゅう学がく生せいナイト』の日ひなので、はじまる前まえに、勉べん強きょうが苦にが手てなメンバーで集あつまって、勉べん強きょう会かいをする『夜よるカフェ塾じゅく』を開ひらこうという話はなしになった。

　教おしえてくれるのは、ひとつ年とし上うえで、四月がつから高こう校こう生せいになったリョウマ君くんと、〝超ちょう〟がつくほどの有ゆう名めい進しん学がく校こうに通かよっている、あたしと同おない年どしのカレンちゃんだ。カレンちゃんの学がっ校こうは中ちゅう高こう一いっ貫かん校こうなので、受じゅ験けんはない。

　けれど、カレンちゃんは、ヤンキーっぽいミウちゃんのことがこわくて苦にが手て。だから最さい初しょはお願ねがいしても、すごくいやがっていた。

　もちろん、ミウちゃん本ほん人にんには言いえないけれど、今け朝さのギリギリまで、『なんか、お腹なかがいたい気きがするから、きょうはやめておいたほうがいいかも。』というＬＩＮＥラインが来きたくらいだ。

　あたしは『気き楽らくにやろ～。』なんて、余よ裕ゆうを持もって返へん信しんを送おくったけれど、あたしもカレンちゃんも、〝気き楽らくに〟どころの話はなしじゃない。

「ねえ、これで合あってる？」

　ミウちゃんは得とく意いげに、カレンちゃんに見みせる。

「すごい！　もう、できたの？」

　カレンちゃんはわざとらしくうれしそうな声こえをあげ、ノートをのぞいた。けれど、すぐにまゆを下さげる。

「えっとね、これは、おしいなあ～。ものすっごく、おしいんだけど……。答こたえは、三ではなく二十一……、なんだ。」

　ぜんぜん、〝おしく〟ないじゃんって、とっさに言いいたい気き持もちをおさえる。

「チッ。」

　ミウちゃんはバツが悪わるそうに舌した打うちすると、乱らん暴ぼうに消けしゴムで答こたえを消けした。カレンちゃんがあわてて、言いいかえる。

「あっ、あの。ごめんね、わたしの説せつ明めいが悪わるかったかな、えっとね、ここでは──。」

「うるさいよ。自じ分ぶんでやるからだまってて。」

　ミウちゃんがいどむように見み返かえした。

「すっ、すみません……。」

　カレンちゃんは顔かおをまっ青さおにして、助たすけをもとめるようにこちらを見みる。あたしは『がんばれ！』と、口くちパクでエールを送おくった。それから数すう分ふん後ご、

「これで、合あってる？」

　ミウちゃんがふたたび声こえをあげ、カレンちゃんにノートを見みせた。二人ふたりの様よう子すが気きになって、あたしも耳みみをすませる。

「すご～い、ミウちゃん！　正せい解かいっ！　すごいよ～！」

　拍はく手しゅをしながら、カレンちゃんは歓かん声せいをあげて、リョウマ君くんとあたしの顔かおを見みた。
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「よかったね！」

　あたしたちもつられて拍はく手しゅを送おくる。

「わたしのごきげんとってるでしょ？」

　ミウちゃんは、ふっと笑わらって言いった。

「そんなこと……。」

　カレンちゃんが、泣なきだしそうな顔かおであたしを見みるから、フォローしようとすると、

「感かん謝しゃしてんだからさ。あまり気きをつかわないでよ。」

　ミウちゃんが、今いままで聞きいたことがないくらいのやさしい声こえをかける。カレンちゃんの顔かおがパッと明あかるくなった。

「じゃあ、続つづきもやっちゃお。」

　うれしそうにカレンちゃんが言いうのを聞ききながら、あたしはまた重おもい気き分ぶんになる。

「ねっ、そろそろ休きゅう憩けいする？」

　ゆううつをふき飛とばすように、リョウマ君くんを見みる。

「そろそろ？　まだそんなに勉べん強きょうしてねえぞ。」

　リョウマ君くんがにらんだ。カウンターの奥おくにいた愛あい子こさんが、声こえをかけてくる。

「休きゅう憩けいするなら、今け朝さ、わたしが焼やいたパンケーキがあるわよ。」

「ヤッター！」

　あたしは飛とび上あがる。

「愛あい子こさん特とく製せいのパンケーキは、バツグンの味あじだからな。じゃ、少すこし休きゅう憩けいするか。ただし、ハナビはその問もん題だいがとけてからな。」

　リョウマ君くんはニコニコしながら立たち上あがった。

「え～!?」

「え～、じゃねえ！」

　そこへ──、

「おつかれ～。」

　カフェの入いり口ぐちから、山やま田だ星空ティナちゃんがさわやかに手てをふりながら入はいってきた。いっしょに小こ林ばやし也や哉や子こも入はいってくる。ナイスタイミング！

　二人ふたりは今こん月げつ──五月がつ末まつに行おこなわれる体たい育いく祭さいで、クラスの応おう援えん団だんをやることになり、きょうはその練れん習しゅうがあるからと、おくれて来くることになっていた。

　ティナちゃんのママとパパは、離り婚こんしてはなれて暮くらす超ちょう有ゆう名めいな役やく者しゃさんで、ティナちゃん本ほん人にんも、大だい学がくの映えい画がサークルで作つくった映えい画がに主しゅ演えんしたことがある。

　今いまも、そのサークルの新しん作さく映えい画がの撮さつ影えい中ちゅうだ。すでに全ぜん体たいの半はん分ぶんを撮とり終おえていて、あとの半はん分ぶんは夏なつ休やすみにまとめて撮さつ影えいすることになっている。

「二人ふたりとも、おつかれさま！　ちょうどよかった。パンケーキがあるから、みんなで食たべよう！　初しょ日にちから、あまり根こんをつめすぎてもねっ。」

　あたしはすかさず言いった。

「それは、おれのセリフだよ。」

　リョウマ君くんが笑わらいながら、あたしの頭あたまの上うえにパンケーキがのったお皿さらを置おいた。




　パンケーキをガツガツ食たべ、休きゅう憩けいを終おえたころ、『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんした。

　あたしたちは、みんなで『夜よるカフェ』の準じゅん備びに取とりかかる。メニューはハヤシライスだ。もうなんども作つくったメニューだけれど、なかなか好こう評ひょうで、リクエストも多おおい。

「ハーヤシライス、ライス、おいしいぞ～。どうしてハヤシはうまいんだろ～。」

　リョウマ君くんが歌うたいながら、包ほう丁ちょうをとぐ。すると、そばにいたミウちゃんがじっとリョウマ君くんを見みつめて、話はなしかけた。

「リョウマ君くんって、どんだけ明あかるい家か庭ていで育そだったのよ。信しんじらんないくらい明あかるいよね。」

「あれ、ミウは知しらなかったんだっけ？」

「なにをよ。」

　きょとんとするミウちゃんに、リョウマ君くんは笑え顔がおで言いう。

「おれ、親おやなんていねぇの。今いまのじいちゃんとばあちゃんに引ひき取とられるまで、養よう護ご施し設せつで育そだったからな。」

　ミウちゃんは一いっ瞬しゅんおどろいた表ひょう情じょうになり、少すこしどぎまぎしたように答こたえる。

「ふううん。そうだったんだ……。」

「あれ、ミウ。今いま、かわいそうとか思おもわなかった？」

「べつに思おもわない。」

「ほんとかなあ。」

　リョウマ君くんはニヤリとして、ミウちゃんを見みた。

「強つよがりでもなんでもなく、今いままで一いち度ども自じ分ぶんのこと不ふ幸こうだなんて思おもったことねえぞ。養よう護ご施し設せつじゃかわいがられてたし、じいちゃんたちはやさしいし。それに、ここのみんなや、学がっ校こうの友ともだちもいるしさ……。」

　すると、ふいにミウちゃんが笑わらいだす。

「わかってるよ。いろいろ言いわなくても。今いまのリョウマ君くん見みたら、めっちゃ楽たのしそうだもん。うらやましいくらいに。」

「うん。そうだろう、そうだろう。」

　リョウマ君くんは大おおきくうなずいた。

　しずかになった空くう気きを変かえたくて、あたしは、ティナちゃんとヤヤコに話はなしかける。

「三組くみはもう、応おう援えん団だんの練れん習しゅうがはじまってるんだね。すごい早はやいね？」

「ぜんぜんおそいよ。二組くみと四組くみはとっくにはじめてるし。」

　ヤヤコはサラダのキュウリを切きりながら答こたえる。

「え～、そうなの？　たしかうちのクラスは、応おう援えん団だん長ちょうと副ふく団だん長ちょうしかきまってないと思おもう。」

「副ふく団だん長ちょうって、美み和わがやるんでしょ？　だいじょうぶなの？」

　ヤヤコがキュウリから目めをはなし、あたしを見みる。なんだか余よ裕ゆうな表ひょう情じょうだ。

　あたしと同おなじクラスの吉よし本もと美み和わは、もともとヤヤコの取とり巻まきのうちのひとりだった。

　バスケ部ぶで部ぶ長ちょうをやっていたヤヤコに対たいして、反はん感かんを持もったメンバーを、副ふく部ぶ長ちょうの美み和わがまとめて、みんなで反はん発ぱつをした。

　その結けっ果か、中ちゅう三の引いん退たいがかかった大たい会かいを前まえに、ヤヤコがひとりだけ、バスケ部ぶをやめることになった。

　ほんとうは休きゅう部ぶあつかいだけれど、ヤヤコはもどるつもりはないと言いいはっている。

　じつは美み和わは、戦せん力りょくとしてヤヤコにもどってきてほしいと思おもっている。けれど、素す直なおに本ほん人にんと話はなせないまま、やたらと対たい抗こう意い識しきばかりを燃もやしている。

　今こん回かいも『三組くみに負まけるのだけはいや！』と言いい、みずから副ふく団だん長ちょうに立りっ候こう補ほした。

「ハナビも応おう援えん団だん、やればいいのに。」

　ティナちゃんが横よこから口くちをはさんだ。あたしはすぐに首くびをふる。

「あたしはいいよ。数すう学がくがわからなすぎて、体たい育いく祭さいどころじゃないもの。それより、ティナちゃんが応おう援えん団だんに入はいったことが、びっくり。」

「あ～、わたしも興きょう味みなかったけど、ミツキたちにさそわれて、ちょっとやってみようかなって思おもったの。」

「二に中ちゅうの応おう援えん団だんって、どんなことするの？」

　少すこしおくれてやってきた、私し立りつ中ちゅう学がくの二年ねん生せいの立たて石いし七なな海みちゃんが聞きいた。

「ダンスとか、替かえ歌うたとか、いろいろだよ。去きょ年ねん、おれらが応おう援えん団だんだったときは、法ほ螺ら貝がいふいて、戦せん国ごく武ぶ将しょうっぽく、勝かちどきをあげたりしたんだ。」

　リョウマ君くんが得とく意いげに答こたえる。去きょ年ねんのリョウマ君くんたちの応おう援えん団だんはカッコよくて、応おう援えん合がっ戦せんで優ゆう勝しょうした。

「カッコいい～。ハナビちゃんもやればいいのに。」

　ナナミちゃんが目めをかがやかせて、あたしを見みる。

「ムリ、ムリ、あたしなんて、ダンスも歌うたもダメだし。それに、あたしみたいな〝陰いんキャラ〟が応おう援えん団だんなんて、みんなのやる気きをそこねちゃうよ。」

「なにも、そこまで言いわなくても。」

　ティナちゃんが言いう。

「さっ、あとは煮にこむだけだから、続つづき、いくぜ。」

　リョウマ君くんは満まん面めんの笑えみであたしを見みた。あたしはふたたび数すう学がくと格かく闘とう。ハヤシライスが完かん成せいするころ、ようやく正せい解かいにたどりつけた。





2　スカウト







　翌よく日じつ、教きょう室しつへ入はいったとたん、美み和わによび止とめられた。

「黒くろ沢さわさん、きょうの放ほう課か後ご、一組くみの応おう援えん団だんで顔かお合あわせをやるから、よろしくね。」

「えっ？　応おう援えん団だん？　顔かお合あわせ？」

　美み和わが言いっていることがよくわからなくて、首くびをかしげる。

「もうっ、黒くろ沢さわさんも応おう援えん団だん員いんじゃん。」

　美み和わは当あたり前まえのように言いいはなつ。

「ええっ!?　あたしが!?　なんで、あたし？　きっ、聞きいてないよ！」

「うん。今いま、はじめて言いった。どうせ、帰き宅たく部ぶでしょ。ちょうどいいじゃん。じゃっ、放ほう課か後ごは、教きょう室しつに残のこっててね。」

　悪わるびれる様よう子すもなく、美み和わはそのまま教きょう室しつを出でていこうとする。あたしはとっさに、とびらをふさいだ。

「ちょっと待まって！　そういう問もん題だいじゃなくて。あたし、応おう援えん団だんなんてやったことないし、運うん動どうもできないし、だから──。」

　いろいろ理り由ゆうをならべるけれど、美み和わはあたしの言こと葉ばをさえぎる。

「黒くろ沢さわさんさあ、やる前まえからビビりすぎ。中ちゅう学がく最さい後ごの体たい育いく祭さいくらい、なにか思おもい出でを作つくったほうがいいって！　このまま暗くらい思おもい出でだけじゃ、もったいないでしょ。いちおう、こっちも心しん配ぱいしてんだから。ってことで、今いまから、メンバーがそろったって、先せん生せいに言いいに行いかなきゃいけないから。」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと～！」

　食くい下さがるあたしを置おいて、美み和わはさっさと教きょう室しつを出でていった。

　ムリ、ムリ、ムリ、ムリっ！　全ぜん校こう生せい徒との前まえで、あんなに大おおきな声こえを出だしたり、おどったりなんて、ぜったいにムリっ！

　もう一いち度ど、美み和わに話はなして、ちゃんとことわらないとっ！

　あたしは美み和わが帰かえってくるのを待まちかまえた。けれど、ホームルームがはじまるころ、担たん任にんの小こ嶋じま先せん生せいといっしょに入はいってきたため、タイミングをのがした。

　そもそも一組くみ応おう援えん団だんの団だん長ちょうと副ふく団だん長ちょうがきまったのは、二ふつ日か前まえのホームルームのこと。

　学がっ級きゅう委い員いんが応おう援えん団だん長ちょうの希き望ぼう者しゃをつのったところ、すぐに手てを上あげる子こはいなかった。

　しばらくたって、男だん子しのグループが、剣けん道どう部ぶ部ぶ長ちょうの澤さわ田だ淳あつし君くんを推すい薦せんして、本ほん人にんも『じゃあ。』と手てを上あげた。

　続つづけて副ふく団だん長ちょうの希き望ぼう者しゃをつのったところ、美み和わがいちばんに手てを上あげ、ほかに希き望ぼう者しゃもいなかったので、そのまま美み和わに決けっ定ていした。

　団だん員いんの希き望ぼうもとったけれど、手てを上あげたのは男だん子しだけで、女じょ子しからはひとりも出でなかった。

　それだけ見みても、三組くみとは大おおちがい。美み和わの宿しゅく敵てきであるヤヤコが副ふく団だん長ちょうにきまり、団だん員いんを募ぼ集しゅうすると、その場ばで、メンバー全ぜん員いんが立りっ候こう補ほできまったらしい。

　美み和わは、『ほんと、うちのクラスって、やる気きないやつばっか。体たい育いく祭さいなんて、どうだっていいんだ。』と、あたしに文もん句くを言いっていた。

　美み和わの体たい育いく祭さいにかける気き持もちはわかるけれど、あたしのように、ほんとに運うん動どうが苦にが手てな子こもいるんだ。そこは、わかっといてもらわなきゃ！

　一時じ間かん目めの授じゅ業ぎょうが終おわると同どう時じに、あたしは美み和わの席せきへ行いき、応おう援えん団だんの話はなしをことわった。けれど、

「だいじょうぶだって。それに、ほかにやりたいって言いう子こがいないんだもん。みんな塾じゅくとか部ぶ活かつがいそがしいんだってさっ。」

　美み和わは不ふ満まんげに答こたえる。

「でっ、でも、あたしみたいな〝ぼっち〟代だい表ひょうキャラが応おう援えん団だんなんて、クラスのみんなも、やる気きが起おきないと思おもうの。こんな地じ味みで暗くらくて、さえないやつの応おう援えんなんて、逆ぎゃく効こう果かになっちゃうよ！」

　これまでの〝ぼっち〟人じん生せいからの経けい験けんをもとに、必ひっ死しに伝つたえたけれど、

「黒くろ沢さわさんさあ、自じ分ぶんをそこまで落おとすことないよっ。もうちょっと自じ信しん持もとうよ～。」

　美み和わはあたしの肩かたに手てを置おき、笑わらいかけた。

「うっ、うん……。ありがとう。」

「ねっ!?　だいじょうぶだから。じゃあ、放ほう課か後ご、よろしくね。」

「うん。」

　さわやかに走はしり去さっていく美み和わの背せ中なかを見み送おくりながら、ハッと気きづいた。

　あ～！　あたし、引ひき受うけたことになってるじゃない！　なに、やさしい言こと葉ばに流ながされてんのよ～！

　けっきょく、あたしは美み和わにまんまと丸まるめこまれ、おとなしく放ほう課か後ごの応おう援えん団だん顔かお合あわせに参さん加かすることになった。

「もうすぐ一、二年ねん生せいも来くるから、三年ねんでまとまってすわって！」

　教きょう卓たくの前まえに立たつ美み和わが、教きょう室しつのあちらこちらにすわっている応おう援えん団だん員いんをよんだ。団だん長ちょうの澤さわ田だ君くんは美み和わのとなりに立たち、ほかのメンバーも窓まど側がわの前まえのほうに集あつまりだす。

　男だん子し四人にん、女じょ子し四人にんの合ごう計けい八人にんが、三年ねん一組くみの応おう援えん団だん員いんだ。

　あと二人ふたりの女じょ子しメンバーは、剣けん道どう部ぶの内うち田だ莉り子こさんと、ソフトテニス部ぶの沢さわ井い香か穂ほさんだった。

　たしか二人ふたりとも、一年ねん生せいのときに同おなじクラスだった。だけど、ほとんど、しゃべったことはない。

　内うち田ださんと沢さわ井いさんがすわっている席せきの後うしろまで行いくと、二人ふたりがあたしを見みた。

「あっ、あの。よろしくお願ねがいします。」

　声こえをかけて、おじぎをしてから席せきにつく。

「黒くろ沢さわさんも応おう援えん団だんなんだね。」

　内うち田ださんが低ひくい声こえで言いった。

「あっ、うん……。今け朝さ、言いわれて。」

　やっぱり？　あたしが応おう援えん団だんって、残ざん念ねんな感かんじだよね？　見みたところ、みんな運うん動どう部ぶに入はいっているメンバーだし、帰き宅たく部ぶのあたしが、ひとりだけ場ばちがいに思おもえる。

「あ、あの、二人ふたりとも吉よし本もとさんにスカウトされて、応おう援えん団だんに入はいったんですか？」

　あたしは会かい話わを止とめないように、二人ふたりに質しつ問もんをした。

「澤さわ田だから言いわれて。」

　内うち田ださんが短みじかく答こたえ、沢さわ井いさんが続つづく。

「わたしは吉よし本もとさんにさそわれて。」

「そうだったんだ。二人ふたりとも、応おう援えん団だんはやったことあるんですか？」

「二年ねんのときに、一回かいだけ。」

　内うち田ださんが先さきに答こたえて、沢さわ井いさんがあとに答こたえる。

「わたしははじめて。」

「あたしも、今こん回かいはじめて。ドキドキするね！」

　あたしは会かい話わを少すこしでもはずませようと、声こえのトーンを上あげた。

「ほんと、めずらしいメンバーだし、緊きん張ちょうするよね。」

　沢さわ井いさんがほほえみ、

「うん。ほんとだね。」

　あたしも笑え顔がおで返かえす。けれど、次つぎの話わ題だいが出でない。そのまま、『へ～。』『ふ～ん。』と、なんとなくほほえみ、うなずき合あいながら会かい話わが止とまってしまった。

　会かい話わがもり上あがりそうな話わ題だいをけんめいに考かんがえるけれど、まったく出でてこなくて、内うち田ださんは前まえを向むいて、スクールバッグでかくすように、スマホをいじりだした。

「あっ、きたきた～。みんな、入はいって！」

　タイミングよく、美み和わの声こえが教きょう室しつにひびいた。

　教きょう室しつのドアから、中なかの様よう子すをうかがっていた男だん子したちが、ペコッと頭あたまを下さげて、ぞろぞろと教きょう室しつへ入はいってくる。二年ねん生せい、そして一年ねん生せいの子こたちだ。

　二年ねん生せいの子こたちは、教きょう室しつのろうか側がわの前まえのほうにかたまってすわり、一年ねん生せいらしい、ブカブカの制せい服ふくをきている子こたちは、後うしろのほうの席せきにすわった。

　ふだん、あまり関かかわることがないので、〝後こう輩はい〟が入はいってきただけで、緊きん張ちょうしてくる。

　各かく学がく年ねんから八人にんずつ集あつまった応おう援えん団だん員いんは、合ごう計けい二十四人にん。

「団だん長ちょうの澤さわ田だ淳あつしです。中ちゅう学がく最さい後ごの体たい育いく祭さいなんで、くいのないよう、せいいっぱいやります。よろしくお願ねがいします。」

　澤さわ田だ君くんがキリッとした表ひょう情じょうで短みじかいあいさつを終おえると、副ふく団だん長ちょうの美み和わが口くちを開ひらいた。

「副ふく団だん長ちょうの吉よし本もと美み和わです。ほかの組くみに負まけないくらい、もり上あがっていきたいと思おもってます。ただ、ほかの組くみはもう、練れん習しゅうをはじめてるみたいで、うちは少すこしおくれてます。だから、これからは、集あつまれるときはしっかり集あつまって、練れん習しゅうしたいの。

　来らい週しゅうの中ちゅう間かんテストが終おわったら、部ぶ活かつよりもこっちを優ゆう先せんしてもらうことになるから、そのつもりでいてね。」

　美み和わはきびしい表ひょう情じょうで、後こう輩はいたちひとりひとりの顔かおを見みまわしながら言いった。その先せん輩ぱいらしいふんいきに、少すこしおどろいた。

　後こう輩はいたちは、姿し勢せいを正ただして話はなしを聞きいている。

　美み和わのあとに三年ねん生せいのメンバーが順じゅん番ばんに自じ己こ紹しょう介かいをしていく。ほかの男だん子しは、澤さわ田だ君くんと同おなじ剣けん道どう部ぶの松まつ下した君くん、男だん子しバレー部ぶの長なが瀬せ君くん、渡わた辺なべ君くんだ。

　うちのクラスの中なかではわりと目め立だつグループの子こたちだ。続つづいて、女じょ子しメンバーの内うち田ださんたちが短みじかい自じ己こ紹しょう介かいを終おえ、最さい後ごにあたしの番ばんがまわってくる。

「あっ、えっと、黒くろ沢さわ花はな美びです。」

　わっ、どうしよう、なんて、言いえばいいの？　ふと、遠とおくにすわっている後こう輩はいの女おんなの子こと目めが合あった。無む表ひょう情じょうで、じっと見みつめられる視し線せんにたえられず、

「あのっ、応おう援えん団だんをやるのははじめてです。えっと、よろしくお願ねがいします。」
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　あたしはおじぎをして、席せきについた。ダメだ、後こう輩はいたちの顔かおもまともに見みられなかった。

　こんなんで、全ぜん校こう生せい徒とがいる前まえで応おう援えんなんてできるのかな？　今いまから不ふ安あんになる。

　そして、二年ねん生せいと一年ねん生せいの自じ己こ紹しょう介かいが終おわると、

「応おう援えんの内ない容ようについては、うちら三年ねんできめて、来らい週しゅうからは本ほん格かく的てきに、みんなに練れん習しゅうしてもらうから、きょうはとりあえず、顔かお合あわせってことで、終おわりにします。」

　団だん長ちょうの澤さわ田だ君くんがしゃべる間まもなく、美み和わが会かいの最さい後ごをしめくくって、解かい散さんとなった。

　テスト前まえの一週しゅう間かんは部ぶ活かつ動どうが禁きん止しされるので、三年ねんの応おう援えん団だんも、早はや々ばやと教きょう室しつを出でる。

　男だん子しは四人にんでそろって帰かえっていったけれど、内うち田ださんと沢さわ井いさんは『じゃあ、また明日あした。』と言いい、バラバラに帰かえっていった。

　ひとりで階かい段だんをおりながら、どっとつかれがおしよせる。なんで引ひき受うけちゃったんだろう？　後こう悔かいしても、もうおそいよね……？

　がっくりと肩かたを落おとして歩あるいていると、

「黒くろ沢さわさんさあ、そんなにおどおどしていたら、〝たよりない先せん輩ぱい〟って思おもわれるよ。最さい高こう学がく年ねんなんだから、しっかりしなよ。」

　とつぜん、となりにならんだ美み和わが話はなしかけてきた。

「ごっ、ごめん。〝後こう輩はい〟になれてなくて。」

「早はやくなれて！　ただでさえ、ほかの組くみにはおくれをとっているんだから。きびしくいかないと。」

　美み和わはまゆをつり上あげて言いう。

「それにしても、澤さわ田だもたよりないよねえ～。もっとバシバシッとやってくれなきゃ。きょうだって、わたしばっかりしゃべってたし。」

　美み和わは不ふ満まんげに言いうけれど、あたしの頭あたまの中なかには、たしか澤さわ田だ君くんが最さい後ごにしゃべろうとしたのに、美み和わがおしのけるように話はなしていた記き憶おくが残のこっている。

「わたしさあ、三組くみは今いまっぽいダンスで来くるんじゃないかって思おもうんだ。」

　美み和わは真しん剣けんな顔かおで、あたしに向むかって、人ひと差さし指ゆびを立たてる。

「三組くみには岩いわ崎さき愛まな美みって子こがいるんだけど、その子こ、小しょう学がく生せいのころからダンスやってて、親おやが有ゆう名めいな振ふり付つけ師しなんだって。あの子こも応おう援えん団だんに入はいったっぽいから、ぜったいにダンスだよ。それってずるくない!?」

「そ、そうかな？」

「え～、ぜったい、ずるいよ～。」

　美み和わからこぼれてくる不ふ満まんを、あたしは軽かるく受うけ流ながしながら、二人ふたりで昇しょう降こう口ぐちまで来くると、三年ねんの下げ駄た箱ばこのあたりから、にぎやかな話はなし声ごえが聞きこえてきた。

　その中なかに、数すう人にんの男だん子しと楽たのしそうにおしゃべりをしているヤヤコやティナちゃん、それから沖おき田た美み月つきちゃんたちがいるのが見みえる。あっ、ということは、三組くみの応おう援えん団だんか。

　ティナちゃんに声こえをかけよう、と思おもった瞬しゅん間かん、美み和わにうでをつかまれ、そのまま手て前まえにある二年ねん生せいの下げ駄た箱ばこの列れつに引ひっぱりこまれた。

「どうしたの？　急きゅうにかくれて。」

「シーーッ！」

　美み和わが必ひっ死しな顔かおであたしの口くちをふさぎ、小こ声ごえで話はなす。

「だってさ、向むこうは応おう援えん団だん全ぜん員いんで、いっしょに帰かえってるのに、わたしたち、今いま、二人ふたりしかいないじゃん。『一組くみの応おう援えん団だん、結けっ束そく力りょくなさすぎ。』って、思おもわれる。」

「そっ、それは考かんがえすぎだよ。」

と言いいながらも、ちょっと気き持もちはわからなくもない。

　あたしも以い前ぜんは、ティナちゃんが、ミツキちゃんたちといっしょに楽たのしそうにしている姿すがたを見みたとき、とっさにかくれたっけ。

「だいじょうぶよ。堂どう々どうと、行いっちゃおうよ。」

　スクールバッグを引ひいたけれど、美み和わは下げ駄た箱ばこにはりついたまま、動うごかない。

「シッ！」

　美み和わは人ひと差さし指ゆびを口くちもとにあててみせる。そのとき、三組くみのメンバーから大おおきな笑わらい声ごえが起おこった。

「マナミ、ダンスの振ふり付つけは、むずかしくしすぎないでよっ。」

　ヤヤコの声こえが聞きこえてきた。

「まっかせなさ～い。」

　マナミちゃんらしき子こが、得とく意いそうに答こたえる。この子こが、さっき美み和わが言いっていた、ダンスが得とく意いな子こか。あたしもつい、美み和わにならんで耳みみをすませる。

「マナミのダンスなら、オレら三組くみ、優ゆう勝しょうまちがいなしじゃね？」

　男だん子しの話はなし声ごえが聞きこえ、

「言いえてる～。二組くみや四組くみもダンスっぽいけど、楽らく勝しょうでしょ。」

　ミツキちゃんのよくとおる声こえがした。

「一組くみもたいしたメンツそろってねえし。総そう合ごう優ゆう勝しょうと、応おう援えん優ゆう勝しょう、ダブルで取とろうぜ。」

「さすが団だん長ちょう！　優ゆう勝しょう宣せん言げん！」

　べつの男だん子したちも、もり上あがって話はなしている。たしかに。あたしも思おもわず、うなずきそうになる。けれど、目めの前まえにいる美み和わは、いかりで鬼おにのような顔かおになっている。

　どっ、どうしよう。美み和わを落おち着つかせる言こと葉ばをあわててさがしていると、ティナちゃんの声こえが聞きこえた。

「それは言いいすぎ。やってみなきゃわかんないわよ。ほかの組くみもすごいかもよ？」

　おおっ、ティナちゃん！　カッコイイ、さすがあたしの親しん友ゆう！　拍はく手しゅしたくなるのをこらえ、耳みみをすましていると、

「それに、一組くみはあなどれない。」

　冷れい静せいな声こえが聞きこえた。これはヤヤコの声こえだ！　あたしはすぐに美み和わを見みた。美み和わは少すこしおどろいた顔かおをして、うれしそうに口くちもとをほころばせる。

「とにかく、めっちゃくちゃカッコいいのを、パパと考かんがえてくるから、楽たのしみにしといて。」

　マナミちゃんが堂どう々どうと言いい切きって、三組くみの応おう援えん団だんは校こう舎しゃを出でていった。

　美み和わと二人ふたりで、下げ駄た箱ばこのかげから出でると、

「『あなどれない』って、ヤヤコ、わたしのことを、そうとう意い識しきしてるんじゃん。」

　ボソボソと、美み和わがつぶやいた。その顔かおには不ふ敵てきな笑えみがうかんでいる。

「やってやる。やってやろうじゃん！　ねっ、黒くろ沢さわさん！」

　しずかな昇しょう降こう口ぐちに、美み和わの声こえがひびきわたる。

「そっ、そうだね。」

「とりあえず、早はやく、応おう援えんの内ない容ようをきめないといけないから、明日あしたは朝あさ、集あつまろう。それと、応おう援えん団だんでグループＬＩＮＥライン作つくるから、黒くろ沢さわさんも登とう録ろくさせて。」

「うん。いいよっ。」

　美み和わの気き迫はくにつられて、あたしもスマホを取とり出だし、友ともだち追つい加かをした。そういえば、『夜よるカフェ』メンバー以い外がいで、ＬＩＮＥラインを交こう換かんしたのは、これがはじめてだ。

　それも、相あい手ては中ちゅう二のとちゅうまでヤヤコといっしょにあたしをいじめていた美み和わだ。ほんと、なにが起おこるかわからないな。

「じゃ、黒くろ沢さわさん、明日あしたは六時じ半はんに集しゅう合ごうして、ミーティングねっ！」

「うん。わかった。」

　校こう門もんの前まえで、美み和わとわかれたとたん、あたしはとんでもないことに気きづいた。

「朝あさの六時じ半はん!?」

　ふりかえったときにはすでに、走はしりさる美み和わの背せ中なかは遠とおくはなれたところにあった。





3　ザ・応おう援えん







　今いまは朝あさの六時じ半はん。いつものあたしなら、まだぬくぬくと、ふとんの中なかでねむっている時じ間かんだ。

「おっ……おはようございます……。」

　ふらふらになりながら、あたしは教きょう室しつのドアを開あけた。

　きのうの夜よる、一組くみ応おう援えん団だんのグループＬＩＮＥラインで、美み和わから三年ねん生せいに朝あさ六時じ半はん集しゅう合ごうの招しょう集しゅうがかかったので、あたしはスマホのアラームと目め覚ざまし時ど計けいをかけて、なんとかふとんからはい上あがった。

　もし遅ち刻こくしようものなら、美み和わに一いち日にちじゅう、文もん句くを言いわれそうだ。その恐きょう怖ふ心しんから、ごはんも食たべずに、バナナ一本ぽんだけをバッグに入いれて、家いえを飛とび出だしてきた。

　さすが運うん動どう部ぶメンバーは朝あさ練れんになれているのか、教きょう室しつにはすでに全ぜん員いんが集あつまっている。

「みんな、おはようっ！　時じ間かんがないから、さっそく、応おう援えん団だんのテーマをきめよっか！」

　団だん長ちょうの澤さわ田だ君くんをさしおいて、テンションの高たかい美み和わが、全ぜん員いんを見みわたした。

　ＳエスＮエヌＳエスで話わ題だいのダンス、人にん気きのアニメのキャラクターに仮か装そうしてのダンスなど、みんなから出でてきたいろんなアイディアを、美み和わが黒こく板ばんに書かいていく。

　あたしはなるべくダンスをさけたいので、『三さん三さん七なな拍びょう子しとか？』と言いったけれど、美み和わは『ふ～ん。』と言いったきり、黒こく板ばんにすら書かかなかった。うぅ、やっぱりダメか……。

　数かずはたくさん出でたけれど、全ぜん員いんの意い見けんがなかなか一いっ致ちしない。時じ間かんだけがすぎていく中なかで、だんだんとみんなの口くち数かずはへっていった。

「ねえ、みんな。ねむそうな顔かおをしてないで、もっと本ほん気きで考かんがえてよ。」

　美み和わはイラだった声こえで言いい、あくびをしそうになったあたしの顔かおを、ジロッとにらむ。

「しょうがねえじゃん。夜よ中なかまで試し験けん勉べん強きょうもやってんのに、六時じ半はん集しゅう合ごうはきつすぎだろ。」

　バレー部ぶの長なが瀬せ君くんが、大おおあくびをしながら言いった。

「アイディアを出だしても、ぜんぶ吉よし本もとが反はん対たいしてんじゃんか。それじゃあきまらねえよ。」

　ほかの男だん子したちからも文もん句くが出でる。

「だって、三組くみが岩いわ崎さき愛まな美みの振ふり付つけで、ダンスをするんだよ。対たい抗こうするには、もっとインパクトのあるテーマじゃなきゃ、ぜったい勝かてないじゃない。」

　美み和わは言いいかえすが、長なが瀬せ君くんも負まけてない。

「このメンバーでダンスなんて、そもそもムリだろ。なあ？」

　長なが瀬せ君くんがふりかえり、みんなに話はなしかけた。あたしは、なんどもうなずいてこたえる。

「だったら、どうすりゃいいのよ。」

　美み和わが手てに持もっていたチョークを、黒こく板ばんのみぞに投なげ入いれた。

　教きょう室しつが重おも苦くるしいふんいきになった。内うち田ださんは両りょうひじをついて、今いまにもねてしまいそうな顔かおをしているし、沢さわ井いさんは居い心ごこ地ちが悪わるそうに時と計けいを気きにしている。そんな中なか、

「ほかのクラスがダンスなら、うちのクラスはシンプルに〝応おう援えん団だん〟でもいいんじゃないかな？」

　これまで、ほとんど発はつ言げんしていなかった澤さわ田だ君くんが、口くちを開ひらいた。

「はあっ？　どういうこと？」

　美み和わがブスッとした顔かおで、たずねる。

「なんていうか、ダンスとか演えん舞ぶとか、応おう援えん団だんだけでなにか発はっ表ぴょうするんじゃなくて、一組くみ全ぜん員いんでの、かけ声ごえのやりとりがメインっていうかさ。」

「意い味みわかんない。」

　興きょう味みなさそうに、美み和わが口くちをはさんだ。澤さわ田だ君くんは少すこしあたふたしながらも、説せつ明めいを続つづける。

「えっと、ほら、プロ野や球きゅうとか、サッカーの応おう援えんとかって、応おう援えん団だんの人ひとや太たい鼓こやトランペットでリードして、あとはみんなで歌うたったり、メガホンたたいたりするじゃん。

　ああいうのがやりたい。『ソイヤッ！』『ソイヤッ！』ってかけ声ごえを出だし合あったりさ。」

　澤さわ田だ君くんの声こえに力ちからが入はいる。美み和わにおされて、ほとんどしゃべっていなかった澤さわ田だ君くんが、こんなにいきいきと話はなす姿すがたを、はじめて見みた。

「おっ、それ、いいじゃん！」

　長なが瀬せ君くんが手てを打うった。

「え～、地じ味みじゃない？」

　美み和わはすっかり、やる気きをなくして、教きょう卓たくにほおづえをついている。そのとき、

「ソイヤッ！」

　澤さわ田だ君くんがとつぜん立たち上あがり、両りょううでをふりあげて、びっくりするほど大おおきな声こえでかけ声ごえをあげた。つられて、長なが瀬せ君くんやほかの男だん子したちが、

「ソイヤッ！」

と、声こえをあげる。

「ソイヤッ！」

「ソイヤッ！」

　澤さわ田だ君くんと、ほかの男だん子したちが、たがいに声こえを大おおきくしていく。その迫はく力りょくに、あたしは歓かん声せいをあげる。内うち田ださんや沢さわ井いさんも、拍はく手しゅを送おくる。

「おおおお！　いいじゃん、いいじゃん！　もう、これできまりだなっ！」

　長なが瀬せ君くんや、ほかのメンバーたちもみんな大おおよろこびだ。けれど、美み和わだけが無む表ひょう情じょうのまま、なにも言いわない。

「吉よし本もとさん？　こんな感かんじはどうかな？」

　澤さわ田だ君くんがふりかえる。

「いっ、いいんじゃないのっ？」

　美み和わがそっけなく返へん事じをすると、

「よかったぁ。」

　澤さわ田だ君くんはあどけない笑え顔がおを見みせた。

「じゃ、じゃあ、ミーティングは終おわり。かけ声ごえはよくわかんないから、あんたたちがしっかり考かんがえてよっ。」

　美み和わはさっと顔かおをそむけて、黒こく板ばんに書かいてあったほかのダンスのアイディアを、自じ分ぶんで消けしはじめた。

　こうして、澤さわ田だ君くんの『ソイヤッ！』のひと声こえで、一組くみ応おう援えん団だんのテーマはシンプルに〝ザ・応おう援えん〟で決けっ定ていした。

　人ひと前まえに出でるということに変かわりはないけれど、ダンスじゃなくて、ほっとした。

　それに、澤さわ田だ君くんたちがやってみせた声こえのかけ合あいは、ほんとにカッコよくて、ほんの少すこしだけ応おう援えん団だんも楽たのしみになった。

　ところが、この朝あさのミーティング以い来らい、今いままでいちばんやる気きを見みせていた美み和わの様よう子すがおかしくなった。

　あたしやほかのメンバーが話はなしかけても、無む表ひょう情じょうのままなにも答こたえない。澤さわ田だ君くんにいたっては、美み和わに近ちかよっただけで、その場ばからにげられてしまう。

　テーマが不ふ満まんなのかな？　ほんとはダンスがやりたかったのかな？

　少すこし心しん配ぱいだけど、せまりくる中ちゅう間かん試し験けんを目めの前まえに、そのことを考かんがえるひまはなかった。




　翌よく日じつの土ど曜よう日び、『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんしてから、二回かい目めの『夜よるカフェ塾じゅく』が開ひらかれた。

「きょうは、みんなには数すう学がくと英えい語ごの仮かり試し験けんを受うけてもらいま～す。」

　カレンちゃんが、コピーした解かい答とう用よう紙しと問もん題だい用よう紙しを、あたしとミウちゃん、ティナちゃん、そしてヤヤコの四人にんにくばりはじめる。

「このテストは、去きょ年ねんの一学がっ期きに、おれが受うけた中ちゅう間かん試し験けんだ。」

　リョウマ君くんが、べつの紙かみの束たばを見みせた。

「ええっ!?　全ぜん教きょう科かの問もん題だいと答こたえがあるの？　ということは!?」

　ティナちゃんが目めをかがやかせ、あたしたちを見みる。

「それをぜんぶ、コピーさせてもらって、丸まる暗あん記きすればっ!?」

　あたしもすぐに、ティナちゃんのひらめきを理り解かいする。

「中ちゅう間かん試し験けん、楽らく勝しょう!?」

　となりにいるヤヤコが、ニヤリと笑わらい、

「ちょっと、あんたたちだけずるくない？」

　ミウちゃんが文もん句くを言いった。ところが、

「あまいっ！　この、ポンコツ軍ぐん団だんめっ！」

　リョウマ君くんがすかさず、ビンタをするふりをした。

「も～、試し験けんが前まえの年としと丸まる々まるいっしょ、なんてことはあるわけないじゃ～ん。」

　カレンちゃんはあきれ顔がおで、なぜか、あたしとティナちゃんだけを見みている。

「そもそも試し験けんには、先せん生せいたちが『これは、わかっておいてほしい』と思おもっている、だいじなポイントが出しゅつ題だいされてるんだ。だから、今こん回かいはそこをつかんでほしいってわけだな。」

　リョウマ君くんとカレンちゃんが顔かおを合あわせ、うなずく。

「そういうことで～す。」

「なんだっ、一いっ瞬しゅんだけ、リョウマ君くんが神かみ様さまに見みえたのに～。」

　ティナちゃんが大おおげさに、ぐちっぽく言いった。

「へっへ、神かみ様さまじゃなくて、悪わるかったな。」

　ニヤニヤしながら、リョウマ君くんがスマホのアラームをセットする。

「はい、スタート！」

　その日ひの仮かり試し験けんの結けっ果かは、申もうしわけないくらい、さんざんなものだった。けれどそのあと、リョウマ君くんは、まちがえた箇か所しょをていねいに教おしえてくれた。

　カレンちゃんも、四人にんの中なかでいちばん点てん数すうの低ひくかったミウちゃんのとき直なおしに、最さい後ごまでつきあった。

　リョウマ君くんたちのためにも、本ほん番ばんではしっかり、いい点てん数すうを取とらなきゃ！

　その週しゅう末まつ、あたしはひさしぶりに猛もう勉べん強きょうをして、週しゅう明あけの中ちゅう間かん試し験けんにのぞんだ。




　勉べん強きょうしたぞ！　という実じっ感かんをもってのぞんだ中ちゅう間かん試し験けんは、今こん回かいがはじめてで、数すう学がくに関かんしては、たしかな手てごたえを感かんじることができた。

　リョウマ君くん、カレンちゃんにお礼れいを言いわなきゃ、結けっ果かを報ほう告こくするのが楽たのしみ──。

　なんて、思おもっていたけれど、試し験けん翌よく日じつの水すい曜よう日びに返かえされた答とう案あん用よう紙しを見みて、あたしは言こと葉ばを失うしなう。

　あんなに自じ信しんがあった数すう学がくが、六十三点てん。英えい語ごが五十八点てん、国こく語ごだけは八十五点てんで、ほかも六十点てん台だいと五十点てん台だいという結けっ果かだった。

　それでも、五教きょう科かの平へい均きん点てんは今いままでより、ほんの少すこしだけ、上あがっているのはたしかだった。

「まっ、まぁ。わずかなりにも、リョウマ君くんに成せい果かを伝つたえることができるかなあ。」

　その日ひの放ほう課か後ご、『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』がはじまる前まえ、あたしはリョウマ君くんの前まえに、返へん却きゃくされた答とう案あん用よう紙しをならべた。

「成せい果かね～。試し験けん内ない容よう、去きょ年ねんとあまり変かわってないにもかかわらず、これねぇ……。」

　リョウマ君くんはうでを組くんで、ブツブツ言いいながら、考かんがえこんでいる。

「ちょっと～、リョウマ君くん。肩かたを落おとす必ひつ要ようはないったら！　見みて、わたしも全ぜん体たい的てきには上あがっているんだからっ。」

　あたしのとなりで、ティナちゃんも自じ分ぶんの答とう案あん用よう紙しをならべた。六十点てん台だいや、五十点てん台だい、という、けっして堂どう々どうとは見みせられない点てん数すうがならんでいる。

「そうですよ、先せん輩ぱい！　わたしも、数すう学がくが、過か去こ最さい高こう点てんですよ。先せん輩ぱいのおかげです！」

　ヤヤコは数すう学がくの答とう案あん用よう紙しを広ひろげてみせた。点てん数すうは五十点てん台だいだけど……。

「おまえら～。そうだな、一いっ歩ぽずつだよな。イソップ童どう話わのウサギと亀かめだって、コツコツ歩あるいた亀かめが、最さい後ごには勝かつんだもんな。そうだよなっ！」

　リョウマ君くんは、自じ分ぶんに言いい聞きかせるようにうなずき、顔かおを上あげる。あたしはすかさず、

「そうっ、あたしたちは亀かめなのっ！」

　声こえを大おおきくして言いった。リョウマ君くんが笑わらいながら、こぶしを上あげた。

「よ～し！　タ～トルズ、コツコツ行いこうぜ～！」

「おおっ！」

　ティナちゃんとヤヤコもいっしょに、こぶしを高たかく上あげた。

　一いっ方ぽう、カレンちゃんは、もり上あがっているあたしたちの声こえが、まったく耳みみに入はいっていない様よう子すで、動どう物ぶつ園えんのシロクマのように、カフェの中なかをうろうろ歩あるきまわっている。

　そして、ミウちゃんがカフェに入はいってきた瞬しゅん間かん、入いり口ぐちまで走はしっていって、出でむかえた。

「ミウちゃん！　どうだった？」

「あぁ。まだ、ぜんぶは返かえされてないけど、先せん生せいによび出だされた。」

　ミウちゃんはボソボソと答こたえる。

「よっ、よび出だされた……？」

　カレンちゃんの顔かおが青あおざめる。けれどミウちゃんは、ふっと笑わらい、

「まともに授じゅ業ぎょうを受うけてなかったのに、試し験けんの点てん数すうがわりとよくて、おどろいたみたい。まぁ、だから、ありがとね。」

　ちょっぴり気きはずかしそうに言いった。

「うぅ、ミウちゃ～ん！」

　カレンちゃんが今いまにも泣なきそうな顔かおで、ミウちゃんに飛とびついた。

「泣なくほどのもんじゃねえし。点てん数すうは四十五点てんだからっ。」

　ミウちゃんは、カレンちゃんの手てをはらいのけようとする。

「よ～し！　『小しょう学がく生せいナイト』がはじまる前まえに、勉べん強きょうのことはわすれて、プチ打うち上あげしよう！」

　うれしくなって、あたしがさけぶと、リョウマ君くんが笑わらって、あたしの肩かたをつついた。

「それは、おれのセリフ。」





4　美み和わの恋こい







　中ちゅう間かん試し験けんが終おわると、応おう援えん団だんや競きょう技ぎの練れん習しゅうが本ほん格かく的てきにはじまり、学がっ校こうは体たい育いく祭さいムード一いっ色しょくだ。

　一組くみ応おう援えん団だんは、木もく曜よう日びの放ほう課か後ごに一、二年ねん生せいも入いれて全ぜん員いんで集あつまり、かけ声ごえや応おう援えん歌かを考かんがえた。

　これを各かくクラスへ持もち帰かえり、ほかのクラスメイトにもいっしょに練れん習しゅうしてもらうことになっている。

　ところがここにきて、美み和わの様よう子すがやっぱりおかしい。元げん気きがないというか、はっきり言いって、応おう援えん団だんのことも上うわの空そら状じょう態たいだ。

　だれよりも早はやくから、体たい育いく祭さいを意い識しきして、『打だ倒とう三組くみ！』と燃もえていたのに。

「吉よし本もとさんっ。あの、だいじょうぶ？　最さい近きん、元げん気きがないなって思おもって。」

　翌よく日じつ、あたしは休やすみ時じ間かんに美み和わにたずねた。けれど、そっけない返へん事じがもどってくる。

「べっ、べつに。」

「そっか……。あの、なにか、応おう援えん団だんで問もん題だいとかあるのかな？」

「そういうんじゃ。」

「あっ、吉よし本もとさん、黒くろ沢さわさん！　ちょっといいかな？」

　とつぜん、美み和わの言こと葉ばをさえぎって、澤さわ田だ君くんがあたしたちに声こえをかけた。

「はっ、はいっ。」

　美み和わがおどろいて、ふりかえる。

「あのさ、きょうの練れん習しゅう場ば所しょなんだけど、うちの教きょう室しつは美び化か委い員いん会かいが使つかうから、二年ねん一組くみの教きょう室しつに集しゅう合ごうするってことで、いいかな？」

　澤さわ田だ君くんがメモを見みながら、たずねた。

「あっ、うん。いいと思おもう。」

　美み和わは、かぼそい声こえで答こたえる。

「じゃあ、先せん生せいに許きょ可かをとって、全ぜん体たいに連れん絡らくしてくるよ。昼ひる休やすみにかけ声ごえの内ない容ようを紙かみに書かき出だして、コピーをしたいから、それも許きょ可かをとらなきゃいけないね。あと、明日あしたの練れん習しゅう場ば所しょなんだけど──。」

　澤さわ田だ君くんは土ど曜よう日びの練れん習しゅうについて話はなしはじめた。

　いつもの美み和わなら、澤さわ田だ君くんにたよらず、自じ分ぶんが許きょ可かをもらいにいって、後こう輩はいたちのところへ連れん絡らくをしにいくのに、『うん。』とうなずくばかりだ。

　いったい、どうしたんだろ？　ふしぎに思おもって、じっと美み和わを見みていると……。あたしはそのわけに気きづいてしまった。

　澤さわ田だ君くんの話はなしを聞きいている美み和わの表ひょう情じょうが、ものすごくうれしそうだ。

　それに、澤さわ田だ君くんが手てもとのメモを見みているあいだは、美み和わは澤さわ田だ君くんの顔かおを見みて、澤さわ田だ君くんが美み和わに目めをやると、すっとそらせている。

　こっ、これは、もしや!?　あたしはてっきり、体たい育いく祭さいにやる気きを失うしなってしまったのかと思おもっていたけれど、そうじゃなかったのね!?

　澤さわ田だ君くんが教きょう室しつを出でていったあと、あたしの視し線せんに気きがついた美み和わは、はずかしそうにプイッとそっぽを向むく。

「あの、吉よし本もとさん。もしかしてなんだけど……、澤さわ田だ君くんのことが気きにっ。」

　そこまで言いいかけたとき、美み和わはおどろいた顔かおで立たち上あがり、あたしの手てを引ひいて、教きょう室しつの外そとにつれ出だした。

　そのまま校こう舎しゃのいちばん奥おくにある人ひと気けのない女じょ子しトイレに入はいると、美み和わがふりかえった。

「好すきとかじゃないからっ！　あんなやつ、好すきでもないから。たよりないし、イケメンでもないし、眼がん中ちゅうにもないから！」

　美み和わは顔かおをまっ赤かにして、主しゅ張ちょうする。

「あの澤さわ田だだよ？　剣けん道どうだって弱よわいくせに部ぶ長ちょうをやってるって、女じょ子しバスケ部ぶでも有ゆう名めいだし、ヤヤコからはアルパカみたいって言いわれてるし。」

　美み和わは腹はらが立たってしようがないと言いわんばかりに、強つよい口く調ちょうで言いう。けれど、言いい終おえると一いっ変ぺんして、顔かおをゆるませる。

「でもさあ～。その澤さわ田だが、いきなりキリッとした顔かおで、あんなに大おお声ごえ出だして、それが、すごくカッコよかったからさ……。気きになっちゃうじゃん……。うぅ、はずかしすぎる。」

　あまえた声こえで、そこまで言いうと、美み和わは両りょう手てで顔かおをかくした。

「ぜんぜん、はずかしいことじゃないよ！　あのときの澤さわ田だ君くん、めちゃくちゃカッコよかったよね！」

　あたしは断だん言げんする。

「でっ、でしょ!?　そうだよね？　カッコよかったよね。も～。あれ以い来らい、頭あたまからはなれないのぉ。ふだんはアルパカなのに～。話はなしかけられると、ドキドキしちゃうの～。っていうか、黒くろ沢さわさん、なんでわかったの？　まさか、みんなも、知しってるの!?」

　美み和わはあたしの顔かおをのぞきこむ。

「みんなは知しらないと思おもう。あたしは、さっき、吉よし本もとさんが澤さわ田だ君くんと話はなしている顔かおを見みていたら、すぐにわかっちゃった。」

「うわぁ！　じゃあ、澤さわ田だにもバレちゃったかな？　も～、わたし、ダサすぎ。」

　あたしは、力ちからなくうなだれる美み和わの両りょう肩かたに手てを置おいた。

「そんなこと、ない！　ダサくなんかないよっ！　恋こいするって、ステキなことだよ。堂どう々どうとしてればいいと思おもうっ！」

　あたしは思おもったことを正しょう直じきに伝つたえた。

「あ～、よかった。はじめて人ひとに言いえた。」

　美み和わがてれ笑わらいをうかべて、あたしを見みた。いつもまゆをつり上あげて、ツンツンしている美み和わが、とってもかわいらしく見みえる。

「でも、このことは、ぜったいに秘ひ密みつだからねっ！　とくにヤヤコには内ない緒しょだからね。」

　美み和わはまゆをよせて、念ねんをおした。けれど、そのほおは、ほんのり赤あかくそまって見みえた。




　その日ひの夜よる、あたしのスマホからは、着ちゃく信しん音おんが鳴なりつづけた。すべて、美み和わからのＬＩＮＥラインだ。

『応おう援えん団だん内ないで、わたしの気き持もちに気きづいてる人ひとは、ほんとにいないよね？』『澤さわ田だって、好すきな人ひととかっているのかな？』『今いま、片かた想おもいソングを聴きいてる。』『澤さわ田だに〝まちがえた〟ってことにして、ＬＩＮＥライン送おくってみようかな。』などなど……。

　ひとりごとのようなメッセージが、次つぎから次つぎへととどいた。よほど、だれかに聞きいてほしかったんだろうな。

「ちょっと、ハナビ～。すごい、モテモテじゃない。だれからのＬＩＮＥライン？」

　テーブルの向むかいにすわっているティナちゃんが、ニマニマしながらたずねる。きょうは塾じゅくが終おわって、ティナちゃんが愛あい子こさんちへ泊とまりに来きた。

　いっしょに勉べん強きょうをしようという名めい目もくだったけれど、そんな名めい目もくは早はや々ばやとふっ飛とび、今いまはおせんべいを食たべながら、二人ふたりでテレビを見みている。

「ぜ～んぶ美み和わから。ちょっと……、いろいろたいへんで。」

　あぶない、あぶない。ティナちゃんにも聞きいてほしいけれど、ぜったいにダメだ。

「ふ～ん。っていうかさ、ヤヤコと美み和わって、バスケ部ぶはどうするのかしら？　そろそろバスケ部ぶは最さい後ごの大たい会かいでしょ？」

「美み和わも、今いまは応おう援えん団だんのことで頭あたまがいっぱいみたいだけど、ヤヤコのことはすっごく意い識しきしてる。」

　答こたえながら、あたしは美み和わに『ファイト！』というスタンプを送おくって返へん信しんをした。

「ほんと、頑がん固こよね。さっさと、『いっしょに試し合あいに出でたい。』って言いえば、すむ話はなしなのに。」

　ティナちゃんはおせんべいをつまんで、リモコンでテレビのチャンネルを変かえた。

「そういえば、ティナちゃんはカイト君くんとはどうなのかな～？　デートの予よ定ていはないの？」

　あたしはティナちゃんが持もっている袋ふくろから、おせんべいをつまみながら、たずねる。

「ん～、しばらく予よ定ていはないわね。」

「えっ!?　どうして!?」

「ん～、カイト君くんはいい人ひとよ。カッコいいし、映えい画がの話はなしをしていても楽たのしいし。でも、恋こいって感かんじじゃないのよね。なんていうのかな、胸むねが熱あつくならないっていうか。」

　ティナちゃんは少すこし首くびをかしげて、胸むねをおさえた。あたしはポカンとする。

「やっぱり、リツさんのときとはちがうんだ……。」

　ティナちゃんは少すこしさびしそうにまゆをよせた。

　そのとき、あたしのスマホから長ながいバイブレーションの音おとが鳴なった。

　電でん話わはめったにかかってこないので、一いっ瞬しゅんドキッとする。とっさに、美み和わからの電でん話わかな、と思おもったけれど、画が面めんの表ひょう示じを見みて、もっとおどろいた。

「うわぁ！　ティナちゃん！　美み和わじゃない。ヤマト君くんからだっ！」

「ええっ!?　はっ、早はやく、出でて！」

　ティナちゃんもあわてて、テレビを消けす。

「まっ、待まって、緊きん張ちょうする。」

「いいから、いいから、わたしのことは、透とう明めい人にん間げんだと思おもって！」

　ティナちゃんは口くちにチャックをするふりをして、姿し勢せいを正ただして、すわり直なおす。あたしも深しん呼こ吸きゅうをして、電でん話わに出でた。

「あっ、ハナビですっ。」

「あっ、おれ、ヤマト。今いま、だいじょうぶ？」

　ひさしぶりに聞きくヤマト君くんの声こえに、スマホを持もつ手てがふるえる。

「もっ、もちろん、だいじょうぶ！　元げん気きだった？」

「うん。そっちは？　愛あい子こさんも、みんな元げん気き？」

「うん！　元げん気き。めちゃくちゃ元げん気き。そうだっ、中ちゅう間かん試し験けんが終おわったばかりなの。」

　もうっ、そんなことが話はなしたいんじゃないのに、緊きん張ちょうして、うまく話はなせない。

「おつかれさま。ＬＩＮＥライン見みたけど、応おう援えん団だんに入はいったんだって？」

「そう。信しんじられないよね。あたしが応おう援えん団だんなんて。」

「想そう像ぞうつかないな。」

　ヤマト君くんが電でん話わの向むこうで、ふっと笑わらう。あ～、笑え顔がおがうかぶ～。
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「ハナビの応おう援えん団だん、どんなだか、見みてみたいな。体たい育いく祭さいはいつだっけ？」

「来らい週しゅう末まつの土ど曜よう日びなの。」

「来らい週しゅう末まつか、じゃあ、ちょっと間まに合あわないな。」

「えっ？　どういうこと？」

　なにかを予よ感かんして、ドキドキしてくる。

「アメリカの学がっ校こうはもうすぐ夏なつ休やすみに入はいるから、六月がつになったら、日に本ほんに帰かえるよ。」

「えっ……。」

　うれしくて、うれしくて、言こと葉ばにつまる。

「あれ？　ハナビ、聞きこえてる？」

「うぅ～、やったあああ！　ティナちゃん、ヤマト君くんが、来らい月げつ帰かえってくるって！」

　打うち上あげ花はな火びが上あがるように、あたしは飛とび上あがって、ティナちゃんに報ほう告こくした。

「きゃ～～！　やったじゃない、ハナビ！　やった～！」

　ティナちゃんも歓かん声せいをあげて、あたしにだきつく。

「もしもし、ハナビ？　おーい！」

　スマホからヤマト君くんの声こえが聞きこえて、あたしはあわてて耳みみにあてる。

「ごっ、ごめん。」

「ティナちゃんも、そこにいたんだ。」

「あっ、うん。きょうはお泊とまりに来きてるの。」

　チラッと見みると、ティナちゃんはあわてて口くちにチャックをした。

「じゃましちゃったね。」

「ううん。だいじょうぶっ！」

「日にっ程ていとかは、まだぜんぜんきまってないんだけど、まずはハナビに伝つたえたくて。」

　その言こと葉ばを聞きいて、胸むねが熱あつくなる。

「ありがとう……、ヤマト君くん。待まってるね。」

「うん。じゃ、応おう援えん団だん、がんばって。報ほう告こく、楽たのしみにしてるよ。ティナちゃんにたくさん写しゃ真しん撮とっておいてって言いっといて。」

　電でん話わを切きると、

「それよっ、それが〝恋こい〟ってもんでしょ。」

　ティナちゃんが満まん面めんの笑えみをうかべて、あたしを見みていた。




　ヤマト君くんから元げん気きをもらったあたしは、翌よく日じつ、しっかり早はや起おきをして、応おう援えん団だんの練れん習しゅうに向むかった。

　ヤマト君くんが帰かえってくる。そう思おもえば、応おう援えん団だんだって勉べん強きょうだって、なんだって、かかってこいよ！　気き合あいは十じゅう分ぶんだ。

　けれど、この日ひの声こえ出だしの練れん習しゅうで、早はやくもその気き合あいは、打うちくだかれることになる。

　土ど曜よう日びは部ぶ活かつや応おう援えん団だん以い外がいの生せい徒とがいないので、四階かいのろうかを使つかうことになり、はじめての声こえ出だし練れん習しゅうが行おこなわれた。

　メンバーが五十メートルくらいはなれたろうかのはしとはしにわかれ、二人ふたりずつ向むき合あって立たち、反はん対たい側がわにいる相あい手てに声こえがとどけば合ごう格かく。少すこしでも聞きこえにくければやり直なおしだ。

〝ＮエヌＧジー〟が出でた人ひとは、声こえがとどくまで、なんどでもやり直なおしをしなければいけない。

　いきなり大おお声ごえを出だせ、と言いわれても、最さい初しょはみんなはずかしがった。

　けれど、澤さわ田だ君くんと美み和わが完かん璧ぺきなお手て本ほんを見みせると、三年ねん生せいの長なが瀬せ君くんや松まつ下した君くん、内うち田ださんたちがそれに続つづき、大おおきな声こえで『ソイヤッ！』と声こえをかけ合あった。

　沢さわ井いさんも二回かい目めでクリア。次つぎはあたしの番ばんだ。後うしろには後こう輩はいたちがならんでいる。がっ、がんばれ、あたし！

　大おおきく息いきをすって、

「ソイヤー。」

とさけんだ。けれど、遠とおく反はん対たい側がわにいる美み和わは頭あたまの上うえで、〝バツ〟と手てをクロスさせる。

「黒くろ沢さわさん、しっかりお腹なかから声こえを出だして！」

　あたしの『ソイヤ』の何なん倍ばいも大おおきな声こえで、美み和わの声こえが返かえってくる。

　きのう、トイレで思おもいのたけをはき出だした美み和わは、すっきりしたのか、いつもの美み和わにもどっている。ただ、前まえとちがうのは……。

「ねっ、澤さわ田だ君くん？」

　美み和わはいちいち、澤さわ田だ君くんに話はなしかけるようになった。

「うっ、うん。じゃあ、黒くろ沢さわさん、もう一回かい！」

　澤さわ田だ君くんに言いわれ、あたしはもう一いち度ど、大おおきな声こえでさけんだ。

　けれど、どれだけ大おおきな声こえを出だしても、声こえが小ちいさいと言いわれつづけ、後こう輩はいたちにも順じゅん番ばんをぬかれ、やけくそになってさけんだ『ソイヤッ』に、やっとオーケーがもらえた。

　応おう援えん歌かの練れん習しゅうになっても、美み和わや澤さわ田だ君くん、おまけに内うち田ださんからも『黒くろ沢さわさん、声こえが小ちいさい。』『もう少すこし堂どう々どうとして。』『背せ筋すじをのばすっ。』と、ダメ出だしをもらいつづけた。

　ダンスじゃなくて安あん心しんしていたら、とんでもなかった……。

　やっとの思おもいで、練れん習しゅう終しゅう了りょうの時じ刻こくをむかえた。のどはすっかり、カラカラになっている。精せい神しん的てきにつかれて、ふらふらと階かい段だんをおりていると、

「黒くろ沢さわ先せん輩ぱい、おつかれさまでした。」

　二年ねん生せいの女おんなの子こたちが声こえをかけてきて、ペコッと頭あたまを下さげた。あたし今いま、〝黒くろ沢さわ先せん輩ぱい〟って、よばれたっ!?

　あまりに『黒くろ沢さわさん』とダメ出だしされたので、名な前まえを覚おぼえてくれたのだろうけれど、はじめて〝先せん輩ぱい〟とよばれたことがうれしくて、

「ありがとう！　また、明日あしたね！」

　あたしは笑え顔がおで答こたえた。





5　ぼっち脱だっ出しゅつ？







「いらっしゃいませ！　一名めい様さまですね。こちらのカウンター席せきへどうぞ。」

『三さん丁ちょう目めカフェ』に帰かえると、エプロンをつけたリョウマ君くんが、あたしを出でむかえた。

「あれっ？　リョウマ君くんだ！」

　あたしは案あん内ないされるままに、カウンター席せきへすわる。

「助すけっ人とだよ、助すけっ人と。昼ひるにチラッと顔かおを出だしたら、カフェがこんでて、愛あい子こさんにたのまれたんだ。あっ、お客きゃく様さま、メニューとおしぼりをどうぞ。本ほん日じつは三さん種しゅのベリーチョコタルトがオススメとなってます。」

　リョウマ君くんは、すっかりお店みせの人ひとになりきっている。

「そうね～、まずはお水みずをいただこうかしら？」

　あたしもお客きゃくさんになりきって答こたえると、

「ハナビ、おかえり。」

　愛あい子こさんがカウンターごしに声こえをかけてくれた。

「びっくりしたでしょ？　きょうは、早さ紀きちゃんがカゼで早そう退たいしたとたんに、団だん体たいでお客きゃくさんが来きちゃって、たいへんだったのよ。リョウマ君くんが手て伝つだってくれて、ほんとに助たすかったわ。どうもありがとう。」

「いえいえ、店てん長ちょう、お安やすいご用ようですっ。」

「今いまはお客きゃくさんもいないし、もうだいじょうぶよ。さぁ、お礼れいに、食たべたいものを食たべてちょうだい。えんりょしないで、なんでも言いって！」

　愛あい子こさんがうでをまくった。

「っしゃあ！　あざっす！　じゃあ、スパゲティナポリタンを大おお盛もりでっ！　あと、三さん種しゅのベリーチョコタルトをお願ねがいします！」

　リョウマ君くんは待まってましたと言いわんばかりに、大おおきな声こえで注ちゅう文もんをした。

「やっぱり高こう校こう生せい男だん子しは、よく食たべるわね。」

　愛あい子こさんは笑わらって、楽たのしそうにナポリタンを作つくりはじめた。

「ところで、ハナビ。おまえ、声こえはだいじょうぶか？　ガラガラじゃねえか。」

　リョウマ君くんはレモンスライスが一枚まい入はいったお水みずを、あたしの前まえに置おいた。

「ありがとう。応おう援えん団だんの練れん習しゅうで、ずっと大おお声ごえを出だしてたから。ん～、お水みずがおいしい。」

　あたしはお水みずを一いっ気きに飲のみほす。

「へ～。しっかりがんばってんだな。こりゃ、ますます体たい育いく祭さいが楽たのしみっすね？」

　リョウマ君くんが声こえをはずませて、愛あい子こさんを見みる。

「ほんとね。しっかり場ば所しょ取とりをして、撮さつ影えいしなきゃね。」

　愛あい子こさんもウキウキしながら答こたえる。

「えっ？　なんのこと？」

「来らい週しゅうの体たい育いく祭さい、『三さん丁ちょう目めカフェ』をお休やすみにして、愛あい子こさんとおれと早さ紀きちゃんで、応おう援えんに行いくことになったんだ。」

　リョウマ君くんがあたしのとなりにすわって、ケロッと言いった。早さ紀きちゃんは、愛あい子こさんのイラストのアシスタントをしている大だい学がく生せいのお姉ねえさんだ。『三さん丁ちょう目めカフェ』も手て伝つだってくれている。

「え～っ！　ダッ、ダメよ。とてもお見みせできるようなもんじゃないの。親おやにだって、来こないでって言いってるんだから。」

「なに、言いってんだ。ハナビとティナとヤヤコが応おう援えん団だんをやるんだぜ？　これを見みのがすわけにはいかねえだろ。ねえ、愛あい子こさん？」

「そうよ。今こ年としは中ちゅう学がく最さい後ごの体たい育いく祭さいでしょ？　姉ねえさんも義に兄いさんも行いくって言いってたわよ。ハナビの応おう援えん団だん姿すがたをしっかり撮とっておかなきゃ。ねえ、リョウマ君くん？」

「そのとぉーりっす。」

　リョウマ君くんも愛あい子こさんも、当とう然ぜんのことのように言いう。

「ええっ！　ママたちも来くるの!?　来こなくていいのに。」

　あたしはまだ抵てい抗こうするけれど、

「ヤマト君くんも帰かえってくるなら、なおさら撮とっておいてあげなきゃでしょ？」

　愛あい子こさんはあたしにウィンクをした。

「えっ？　ヤマト君くん、帰かえってくるんだ。」

　リョウマ君くんが、きょとんとした顔かおで、あたしを見みる。

「うん。きのうの夜よる、電でん話わがあったの。六月がつに夏なつ休やすみが始はじまるから帰かえってくるって。」

　話はなしながら、顔かおがニヤけてしまっているのが、自じ分ぶんでもわかる。

「そっか、そっか、そうだよな。もう、アメリカは夏なつ休やすみか。やったじゃねえか！　じゃあ、なおさらだな。撮さつ影えいはまかせとけっ。」

　リョウマ君くんは断だん言げんして、水みずを飲のみほした。




　日にち曜よう日びの練れん習しゅうでは、グラウンドの横よこの広ひろいスペースを使つかって、全ぜん体たいの動うごきの練れん習しゅうをした。

　動どう作さは、空から手ての型かたのようにこしをかがめたり、手てを前まえに出だしたり、両りょう手てを上あげたりと、単たん純じゅんな動うごきではあるけれど、ぴったりそろわなければ、カッコ悪わるい。

　そのため、ひとつひとつの動どう作さを、手ての高たかさや角かく度ど、指ゆび先さきまで神しん経けいをはりめぐらし、全ぜん員いんでそろえていく。

「ストップ！」

　両りょううでを横よこにのばしたところで、美み和わがみんなの動うごきを止とめた。

「黒くろ沢さわさん、もっとバシッとのばして！　な～んか自じ信しんがなさそうで、弱よわっちく見みえる。」

「がっ、がんばりますっ！」

　ううっ、少すこしはできるようになったと思おもったんだけどな。

　それからも、あたしは毎まい度ど、美み和わや澤さわ田だ君くん、長なが瀬せ君くんたちからダメ出だしをもらいつづけた。

　ようやく、ある程てい度ど動うごけるようになってきたところで、

「まぁ……。これが限げん界かいかな。」

　つかれた顔かおで、美み和わが言いった。

　最さい後ごに、入にゅう場じょうの練れん習しゅうをしたときのこと。団だん長ちょうを中ちゅう心しんに、サイドにひとり、二人ふたり、三人にんと広ひろがって立たって、最さい終しゅう的てきに三さん角かく形けいになったところで、澤さわ田だ君くんが練れん習しゅうを止とめた。

「ん～。ここでひとこと、なにか言いいたいな。なんかないかな？」

　うでを組くんで、考かんがえはじめる。

「応おう援えんのかけ声ごえは『ソイヤッ』だから、入にゅう場じょうのときは全ぜん員いんで、『オスッ！』できめない？」

　内うち田ださんが、低ひくく大おおきな声こえで言いった。

「おっ、それ、いいんじゃね？　思おもいっきりこしをかがめてさ、こぶしをにぎって、うでを引ひいて、オスッ！」

　長なが瀬せ君くんが説せつ明めいしながら、実じっ際さいにやってみせる。

「カッコいい！　じゃあ、それで一回かいとおしてやってみよう。」

　澤さわ田だ君くんが笑え顔がおで言いった。こんなふうに、動どう作さや、メンバーの配はい置ちはぜんぶ、みんなで相そう談だんしながら作つくってきたものだ。

　ふいに、美み和わが言いっていた、『弱よわいのに、剣けん道どう部ぶの部ぶ長ちょう』っていう言こと葉ばを思おもい出だす。澤さわ田だ君くんは、みんなをまとめるのが上じょう手ずなんだ。

　これは、美み和わもますます好すきになっちゃうんじゃないかな？

　チラッと見みると、美み和わはジャージで口くちもとをかくして、澤さわ田だ君くんを見みていた。けれどその目めからは、ハートマークがあふれ出だしているように見みえる。

　練れん習しゅうが終おわり、着きがえのため教きょう室しつへもどるとちゅう、あたしのすぐそばを内うち田ださんが歩あるいていた。

　内うち田ださんや沢さわ井いさんとは、『おつかれさま。』とか『また明日あしたね。』とか、ちょっとしたあいさつ程てい度どしか、まだ話はなせていない。

　だまったまま教きょう室しつまで歩あるくのも気きまずい。あたしは勇ゆう気きを出だして声こえをかけた。

「内うち田ださん、おつかれさま。さっきの『オスッ！』って、すごくカッコよかったね。」

　内うち田ださんは横よこ目めで、チラッとあたしを見みる。細ほそくするどい視し線せんに、ひるみそうになる。

「あぁ、好すきなミュージカルのまねをしただけだけど。」

　少すこし間まをおいて、内うち田ださんが答こたえた。

「そうだったんだ！　内うち田ださんって、ミュージカルが好すきなの？」

「ミュージカルが好すきっていうより、原げん作さくのマンガが好すきで。」

「なんていうマンガ？」

「えっ？　『幼よう獣じゅう剣けん録ろく伝でん』……。マニアックだけど……。」

『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』に来きている、なっちゃんが好すきなマンガだ。前まえに、キャラクターがせいぞろいした下したじきを、見みせてもらったことがある。

「それ、知しってる！　いっぱいイケメンキャラが出でてくるやつだよね？　内うち田ださんはだれが好すきなの？」

　教きょう室しつに着つくまでのあいだ、内うち田ださんは今いままで見みたことのないうれしそうな表ひょう情じょうで、好すきなキャラクターや、このマンガの影えい響きょうで剣けん道どう部ぶに入はいったことも教おしえてくれた。

　これまではがんばって話わ題だいを考かんがえても、まったく会かい話わが続つづかなかったのに、今いまはちゃんと会かい話わになっている!?

　あたしたちの後うしろを歩あるいていた沢さわ井いさんが教きょう室しつに入はいってきたタイミングでマンガの話はなしは終おわり、やっぱり〝間ま〟はできてしまうけれど、前まえみたいなぎこちなさは感かんじない。

「黒くろ沢さわさんって、根こん性じょうあるよね。」

　今こん度どは内うち田ださんが、あたしに話はなしかけた。

「えっ？」

「あれだけ、みんなの前まえでダメ出だしされたら、ふつうは凹へこむでしょ。」

　制せい服ふくのリボンをむすびながら、あたしを見みる。

「あっ、それ、わたしも思おもった。けっこうきついこと言いわれてるのに、よくたえられるなって。」

　はなれた席せきで、着きがえをしていた沢さわ井いさんもふりかえった。

「ええっ？　そんなにきつかった？」

「きつくないの!?」

　沢さわ井いさんがおどろいた顔かおをする。

　大おお声ごえを出だす練れん習しゅう自じ体たいは、たしかにきついし苦にが手てだけど、『夜よるカフェーズ』でバスケットをやったとき、ヤヤコやミウちゃんからのダメ出だしにきたえられた。

「うん。あたしも自じ分ぶんで、『ごもっともだな。』って思おもってたし。それに、前まえはもっとすごいダメ出だしをされたことがあるから……かな？」

「どんだけっ!?　黒くろ沢さわさんって、もっと根ねく……、おとなしい人ひとかと思おもってた。」

　内うち田ださんが目めを細ほそめ、笑わらう。ふだんのするどい目めが、きれいに三み日か月づきを描えがいている。

「今いま、〝根ね暗くら〟って言いおうとしたでしょ～。」

　あたしは、あえてつっこみを入いれた。

　内うち田ださんの切きれ長ながの目めで見みられると、ちょっとドキッとしてしまうけれど、こんな無む邪じゃ気きな顔かおで笑わらうんだ。ほんと、知しらないことばかりだ。

　今いままであたしは、自じ分ぶんがどう思おもわれるかってことばかりを気きにして、けっきょくは、内うち田ださんや、まわりにいるみんなのことを、知しろうとしてなかったのかもしれない。




　週しゅう明あけからは、これまで経けい験けんしたことのない、いそがしい日ひ々びがやってきた。

　朝あさは五時じ半はんに起おきて、六時じ半はんからはじまる応おう援えん団だんの朝あさ練れんに参さん加かをする。給きゅう食しょくを食たべたら昼ひる練れん習しゅう。放ほう課か後ごも夕ゆう方がた六時じまで練れん習しゅうだ。

　塾じゅくがある日ひは塾じゅくへ行いき、十時じすぎに家いえに帰かえる。ごはんを食たべて、お風ふ呂ろに入はいったら、すぐに就しゅう寝しん。そして朝あさの五時じ半はんに起き床しょうして、足たりない睡すい眠みんは、授じゅ業ぎょう中ちゅうにしっかり補ほ充じゅうという毎まい日にち。

　あと五いつ日かの辛しん抱ぼうだ。あたしは、なんども自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　そんな中なか、むかえた水すい曜よう日び。夕ゆう方がた六時じに応おう援えん団だんの練れん習しゅうを終おえて、校こう門もんの前まえで、ヤヤコとティナちゃんと合ごう流りゅうしてから、愛あい子こさんちへ向むかって走はしりだした。

　きょうは、『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』の日ひだ！

　三人にんでカフェに到とう着ちゃくすると、先さきに来きていたカレンちゃんやナナミちゃん、ミウちゃんとリョウマ君くんが、おいしそうな豚ぶたキムチ丼どんを準じゅん備びして待まっていた。

「いただきますっ！」

　いつもの何なん倍ばいも大おおきな声こえを出だすと、あたしたちは豚ぶたキムチ丼どんをかきこんだ。

「おいしすぎるっ。この、ごま油あぶらとキムチとお肉にくが、口くちの中なかでしみわたるよ。みんな、ありがっ、うっ、ゴホッ。」

　言いいかけて、あたしはのどをつまらせて、せきこんだ。

「わっ、わかったから。気き持もちはよーくわかったから、しゃべるより先さきに、まずはゆっくり食くえ。なっ。」

　リョウマ君くんが、なだめるように言いった。けれど、その声こえにはいつもの元げん気きが感かんじられない気きがする。おまけに顔かお色いろまで悪わるいような……。

「なんか、いつものリョウマ君くんとちがうぞ～！」

　おどけたふりして言いうと、

「べ、べつに、そんなことねえし……。もしかして、ハナビ、ちょっとはおれのこと、心しん配ぱいしてくれてんのか？」

　リョウマ君くんはニヤリとした。

「それにしても、応おう援えん団だんメンバー……、すごい食しょく欲よくだね……。」

　カレンちゃんが、となりにいるナナミちゃんと顔かおを見み合あわせる。

「ほんとにね。迫はく力りょくがあるね……。」

「だって、給きゅう食しょくを食たべてからは、ミルクパンと焼やきそばパンしか食たべてないから。お腹なかすいちゃって。ん～、どんぶり最さい高こう。」

　食たべるのをやめずに、口くちをモゴモゴさせながら、ティナちゃんが答こたえる。

「え？　十じゅう分ぶん食たべてる感かんじだけど……？」

　カレンちゃんが聞ききかえすけれど、豚ぶたキムチを口くちに入いれて、幸しあわせそうな顔かおをしているティナちゃんの耳みみには、とどいていない。

「たかが体たい育いく祭さいなのに、よくやるよ。」

　しずかにごはんを食たべながら、ミウちゃんがつぶやいた。

「とか、冷さめたこと言いって、ほんとは、アツくなれるものをさがしてるくせに。ミウがほんとは、アツッ苦くるしいものが大だい好すきだってことは、バレバレだからね。」

　ティナちゃんが、ニヤ～ッと笑わらってみせる。すると、カレンちゃんがティナちゃんの前まえに顔かおを出だす。

「だいじょうぶよ、ミウちゃんは今いま、勉べん強きょうにアツくなってるんだから！　ねっ!?」

「そういうこと。」

　ミウちゃんも、得とく意いげにうなずいてみせた。

　あたしたち応おう援えん団だんメンバーが練れん習しゅうでいないあいだも、ときどき、この二人ふたりはカフェに来きていっしょに勉べん強きょうをしていた。

　どうやらそのあいだに、すっかり仲なかがよくなったみたいだ。




　金きん曜よう日び、体たい育いく祭さいの予よ行こう演えん習しゅうの日ひにもかかわらず、お天てん気きは雨あめ。応おう援えん団だんは放ほう課か後ご、体たい育いく館かんで組くみごとに時じ間かんをずらして練れん習しゅうをすることになった。

　本ほん来らいであれば、はじめてほかの組くみの応おう援えん団だんの演えん技ぎを、ぜんぶ見みることができるチャンスだった。けれど、けっきょく本ほん番ばんまでのお楽たのしみということになった。

　一～三年ねん生せいまでの一組くみの生せい徒とが集あつまっての声こえ出だし練れん習しゅうは、各かく学がく年ねんでちゃんと練れん習しゅうをしてくれていたおかげで、なんとか、それっぽく合あわせることができた。

　応おう援えん団だん最さい後ごの練れん習しゅうを終おえたあと、教きょう室しつで三年ねん女じょ子しメンバーだけで着きがえていると、

「おつかれ。も～、澤さわ田だ、明日あしたの集しゅう合ごう時じ間かんの連れん絡らくをわすれてる～。最さい後ごまで、どこかぬけてるんだから。」

　美み和わが文もん句くを言いいながら、教きょう室しつへ入はいってきた。

　澤さわ田だ君くんへの恋こい心ごころをかくすためか、みんながいると、あえて文もん句くを言いう。けれど、あれだけ〝好すきオーラ〟が出でちゃっていると、さすがにムリがある。そう思おもった矢や先さき……。

「とか言いって、好すきなくせに。」

　いきなり、内うち田ださんが核かく心しんをついた。

「えっ!?　なっ、なんのことぉ？」

　美み和わはおどろいた顔かおで、あたしを見みる。あたしがしゃべったとうたがっている目めだ。

「バレバレだって。」

　内うち田ださんは引ひかない。

「ごっ、ごめん。わたしも内うち田ださんと同おなじことを思おもってた。」

　沢さわ井いさんが申もうしわけなさそうに、小ちいさく手てを上あげる。

「ええっ!?　バレてたの!?」

「あの、吉よし本もとさん、けっこうわかりやすいよ。」

　沢さわ井いさんの言こと葉ばに合あわせて、内うち田ださんとあたしはうなずいてみせる。

「ええっ!?　うそー、うそー！　じゃあ、もしかして澤さわ田だにも……？」

「たぶん、気きづいてないのは澤さわ田だ本ほん人にんだけだと思おもう。」

　内うち田ださんがニヤニヤしながら言いう。

「わあああ！　も～、笑わらいごとじゃないよ～。」

　美み和わのさけび声ごえと、あたしたちの笑わらい声ごえが、教きょう室しついっぱいにひびきわたった。

　その日ひの帰かえり道みちは、四人にんでいっしょに帰かえった。美み和わは『ぜったいにほかの人ひとには言いわないでよ！』と言いい、四つ入いりのクリームパンを買かって、ひとつずつ、あたしたちにくれた。

『口くち止どめ料りょうにしては少すくない。』と内うち田ださんにつっこまれていたけれど、練れん習しゅう後ごのつかれた体からだに、あまいクリームパンは最さい高こうのごほうびだ。
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　それになにより、今いままで、ずっと〝ぼっち〟だったあたしが、はじめて同おなじクラスの子こたちといっしょに帰かえっていることが信しんじられなくて、かみしめるように、ゆっくりクリームパンを食たべた。

　内うち田ださんや沢さわ井いさんとわかれたあと、

「わたしさ、体たい育いく祭さいで三組くみに勝かったら、ヤヤコにバスケ部ぶにもどってきてって、ちゃんと言いう。」

　美み和わがしずかに言いった。

「もし、負まけちゃったら？」

　あたしも、ヤヤコにはバスケ部ぶにもどってほしい。けれど、今いまのところ、一組くみが三組くみに負まける確かく率りつのほうが、圧あっ倒とう的てきに高たかい。

「言いわない。だって、体たい育いく祭さいで負まけたうえに、さらにこっちからお願ねがいするなんて、ますますつけ上あがらせるだけじゃん。そんなのは、ぜったいにいやっ！　一いち度どぎゃふんと言いわせなきゃ。だから、明日あしたはがんばろうね!!」

　美み和わは言いいはなつと、横おう断だん歩ほ道どうをわたって、帰かえっていった。





6　涙なみだの体たい育いく祭さい







　まっ青さおに晴はれわたった空そらに、万ばん国こく旗きがたなびいている。体たい育いく祭さい当とう日じつ、いよいよこの日ひがやってきた。

　グラウンドの横よこにある入にゅう場じょうゲート前まえでは、四色しょくのハチマキをまいた全ぜん校こう生せい徒とが、ごったがえしている。一組くみは赤あか、二組くみは白しろ、三組くみは黄き色いろ、四組くみは青あおだ。

　生せい徒とがすわる応おう援えん席せきの後うしろにある保ほ護ご者しゃ席せきにも、すでに人ひとがたくさん集あつまっていた。

　きのうの夜よる、早さ紀きちゃんとリョウマ君くんが、早はやく行いって場ば所しょを取とると言いっていたから、もうどこかに来きているはずだ。

　それにしても、こんなに大おお勢ぜいの人ひとの前まえで演えんじなきゃいけないのかぁ……。一いっ気きにプレッシャーがおしよせて、胃いのあたりがしめつけられる。

　入にゅう場じょうの音おん楽がくが流ながれはじめ、あたしはおし出だされるようにグラウンドへ出でた。うつむきぎみに、トラックを行こう進しんしていると、

「ハナビーっ！」

　あたしをよぶ声こえが聞きこえた。愛あい子こさんと早さ紀きちゃんが、大おおきく手てをふっているのが見みえる。そのとなりには、つば広ひろの帽ぼう子しをかぶったママと、パパの姿すがたもある。

　あたしははずかしくて、小ちいさく手てをふりかえした。見みに来きてくれるのはうれしいけど、ますます緊きん張ちょうしちゃうよ……。

　愛あい子こさんたちの前まえをとおりすぎたあたりで、リョウマ君くんの姿すがたが見みえなかったことに気きがついた。すぐにふりかえったけど、テントがじゃまをして見みえなくなってしまった。

　リョウマ君くんは卒そつ業ぎょう生せいだから、知しり合あいのだれかに会あいに行いっているのかな。

　開かい会かい式しき、各かく組くみの応おう援えん団だん長ちょうによる選せん手しゅ宣せん誓せいが終おわると、次つぎから次つぎへと、プログラムは進しん行こうしていく。

　最さい初しょの種しゅ目もくの一年ねん生せいの〝徒と競きょう走そう〟、二種しゅ目もく目めの二年ねん生せいによる〝綱つな引ひき〟で、あたしたち一組くみは好こう成せい績せきを残のこした。

　練れん習しゅうのときには、圧あっ倒とう的てきな強つよさを見みせていた、ティナちゃんやヤヤコの三組くみだったけれど、この時じ点てんでの総そう合ごう点てんは、一位い四組くみ、二位い一組くみ、三組くみは三位いで、四位いに二組くみという順じゅん位いになり、美み和わは『優ゆう勝しょうをねらえちゃうかも!?』とよろこんだ。

　けれど、続つづく三種しゅ目もく目めの大おお縄なわとびで、あたしのクラス──三年ねん一組くみは、学がく年ねん最さい下か位いを取とり、総そう合ごう順じゅん位いを四位いに落おとしてしまう。

　午ご前ぜんの部ぶのすべての競きょう技ぎが終しゅう了りょうした時じ点てんでは、総そう合ごう順じゅん位いは、一位い四組くみ、わずかな差さで、二位いが三組くみ、三位いが二組くみ、四位いが一組くみとなった。

　昼ひる休やすみが終おわれば、最さい初しょの種しゅ目もくは応おう援えん合がっ戦せんだ。

　これは総そう合ごう点てんには加か算さんされないけれど、一位いの評ひょう価かをもらった組くみには、〝応おう援えん優ゆう勝しょうトロフィー〟がもらえる。

「ねえ、見みた？　大おお縄なわとびのときの三組くみ。一位いを取とったからって、優ゆう勝しょうしたみたいにさわいじゃってさ。アナウンスで『退たい場じょうしてください。』って言いわれているのに、いつまでたってもキャーキャーよろこんじゃってさっ！」

　教きょう室しつで応おう援えん団だんの衣い装しょうに着きがえている最さい中ちゅう、美み和わがイライラしながら言いった。

　あたしも内うち田ださんも沢さわ井いさんも、本ほん番ばん直ちょく前ぜんで緊きん張ちょうしているので、美み和わの文もん句くに答こたえる余よ裕ゆうがない。

「そうだね……。」

　たすきをかけながら、返へん事じだけしたけれど、美み和わはおかまいなしに、しゃべりつづける。

「もう、こうなったら、ぜったいに〝応おう援えん優ゆう勝しょう〟、取とるんだからっ！　三組くみがくやしがる顔かおを見みてやるっ。みんなもさぁ、そんなまっ青さおな顔かおをしてないで、シャキッとしてっ！　これで応おう援えんも最さい悪あくなんてことになったら、一、二年ねんに、顔かお向むけできないよ。」

　美み和わは、となりにいたあたしの背せ中なかを、バシッとたたいた。

「うっ、うん。がんばるよ。」

　なんとか声こえをふりしぼって、答こたえたけれど、弱よわ々よわしい声こえしか出でない。

　あたしたち一組くみの衣い装しょうは、たけの長ながい黒くろい学がくランに白しろい手て袋ぶくろをつけて、赤あかいたすきをかけ、髪かみが長ながい女じょ子しはポニーテールというスタイルだ。

　前まえ髪がみは男だん子しも女じょ子しも、ヘアワックスを使つかって、オールバックにかため、そこに、長ながい赤あかいハチマキをまくことになっている。

　準じゅん備びを終おえて、早はやめにグラウンドへ出でると、あたしたちは入にゅう場じょうゲートへ向むかった。

　もうすでに衣い装しょうを身みにまとった応おう援えん団だんが、それぞれの組くみにわかれて集あつまっている。まず目めに飛とびこんできたのは、二組くみの応おう援えん団だんだ。

　全ぜん員いん、大おおきなボウリングのピンを形かたち作づくった白しろい衣い装しょうを着きている。その姿すがたがおかしくて、みんなが笑わらっている。

　四組くみは、全ぜん員いん青あおいロングコートのような衣い装しょうで、その表ひょう面めんにはウロコがつけてある。これは、アニメにもなっているマンガのキャラクターの衣い装しょうだ。

　三組くみのことばかり意い識しきしていたけれど、ほかのクラスもみんなすごい。〝応おう援えん優ゆう勝しょう〟と言いわれても、かなりきびしい勝しょう負ぶになりそうだ。

　まだ三組くみの応おう援えん団だんは来きていないけれど、ゲートからいちばんはなれた場ば所しょに一組くみの男だん子したちの姿すがたが見みえた。美み和わたちと人ひとごみをかきわけて、そこへ向むかうと、

「やばいっ！」

　とちゅうで先せん頭とうを歩あるく美み和わが、顔かおをまっ赤かにしてふりかえった。そのせいで美み和わのすぐ後うしろを歩あるいていた内うち田ださんが、急きゅうに止とまれずにぶつかった。

「ちょっ、ちょっと。どっ、どうしたの？」

「澤さわ田だが……、カッコよすぎて、まともに見みれないっ！」

　両りょう手てでほおをおさえながら、美み和わが言いう。とっさに、あたしと内うち田ださん、沢さわ井いさんの三人にんが澤さわ田だ君くんを確かく認にんすると……。

　髪かみをオールバックにかため、まっ黒くろの学がくランをスラッと着きこなした澤さわ田だ君くんが、真しん剣けんな顔かおでグラウンドを見みていた。びっくりするくらい、キリッと男おとこらしく見みえる。

「はい、はい、はい。いいから前まえにすすんで、あとでツーショットを撮とってあげるから。」

　内うち田ださんがニヤニヤしながら、美み和わの背せ中なかをおしてすすみ、男だん子したちと合ごう流りゅうした。

　緊きん張ちょうしすぎて、口くちから胃いが飛とび出でそうだったけど、美み和わのおかげで、ほんの少すこしだけ、緊きん張ちょうの糸いとがゆるんだ。

　ふと、人ひとごみがざわついた。見みると、黄き色いろい集しゅう団だんが入にゅう場じょうゲートに向むかって歩あるいてくるのが見みえる。三組くみが来きたんだ。

　団だん長ちょうを先せん頭とうに、ヤヤコ、ティナちゃん、ミツキちゃん、それからダンスが得とく意いというマナミちゃんが続つづき、ひときわオーラを放はなって見みえる。

　ジーンズや、ショートパンツに、ダボッとした黄き色いろいＴティーシャツや黄き色いろいシャツ、黄き色いろいキャップなど、黄き色いろいアイテムをそれぞれが身みにつけている。

　女じょ子しのヘアスタイルは、三みつ編あみに、黄き色いろいバンダナが編あみこんであり、まるでヒップホップダンサーみたいで、ものすごくカッコいい。

「うわぁ……。なんだか、あの子こたち、立たってるだけで目めを引ひくね……。」

　となりにいた沢さわ井いさんが、小こ声ごえで言いった。

　いったい、これからどんなダンスをするんだろう？

　ただ、ぼーっと見みつめるあたしの視し線せんに、ティナちゃんが気きづいて、かけよってきた。

「ちょっと～、ハナビ、カッコいいじゃない。すっごい、男おとこ前まえ！」

　近ちかくで見みるティナちゃんは、さらにまぶしく感かんじる。

「あっ、ありがとう。でも、ティナちゃんたちこそ。」

「衣い装しょうとヘアスタイルはね、わたしのアイディアなの～。じゃ、おたがい、がんばろうね！」

　はじまりの時じ間かんがせまり、ティナちゃんは楽たのしそうに、三組くみのメンバーのところへもどっていった。

「午ご後ごの部ぶ、最さい初しょの種しゅ目もくは、応おう援えん団だんによる応おう援えん合がっ戦せんです。」

　アナウンスが流ながれ、トップバッターの四組くみ（青あお組ぐみ）が、グラウンドへ飛とび出だしていった。壮そう大だいな音おん楽がくと波なみの音おとが流ながれる。観かん客きゃくの拍はく手しゅや歓かん声せいが聞きこえる……。

　応おう援えん団だんの発はっ表ぴょうは、総そう合ごう点てんが高たかい組くみからの順じゅんになる。なので、あたしたち一組くみは四番ばん目め、最さい後ごの発はっ表ぴょうだ。

　ああ～、はじまっちゃった。もう、このプレッシャーがいやで、いっそのこと、応おう援えん合がっ戦せんが終おわっている時じ間かんまで、タイムスリップしたい気き分ぶん……。

　四組くみが終おわり、次つぎは二位いの三組くみの発はっ表ぴょうになった。

　三組くみがグラウンドに入にゅう場じょうしただけで、後こう輩はいたちから黄き色いろい歓かん声せいがあがった。

　そして、なにかのマシンのような音おとが流ながれはじめると、マナミちゃんがグラウンドのまん中なかで立たち上あがり、ロボットが動うごくようなダンスをはじめた。

　体からだをカクカク動うごかしているけれど、なめらかで、本ほん物もののロボットみたいだ。

　素人しろうとのあたしでもわかるくらいに、マナミちゃんのダンスはずばぬけていて、一いっ気きに全ぜん校こう生せい徒との注ちゅう目もくを集あつめ、観かん客きゃく席せきから拍はく手しゅが起おこる。

　マシンの音おとがじょじょに音おん楽がくに変かわると、ほかのメンバーも立たち上あがって、おどりはじめた。

　すごい……。さすがにマナミちゃんレベルの子こはほかにはいないけれど、ティナちゃんもヤヤコもとっても上じょう手ずだ。カッコいいよ。これだけの短みじかい練れん習しゅう期き間かんで、ほんとにすごい。

　相あい手てがライバルだということをわすれ、あたしはひとりの観かん客きゃくとして、ティナちゃんたちに声せい援えんを送おくった。

　その横よこで、美み和わはしずかにくちびるをキュッとかみしめ、ヤヤコたちを見みつめていた。

　続つづいての二組くみの発はっ表ぴょうは、ボウリングのピンのかっこうをした団だん員いんが入にゅう場じょうしただけで、会かい場じょうじゅう、笑わらいのうずだ。

　コミカルな曲きょくとセットなので、会かい場じょうは笑わらいがやまず、大だい歓かん声せいの中なか、発はっ表ぴょうは終おわった。

　そして、一組くみの出で番ばんがやってきた。まだ笑わらいのよいんが残のこり、会かい場じょうがざわざわとしている。

　この中なかで、やらなきゃいけないの……？　みんなレベルが高たかすぎるよ。優ゆう勝しょうよりもまずは、ちゃんとやれるかどうかが心しん配ぱいすぎる……。

　そんな不ふ安あんをかかえているのは、あたしだけじゃないみたいで、内うち田ださんや沢さわ井いさんたちも、心こころなしか顔かおがこわばっているように見みえた。

　ところが、このムードをふき飛とばすように、

「だいじょうぶ！　わたしたちには一組くみのみんながついているんだから！　堂どう々どうとやるだけ！　だよね？　澤さわ田だ君くん！」

　美み和わが大おおきな声こえをあげ、澤さわ田だ君くんを見みた。

「うん！　オレたちの目もく的てきは、応おう援えんすること！　一組くみみんなでもり上あがること！　うまくやろうとか、そういうのはおいといて、とにかく、だれよりも大おおきな声こえを出だす！　それだけでいい！」

　澤さわ田だ君くんも美み和わに負まけないくらい、大おおきな声こえでみんなに語かたり、最さい後ごに応おう援えん団だんで円えん陣じんを組くんだ。一年ねん生せいから三年ねん生せいまでの団だん員いんがまざり合あって、大おおきな円えんになる。

　美み和わと澤さわ田だ君くんの言こと葉ばで、みんなのこわばっていた顔かおが、やる気きに満みちた表ひょう情じょうに変かわっている。

　肩かたを組くむ両りょうどなりの後こう輩はいたちのうでから、緊きん張ちょう感かん、ワクワク感かん、興こう奮ふん、エネルギー、そういったものが、体たい温おんとともに伝つたわってくる。

『全ぜん力りょく出だすぞ！』澤さわ田だ君くんがさけぶと、全ぜん員いんで『赤あか組ぐみ！　ソイヤッ！』とさけんだ。

　あたしたちの声こえがグラウンドにひびき、あたりは急きゅうにしずかになる。

　長なが瀬せ君くんがたたく太たい鼓この音おとに合あわせて、あたしたちはグラウンドへ飛とび出だした。

　内うち田ださん提てい案あんの『オスッ！』のかけ声ごえ。手てやこしの高たかさがそろうまで、なんどもなんども練れん習しゅうした、空から手ての型かたのような動うごき。みんなで作つくった応おう援えん歌かのパート。

　あたし、ちゃんとできているのかな？　だけどもう、そんなことを考かんがえているひまはないくらい、あっという間まに発はっ表ぴょう時じ間かんがすぎていく。

　気きがつくと、応おう援えん団だんと生せい徒とが次つぎから次つぎへと言こと葉ばをかけ合あう、最さい後ごの山やま場ばがやってきた。

　応おう援えん団だん以い外がいの一組くみの生せい徒とたち全ぜん員いんが、練れん習しゅうどおりに立たち上あがり、合あい図ずになる太たい鼓この音おとが大おおきく『ドンドンッ！』と二回かい鳴なると、全ぜん員いんがこしをかがめた。

　力ちからをためこむように、太たい鼓この音おとがだんだんと大おおきくなったところで、あたしたち応おう援えん団だんが先さきに『ソイヤッ！』と声こえを出だして、両りょううでといっしょに体からだをのばす。

　すると、ほかの一組くみ全ぜん員いんが『ソイヤッ！』と続つづく。『ソイヤッ！』『ソイヤッ！』『ソイヤッ！』『ソイヤッ！』と、じょじょにスピードを上あげていく。

　あたしの前まえにいる二年ねん一組くみの男だん子したちが、楽たのしそうにさけんでいる。

　みんなから返かえってくる声こえに、あたしの胸むねが高たか鳴なる。

「つかめっ！」

　澤さわ田だ君くんがさけぶ。

「勝しょう利り！」

　みんながさけびかえす。

「勝かつのはだれだ！」

「オレたちだっ！」

　みんながこぶしを上あげる。

「一組くみ優ゆう勝しょうっ！」
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　応おう援えん団だん全ぜん員いんで、こんしんの力ちからをこめてさけび、

「ソイヤッ!!」

　一組くみ総そう勢ぜい、百二十人にん全ぜん員いんで、両りょううでを高たかくつき上あげた。

　その声こえが、コンクリートの校こう舎しゃに反はん響きょうして、突とっ風ぷうがふいたようにひびきわたった。

　次つぎの瞬しゅん間かん、会かい場じょうじゅうから大おおきな拍はく手しゅが起おこった。一組くみの子こたちも、うれしそうな顔かおで、たがいに拍はく手しゅを送おくり合あっている。その姿すがたが、なによりもうれしい。

　となりにいた内うち田ださんや、沢さわ井いさん、それから美み和わとも、笑わらって顔かおを見み合あわせた。

　退たい場じょうゲートをくぐると、パパとママが待まっていた。

「ハナビ、よかったわよ！　すっごく、カッコよかった！」

　ママは、今いまにも泣なきそうな顔かおをしている。

「しっかり写しゃ真しんを撮とってあるからな！　そうだ、ママといっしょに撮とろう！」

　パパは、長ながい望ぼう遠えんレンズがついた一いち眼がんレフカメラをかまえる。

「やっ、やめてよ。はずかしいっ。」

　ママとパパが、こんなに興こう奮ふんしている姿すがたをひさしぶりに見みた。はずかしいけど、少すこしうれしい。パパが写しゃ真しんを撮とり終おえると、ママは、

「ハナビが人ひと前まえで、あんなことができるようになるなんて、ほんと、信しんじられない。ハナビは変かわったのね。すっごく成せい長ちょうした……。」

と言いって、あたしの顔かおを見みつめ、うれしそうにほほえむ。

　パパたちとわかれて、あたしは一組くみ応おう援えん団だんの輪わの中なかへもどった。

「みんな、おつかれさまあ～～～～。ありがとう～。」

　美み和わが泣なきながら、あたしにだきついた。

「吉よし本もとさんも、ほんとおつかれさま！　ありがとう、応おう援えん団だんにさそってくれて。」

「うぅ、入はいってよかったでしょ？　だから言いったでしょ？」

　くしゃくしゃな顔かおで、美み和わが言いう。

「うんっ！　ほんと、ありがとう。」

　あたしも笑え顔がおで答こたえた。

「ハナビ～！　めっちゃカッコよかったわよ！」

　遠とおくのほうから、ティナちゃんが走はしってくる。

「ありがとう、三組くみも、すごくカッコよかった！」

　あたしがティナちゃんと話はなしていると、となりにいた美み和わが歩あるきだした。その先さきにはヤヤコがいる。

「ヤヤコっ！　また、いっしょにバスケがしたいっ。」

　とつぜん、美み和わが言いった。ヤヤコは泣なきそうな顔かおで、

「わたしも、試し合あいに出でたい。」

と美み和わに飛とびついた。




　それから、あっという間まに午ご後ごの競きょう技ぎがすべて終おわり、閉へい会かい式しきのときがやってきた。

　結けっ果かから言いうと、総そう合ごう優ゆう勝しょうは美み和わの予よ想そうどおり、ティナちゃんとヤヤコがいる三組くみが勝かち取とった。結けっ果か発はっ表ぴょうの瞬しゅん間かん、三組くみは全ぜん員いんで黄き色いろいハチマキを空そらに投なげて、大おおよろこび。

　あれだけずっと、三組くみを目めの敵かたきにしていた美み和わだけど、一組くみの列れつのいちばん前まえで、すっきりした表ひょう情じょうで、拍はく手しゅを送おくっている。

　そして、応おう援えん優ゆう勝しょうは、

「優ゆう勝しょう、一組くみ、赤あか組ぐみっ！」

　校こう長ちょう先せん生せいが告つげたとたん、あたしたち一組くみの生せい徒との頭ず上じょうに赤あかいハチマキが舞まい上あがった。

　拍はく手しゅが送おくられる中なか、美み和わと澤さわ田だ君くんが二人ふたりで応おう援えん優ゆう勝しょうトロフィーをもらいに、校こう長ちょう先せん生せいの前まえに立たつ。

「一組くみは総そう合ごう点てんでは最さい下か位いだったけれど、最さい後ごまで全ぜん員いんで応おう援えんしつづける姿すがたがすばらしかった。」

と、校こう長ちょう先せん生せいが言いい、トロフィーを澤さわ田だ君くんと美み和わにわたした。

　澤さわ田だ君くんと肩かたがふれ合あい、美み和わの顔かおがまっ赤かっかだ。

「これで、全ぜん校こう生せい徒とにもバレたね。」

　あたしの後うしろにいた内うち田ださんが、こそっと耳みみ打うちした。




　あたしの中ちゅう学がく最さい後ごの体たい育いく祭さいが終おわった。

　最さい初しょはいやだったし、朝あさ練れんはきつかったし、二に度どとあんな緊きん張ちょう感かんは味あじわいたくないって思おもうけれど、応おう援えん団だんが味あじわわせてくれたこの興こう奮ふんと感かん動どうを、あたしは一いっ生しょうわすれないだろう。

　応おう援えん席せきへ荷に物もつを取とりにもどると、後うしろのほうにリョウマ君くんがいるのが見みえた。

「リョウマ君くん！　やっと見みつけた～。どこで見みてたの？　さがしてたのよ。」

　あたしはリョウマ君くんのもとへかけよった。

「あっ、あぁ、おつかれ。応おう援えん優ゆう勝しょう、おめでと。」

「へっへ～。もと一組くみの先せん輩ぱいとして、どうだった？　ほこらしい？」

　あたしは笑わらってたずねる。けれど、

「うん。よかったよ、すごく。動どう画がはあとで送おくっとくよ。」

　リョウマ君くんはあたしの顔かおを見みずに答こたえる。あれ？　きょうも、いつものリョウマ君くんじゃない……？

「じゃあ、おれ、ちょっと用よう事じがあるから。」

「あっ、うん……あのっ、来きてくれてありがとうっ！」

　あたしは、背せを向むけたリョウマ君くんに、明あかるく声こえをかけたけれど、リョウマ君くんはふりかえらなかった。





7　どうしたの!?







『応おう援えん団だんメンバー、おつかれさん！　動どう画が、待またせたな！』というメッセージといっしょに、リョウマ君くんから、体たい育いく祭さいの動どう画がが送おくられてきたのは、その日ひの夜よるおそくだった。

　放ほう送そう席せきがあるテントのそばで撮とられた動どう画がは、正しょう面めんから撮とられていて、ティナちゃんやヤヤコ、あたしの表ひょう情じょうがしっかり映うつっている。

　保ほ護ご者しゃ席せきにいるのかと思おもっていたけど、こんないい場ば所しょから撮とってくれていたんだ。

　メッセージだけを読よむと、リョウマ君くんはふだんとあまり変かわらない様よう子すだ。だけど、あたしには、どこか暗くらいふんいきのリョウマ君くんの姿すがたが、頭あたまからはなれない。

　いつものリョウマ君くんなら、『一組くみ、よくやった！』とか、『いい場ば所しょから撮とってやったから、期き待たいしてろよ。』とか、あの場ばで自じ分ぶんから言いっていたはず。

『夜よるカフェ』グループトークでは、ちがう学がっ校こうに通かよっている、カレンちゃん、ナナミちゃんやミウちゃんが、動どう画がを見みた感かん想そうを送おくってくれているけれど、リョウマ君くんから追つい加かのメッセージが送おくられることはなかった。

　あたしはトーク画が面めんを切きりかえて、ティナちゃんに電でん話わをかける。

「もしもし、ティナちゃん？」

「ハナビ、おつかれっ！　リョウマ君くんの動どう画が、最さい高こうね！　三組くみの応おう援えん団だん全ぜん員いんに転てん送そうしちゃった。どうしたの？　電でん話わなんて、めずらしいじゃない。」

　ティナちゃんから、テンションの高たかい声こえが返かえってくる。

「あのね、ちょっとだけ気きになったことがあったんだけど……。ティナちゃん、きょう、リョウマ君くんと会あった？」

「うん、本ほん番ばん直ちょく前ぜんに会あったわよ。」

「どうだった？　元げん気きだった？」

「どうって、いつもどおりよ。本ほん番ばん前まえであわただしくて、ぜんぜん話はなせてはいないけど。なに？　リョウマ君くんがどうかしたの？」

「あっ、ううん。とくになにかあったわけじゃないけど……。最さい近きん、リョウマ君くんが元げん気きないなって思おもって。」

「そ～お？　ん～、どうだったかしら……？」

　思おもいあたるふしがないのか、ティナちゃんは電でん話わの向むこうで考かんがえこんでいる。

「あたしの思おもいすごしならいいんだ。だけど、きょうね、リョウマ君くんと少すこし話はなしたんだけどね、ぜんぜん元げん気きがなくて、なんだか暗くらいっていうか……。少すこし話はなしただけで、すぐに『ちょっと用よう事じがあるから。』って帰かえっちゃったの。」

「そうだったの？　なにかあったのかしら？　ふだんが明あかるすぎるくらい明あかるいから、ちょっと心しん配ぱいね。でも、次つぎに会あったら、ケロッとしてそうな気きがするけど。」

「そうだね、もう少すこし、様よう子すをみてみようかな。ありがとう。話はなせてすっきりした。」

　通つう話わを終おえようと思おもったとき、

「あっ、そうだっ。ヤマト君くんには、わたしから写しゃ真しんたっぷり送おくっとくからね～。」

　ティナちゃんが思おもい出だしたように言いう。

「えっ!?　ちょっと待まって。どんな写しゃ真しんを送おくるか、先さきに教おしえて──。」

「じゃあね～、おやすみ～。」

　言いっているとちゅうで、ティナちゃんは電でん話わを切きった。

　ヤマト君くんに、体たい育いく祭さいの報ほう告こくをしようと思おもったけれど、つかれと眠ねむ気けがどっとおしよせて、スマホを手てにしたまま、ねむりに落おちた。

　翌よく朝あさ、すぐにスマホを見みると、美み和わから『きょうから、ヤヤコがバスケ部ぶに復ふっ活かつ！』『きのうの澤さわ田だ君くんの写しゃ真しん、あったらぜんぶちょうだい!!』と、二件けんのメッセージがとどいていた。




　体たい育いく祭さいの代だい休きゅうで、月げつ曜よう日びがお休やすみだったので、火か曜よう日びに学がっ校こうへ行いくと、教きょう室しつの前まえで、朝あさ練れん帰がえりの美み和わに会あった。そばにヤヤコの姿すがたはない。

「吉よし本もとさん、おはよう。どう？　バスケ部ぶは？」

　あたしがたずねると、美み和わはすぐにムスッとした表ひょう情じょうを見みせる。

「どうもこうも、めちゃくちゃ調ちょう子しがくるう。ヤヤコったら『わたしは、一度どやめた人にん間げんだから。』とか言いっちゃって、キャプテンはわたしにやれってさ。練れん習しゅうの進しん行こうもぜんぶ、わたしにやらせるの。まぁ、それはそれでいいけどさぁ、ヤヤコってなにも言いわなくても、目め力ぢからがすごいじゃん？　立たってるだけで、存そん在ざい感かんあるし……。

　な～んか言いいたげな顔かおをしてこっち見みてるんだけど、なにも言いわないの。いっそ前まえみたいにビシバシ言いってくれるほうが、まだまし。はぁ、精せい神しん的てきにつかれる～。」

　美み和わは自じ分ぶんで肩かたをもみながら、教きょう室しつに入はいっていく。

　けれど昼ひる休やすみになると、『練れん習しゅうにつきあってあげなきゃ。』と言いって、五分ふんで給きゅう食しょくを食たべて、ヤヤコをさそって昼ひる練れん習しゅうをしにいった。なんだかんだ言いって、楽たのしそうだ。




『リョウマ君くんの様よう子すをみよう。』と言いったものの、それからしばらくのあいだ、リョウマ君くんは高こう校こうの体たい育いく祭さいの応おう援えん団だんや、入はいったばかりの軽けい音おん部ぶがいそがしいからと、『夜よるカフェ』には来こなかった。

　水すい曜よう日びの『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』の日ひも、リョウマ君くんはお休やすみ。ナナミちゃんやカレンちゃんは中ちゅう間かん試し験けんでお休やすみなので、きょうはティナちゃんとあたしだけだ。

「きょう、リョウマ兄にいちゃんは!?」

　小しょう学がく四年ねん生せいのナオ君くんっていう、いちばん元げん気きな男おとこの子こが、あたしにたずねた。

「きょうね、学がっ校こうの用よう事じで来こられないんだ。」

「えー。じゃあ、次つぎは来くる？」

　ナオ君くんは残ざん念ねんそうに言いう。

「うん。たぶん、だいじょうぶだと思おもうよ？」

　あたしたちが話はなしている横よこから、べつの男おとこの子こが庭にわの奥おくにある池いけを指ゆびさしながら聞きく。

「池いけで遊あそんでいい？」

「あっ、うん。いいけど、雨あめふってるよ？」

「だいじょうぶ、雨あめはやんでるよ。」

　そう言いって、たいして確かく認にんもせず、ほかの男おとこの子こたちも連つれて、庭にわへ出でていってしまった。あたしもついていくと、池いけをのぞいている子こが目めをかがやかせる。

「金きん魚ぎょ、つりたい！」

「えっ？　金きん魚ぎょ？　つるのはちょっと。」

　あたしは首くびをかしげる。するとまたべつの子こが立たてつづけに、口くちをはさむ。

「ねえ、ここって、ザリガニいないの？」

「えっ、ザッ、ザリガニ？　さすがにいないよ。」

　ふいの質しつ問もんに、ついていけないでいると、池いけのまわりを歩あるいていたナオ君くんが足あしをすべらせて池いけに落おっこちた。




「ハナビ、おつかれさま。だいじょうぶ？　なんだか、やつれてるわよ。」

『夜よるカフェ』が終おわって、全ぜん員いんを見み送おくったあと、ティナちゃんがあたしの顔かおをのぞいた。

「だっ、だいじょうぶ……。小しょう学がく生せい男だん子しの元げん気きすぎるパワーに負まけた……。」

　あたしはかすれる声こえで答こたえる。池いけに落おちて服ふくがびしょびしょになったナオ君くんを救きゅう出しゅつして、シャワーをあびてもらって、よごれた洋よう服ふくをせんたくして乾かん燥そう機きにかけ、ナオ君くんのお母かあさんがむかえに来きたときには、きれいになった洋よう服ふくで帰かえすことができた。

「わっかるわぁ～。ハナビが洋よう服ふくをせんたくしているあいだ、ナオ君くんが一いっ生しょう懸けん命めい、恐きょう竜りゅうのモノマネを見みせてくれたのよ。だけど、その恐きょう竜りゅうがマニアックすぎて、わたしには、似にているのかもさっぱりわからないわけよ。『なんのモノマネだったでしょう？』ってナオ君くんは得とく意いげに聞きいてくるんだけど、答こたえられるわけないじゃない。そうしたら、『リョウマ兄にいちゃんなら答こたえられる。』って言いわれちゃった。あれがわかるって、すごいわ。」

　ティナちゃんがうでを組くんで、うなずいた。

「次つぎの『小しょう学がく生せいナイト』には来きてくれるといいな……。」

　あたしは庭にわの池いけを見みながら、つぶやいた。




　翌よく週しゅうの水すい曜よう日びは『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』の日ひ。『夜よるカフェ塾じゅく』メンバーのミウちゃん、カレンちゃん、あたしの三人にんで、少すこし早はやめに集あつまって勉べん強きょうをしているところへ、リョウマ君くんがやってきた。

「リョウマ君くん、ひさしぶり！　元げん気きだった？」

　あたしは明あかるく声こえをかける。

「ひさしぶりってほど、ごぶさたはしてねえだろ。」

　リョウマ君くんはすぐに答こたえる。おっ、つっこみはいつもの感かんじだ。

「そうだっ、この前まえ『小しょう学がく生せいナイト』でね、ナオ君くんがリョウマ君くんがいなくて、残ざん念ねんがってたよ。次つぎは来くるのかなって。」

「あ～、来らい週しゅうかあ、応おう援えん団だんの練れん習しゅうが入はいってくるかもしれねえから。まだわかんねえや。」

　リョウマ君くんはスマホを見みながら答こたえる。

「ええっ!?　じゃあ、『夜よるカフェ塾じゅく』もお休やすみ!?」

　カレンちゃんがおどろく。

「時じ間かんができそうだったら、またそのときに連れん絡らくするよ。」

　リョウマ君くんはたんたんと答こたえる。そうなんだ……あたしは、がっかりしつつ話わ題だいをかえる。

「あっ、高こう校こうの応おう援えん団だんはどう？」

「高こう校こうは人にん数ずうも増ふえるし、迫はく力りょくがまったくちがうよ。」

「そうなんだ！　軽けい音おん部ぶは、楽たのしい？」

「まだ、バンドのメンバーはそろってないけどな。それより……、なんだよ、きょうはやたら質しつ問もんしてくるな？」

　リョウマ君くんが目めを細ほそめて、あたしを見みた。

「だって……。ほら、ねえ、ひさしぶりだから。」

　あたしは、はぐらかして答こたえた。

　みんなが勉べん強きょうにもどってしずかになると、リョウマ君くんはリュックから教きょう科か書しょを取とり出だして、自じ分ぶんの勉べん強きょうをはじめた。

　けれど、視し線せんは手てもとの教きょう科か書しょになく、窓まどの外そとをじっと見みつめている。その表ひょう情じょうは、どこかさびしげで、遠とおい目めをしている。リョウマ君くん、どうしたんだろう……？
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　ふいに、あたしの視し線せんに気きがついたリョウマ君くんがこちらを見みた。瞬しゅん間かん、あたしは思おもわず、視し線せんをそらせてしまった。

「ハナビ、質しつ問もん？」

　リョウマ君くんのほうが、声こえをかけてきた。

「あっ、え～っと、うん。なんだか、元げん気きないみたいだから、だいじょうぶかなって。」

　思おもいきって、あたしはたずねた。

「おれ？」

　ミウちゃんやカレンちゃんも、手てを止とめて、リョウマ君くんを見みた。

「あ～、今け朝さからずっと胃いの調ちょう子しがおかしくてさ。きのう、あまりに腹はらがへって、消しょう費ひ期き限げんが切きれそうなパンを食くったのが、まずかったのかもな。」

　リョウマ君くんは笑え顔がおを作つくって、答こたえる。

「食くい意い地じ、はりすぎ。」

　ミウちゃんがすぐにつっこんだ。なんとなく、はぐらかされたみたいだけど、それ以い上じょうは聞きけなかった。

『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんして、そろそろ『夜よるカフェ』の準じゅん備びをはじめる時じ間かんになったころ、カフェの外そとから、ガラガラとなにかが引ひきずられる音おとが聞きこえてきた。

　音おとのぬしがドアの前まえまで来くると、

「ちょっと、聞きいてよ～。」

　ティナちゃんがキャスターつきのバッグを引ひきずって、中なかへ入はいってきた。大おおきなボストンバッグとスクールバッグまでかかえている。

「どうしたの？　もしかしてまた……。」

　あたしは立たち上あがって、入いり口ぐちまで出でむかえる。

「家いえ出でしてきた。」

　ティナちゃんが肩かたにかけていたボストンバッグを、ドサッとゆかに落おとした。

「ママが彼かれ氏しといっしょに住すむからって、わたしが学がっ校こうに行いってるあいだに、家いえに連つれてきていたのっ！」

　ティナちゃんのママが、再さい婚こんすると言いいだしたって、話はなしでは聞きいていたけれど、ここまで本ほん格かく的てきな話はなしになるとは、思おもってもみなかった。

　おまけにその再さい婚こん相あい手ては、あたしやカレンちゃんが大だい好すきな俳はい優ゆう、小お野の坂さか一いっ生せいだ。

「ええっ!?　彼かれ氏しって、あのイッセイ!?　イッセイが、ティナちゃんちにいるの!?」

　カレンちゃんが立たち上あがって、おどろく。

「うちにいるどころか、しばらく住すむんだって！　信しんじらんないっ！　わたしはオッケー出だした覚おぼえはないのに。」

「信しんじられないっ！　イッセイがティナちゃんちに住すむ。イッセイがこの近きん所じょにいるなんてっ。」

「カレン、うるさい。」

　興こう奮ふんしているカレンちゃんを、ミウちゃんがジロッとにらむ。カレンちゃんはしぶしぶ、いすにすわった。

「だからハナビ、ごめん、愛あい子こさんにはわたしからもお願ねがいするけど、しばらく泊とめさせて。ううん、あいつが出でていくまで、住すまわせて！」

　ティナちゃんが、あたしの両りょう手てをつかんだ。

「うん、もちろん！　愛あい子こさんも、いいって言いってくれるはず。」

「ほんと、助たすかった。急きゅうに新あたらしいパパになる人ひとって言いわれたって、『はい、そうですか。』なんて言いえるわけないじゃない。なのに、ママったら、わたしにとっても〝いいこと〟だと思おもっているにちがいないわ。べつに、パパなんていらないのに。」

　ティナちゃんはドンッと音おとをたてていすにすわった。

「親おやって勝かっ手てだな。がまんしなきゃいけないのは子こどものほうなんだよな。親おやってじつは子こどものことなんて、これっぽっちも考かんがえてねーんだよ！」

　とつぜん、リョウマ君くんが口くちを開ひらいた。その声こえは、少すこしいらだっている。

「ねえ、急きゅうにどうしたの？　なに、おこってるのよ？　なにかあった？」

　ティナちゃんがきつい口く調ちょうで、言いいかえす。

「べつに、なんにもねえし、おこってもいねえよ。」

「ううん。ぜったいにおこってる！　だいたい、うちのママの話はなしなんだから、リョウマ君くんには関かん係けいないっ。」

　カフェがシーンとしずまりかえる。

　リョウマ君くんは気き持もちを切きりかえるように、深ふかく息いきをはいた。

「たしかにっ！　関かん係けいないのにな、おれが悪わるかった。ごめん。なんか、あれだな、胃いの調ちょう子しが悪わるくて、ムカムカしてたせいだな。」

　リョウマ君くんは明あかるい声こえで言いい、重おもい空くう気きをむりやりはらいのけるように笑わらってみせた。

　それでも、なんとなくぎこちない空くう気きがただよう中なか、

「ねえ、お腹なかすいた。早はやく作つくろう。」

　ミウちゃんが立たち上あがって、キッチンへ向むかった。

　少すこしして、ナナミちゃんが来きてからも、重おもたい空くう気きが流ながれつづけた。

　ティナちゃんとリョウマ君くんは言こと葉ばはかわすけれど、おたがいに目めを合あわせていない。

　七時じをすぎて、バスケ部ぶの練れん習しゅうを終おえたヤヤコが、カフェにやってくると、週しゅう末まつに行おこなわれる大たい会かいの話わ題だいになり、ようやく会かい話わがはずんだ。




　その日ひの夜よる、ふとんに入はいったティナちゃんが、

「ハナビが、リョウマ君くんが元げん気きがないって話はなしていたけど、たしかにへんだわ。」

　天てん井じょうを見みつめながら、つぶやいた。

「リョウマ君くんが言いっていたことは、そのとおりなのよ。パパとの離り婚こんのときだって、がまんするのは、わたしのほう。ママはいつも自じ分ぶんのことしか考かんがえてない。

　だから、わたしだって、ママの文もん句くを言いっていたくせにさ……。

　それを人ひとに言いわれると、なんだか、腹はらが立たって、反はん発ぱつしたくなっちゃった。べつに、ママをかばう気きは、さらさらないはずなのにさ。へんなの。」

　ティナちゃんはため息いきをつく。

「へんじゃないと思おもう。だって、文もん句く言いいながらでも、ティナちゃんはママのことが好すきなんだもん。」

　あたしの言こと葉ばに、ティナちゃんはまた、ため息いきをもらした。





8　どしゃぶり







　週しゅう末まつの土ど曜よう日びは、ヤヤコと美み和わのバスケ部ぶの試し合あいだ。

　バスケ部ぶを休きゅう部ぶしていたヤヤコにとっては、数すうか月げつぶりの復ふっ帰き試じ合あいであり、中ちゅう学がく最さい後ごの大たい会かいになる。

　ナナミちゃんとカレンちゃんは、土ど曜よう日びも学がっ校こうがあるので来こられないけれど、そのほかの『夜よるカフェ』メンバーは、応おう援えんのために、同おなじ区く内ないにある中ちゅう学がっ校こうの体たい育いく館かんへやってきた。

　リョウマ君くんも来くる予よ定ていだけど、さっきＬＩＮＥラインで『少すこしおくれる！』とメッセージがとどいた。

　試し合あいは第だい二クォーターが終おわり、ハーフタイムに入はいった。ヤヤコたちの二に中ちゅうは、現げん在ざい、十八点てん差さでリードしている。

　あたしたちは、体たい育いく館かんの二階かいの細ほそい通つう路ろから、ベンチへもどってくるヤヤコたちに、手てをふった。ヤヤコと美み和わがこちらに手てをふりかえしたけれど、すぐに真しん剣けんな顔かおで、顧こ問もんの先せん生せいと話はなしはじめる。

「やっぱり引いん退たいがかかった試し合あいともなると、緊きん張ちょう感かんがちがうわね。」

　ティナちゃんが言いう。

「ほんと、こっちもドキドキする。でも、もし勝かちすすんで、全ぜん国こく大たい会かいまで行いけたら、夏なつまで引いん退たいはのびるらしいよ。」

　あたしは美み和わから聞きいたことを、そのまま伝つたえる。

「それはムリでしょ。」

　もと名めい門もんバスケ部ぶ出しゅっ身しんのミウちゃんは、そんな期き待たいをバッサリと切きりすてた。

「ちょっと～、まだ大たい会かいがはじまったばっかりなのに、ムリとかきめつけないのっ。それよりも、前ぜん半はんの戦たたかいっぷりはどうですか？　解かい説せつのミウさん。」

　ティナちゃんが、ミウちゃんにマイクを差さし出だすふりをして、スポーツキャスターのまねをする。

　ミウちゃんはめんどくさそうな顔かおで、ジロッと横よこ目めで見みたけれど、

「二に中ちゅうは、ディフェンスとリバウンドが弱よわい。けど、ヤヤコがいい動うごきをしているし、五番ばんのフォローがいいから、この試し合あいは勝かてる。ただ、二回かい戦せんより先さきは対たい戦せん相あい手てしだいって感かんじ。」

　スラスラと説せつ明めいをした。ミウちゃんが言いっていた五番ばんとは、美み和わのことだ。

　ヤヤコはずっと、キャプテン番ばん号ごうの四番ばんを背せ負おうことをことわっていたが、美み和わはあきらめずに、四番ばんはヤヤコのものだと言いいはった。

　その四番ばんと五番ばんのコンビが、きょうは得とく点てんのかなめになっている。

「やっぱり、なんだかんだ言いって、あの二人ふたり、仲なかがいいじゃない。おたがい意い地じはってないで、さっさと仲なか直なおりすればよかったのに。」

　ティナちゃんが手てすりにひじをついて、ヤヤコと美み和わが二人ふたりで話はなしている姿すがたを見みつめている。

　あたしたちがいる場ば所しょのほぼ真ま正しょう面めんにベンチがあるので、二人ふたりの表ひょう情じょうがよく見みえる。

「大たい会かいに間まにあって、ほんと、よかったよね。」

　あたしは心しん底そこ、そう思おもった。

「ギリギリセーフ～。」

　ハーフタイム中ちゅう、リョウマ君くんが来きた。額ひたいのあせをぬぐいながら、あたしのとなりに立たつ。

「おそいわよ。もう、次つぎは第だい三クォーターです～。」

　ティナちゃんが声こえをかけ、またすぐにコートに目めをうつした。

「あぶなかったぜ。まっ、この調ちょう子しなら勝かつだろ。午ご後ごの第だい二試し合あいはしっかり見みられるだろ。」

　リョウマ君くんは、会かい場じょうにある得とく点てん板ばんを見みながら言いった。

「それより、後こう輩はいたちが、あいさつをしたがってるわよ。」

　ティナちゃんはふっと笑わらって、ベンチにいるバスケ部ぶ員いんの女おんなの子こたちを指ゆびさした。女おんなの子こたちはリョウマ君くんと目めが合あうと、手てをふったり、おじぎをしている。

　リョウマ君くんは笑え顔がおでこたえた。こうして見みると、いつもの明あかるいリョウマ君くんだし、ティナちゃんとも、もうだいじょうぶそうだ。

　でも、この前まえ、リョウマ君くんが急きゅうにムキになったのは、どうしてだろう。なにがそんなにいやだったのか、その理り由ゆうが知しりたい。

　ハーフタイムが終おわり、ヤヤコと美み和わの二に中ちゅうは、順じゅん調ちょうに試し合あいをはこび、三十点てん差さをつけて勝しょう利りした。

　ところが、午ご後ごからはじまった第だい二試し合あいの相あい手ては、前ぜん回かいの都と大たい会かいでベスト４フォーに入はいったチームという、二に中ちゅうにとっては最さい悪あくの組くみ合あわせになってしまった。

　ミウちゃんの解かい説せつどおり、リバウンドが弱よわい二に中ちゅうは、せっかく作つくった自じ分ぶんたちの攻こう撃げきのチャンスで、相あい手てにリバウンドを取とられて、そのまま点てんをうばわれてしまうパターンが増ふえる。

「強つよい……。」

　ミウちゃんは相あい手てチームの中なかで、いちばん得とく点てんを取とっている七番ばんの選せん手しゅをじっと見みつめながら、つぶやいた。

　ヤヤコも美み和わも、二に中ちゅうの女じょ子しバスケットボールチームは、格かく上うえのチームを相あい手てに、あきらめずにボールを追おいかけつづける。けれど、得とく点てん差さはどんどん広ひろがっていく。

　それでも、ボールを持もつ相あい手てを一いっ生しょう懸けん命めいに追おいかける美み和わの姿すがたに、目め頭がしらが熱あつくなる。

「吉よし本もとさん、ヤヤコ！　ソイヤッ！」

　あたしは思おもいっきりさけんだ。その声こえが、予よ想そう以い上じょうに体たい育いく館かんに大おおきくひびきわたる。ほかの観かん客きゃくの人ひとたちの視し線せんが集あつまった。しまった、応おう援えん団だんのくせがっ！

「バスケの試し合あいで、ソイヤって……。」

　ミウちゃんがあきれた顔かおで、あたしを見みる。

「つっ、つい……。」

　あたしは口くちもとをおさえたけれど、

「ヤヤコ！　吉よし本もと美み和わ！　二に中ちゅう！　ソイヤッ！」

　ティナちゃんも同おなじような声せい援えんを送おくる。すると、コートにいるヤヤコと美み和わが二人ふたりで笑わらいながら、両りょう手てを上あげてみせた。

　ずっとこわばった表ひょう情じょうをしていた二人ふたりの表ひょう情じょうがゆるんだ。それからも相あい手てのはげしい攻こう撃げきは続つづいたけれど、

「二に中ちゅうの動うごきがよくなった。」

と、ミウちゃんが楽たのしそうにつぶやいた。

　試し合あいは、九十五対たい四十八で、ヤヤコたち二に中ちゅうは二回かい戦せん敗はい退たいとなった。最さい後ごの最さい後ごまで、あきらめずに走はしりつづけたヤヤコと美み和わは、コートでだき合あって泣ないている。

　あたしたちは、そんな二人ふたりに、手てのひらがいたくなるほどの拍はく手しゅを送おくった。

　試し合あいが終おわって、ヤヤコや美み和わたちが体たい育いく館かんから出でてくると、

「声せい援えん、ありがと～！　ここで、『ソイヤ』はないわって思おもったけど、めちゃくちゃうれしかった～。ティナさんも『吉よし本もと美み和わ！』って、フルネームだし。笑わらっちゃった。」

　涙なみだで目めを赤あかくした美み和わが、楽たのしそうに話はなす。

「そうだったかしら？　こっちまで熱あつくなってたから、無む意い識しきよ。」

　ティナちゃんが答こたえる。そういえば、この二人ふたりが会かい話わをするのって、はじめてのことかもしれない。

「みんなも、先せん輩ぱいも、来きてくれてありがとう！」

　ヤヤコがあたしたちにぴしっとおじぎをした。

「いい引いん退たい試じ合あいだったな。おつかれさん。」

　リョウマ君くんがほほえむ。

「ほんと、感かん動どうしたよ！　ヤヤコはやっぱり、バスケ部ぶが似に合あってるね。」

　あたしは、用よう意いしていた花はな束たばをヤヤコに、それから美み和わにわたした。

「ありがと。」

　ヤヤコは、ふっと笑わらって答こたえた。そのとき、あたしの後うしろに立たっていたミウちゃんが、前まえに出でた。

「いっしょにバスケやろ。同おなじ高こう校こうで。」

　真しん剣けんな顔かおで、ヤヤコに言いう。

「わたしも、それ、言いおうと思おもってた。」

　ヤヤコは、目めをかがやかせて答こたえた。
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　帰かえりの電でん車しゃの中なかで、ミウちゃんは女じょ子しバスケが強つよい高こう校こうや受じゅ験けんのことなどを、リョウマ君くんに熱ねっ心しんに聞きいていた。

　ミウちゃんが燃もえている。きょうの試し合あいを見みて、バスケがしたくてたまらなくなったんだろう。

　リョウマ君くんにもその熱ねつが伝つたわるのか、スマホで検けん索さくしながら、二人ふたりで話はなしこんでいる。

「ハナビ、きょう、ず～っとリョウマ君くんのことを見みてる。そんなに気きになる？」

　ティナちゃんがあたしの横よこで、小こ声ごえで言いった。

「なんだか、やっぱり元げん気きがない気きがして……。えっ？　あたし、そんなに見みてた？」

　リョウマ君くんの耳みみにとどかないように、あたしも小こ声ごえで答こたえる。

「うん、ずっと見みているわよ。でも、たしかに、いつもの明あかるさはないかもね。」

　ティナちゃんも、ミウちゃんとおしゃべりしているリョウマ君くんを見みながら言いった。

　最も寄より駅えきがちがうミウちゃんと、家いえに荷に物もつを取とりに帰かえるティナちゃんが、ひとつ手て前まえの駅えきでおりると、急きゅうに車しゃ内ない全ぜん体たいもしずかになった。

　もしかして今いまが、リョウマ君くんと話はなすチャンス!?　よっ、よし、ふつうに、何なに気げなく聞きいてみよう！

「あっ、あのさ。」

「あの。」

　あたしが話はなしかけようとした瞬しゅん間かん、リョウマ君くんと声こえがかさなった。

「あっ、リョウマ君くんからどうぞ。」

「いや、おれのはべつに、たいした話はなしじゃねえよ。雨あめがふりそうだなって。」

　リョウマ君くんが窓まどの外そとの空そらを指ゆびさした。いつのまにか、暗くらくて重おもたそうな雲くもが、広ひろがっている。

「でっ、ハナビは？　なにか言いおうとしたよな？」

「あっ、うん。あたしも、たいしたことじゃないんだけど……。あっ、ううん。たいしたことなんだけどね。なんども聞きいて悪わるいけど、リョウマ君くん、最さい近きん元げん気きないけど、なにかあった？」

　思おもいきって、たずねる。

「えっ？　おれは元げん気きだよ。」

　リョウマ君くんはそっけなく答こたえる。

「ほんとに？」

　やっぱり、言いいたくないことなのかな。それとも、あたしの気きのせい？

　電でん車しゃが駅えきに到とう着ちゃくした。

「ほら、おりるぞ。」

　リョウマ君くんは軽かるく笑わらって、電でん車しゃをおりていく。あたしも、その後うしろを追おいかけて改かい札さつを出でると、ちょうど雨あめがふりだした。

「あたし、折おりたたみ傘がさを持もってるよ。少すこしせまいけど……。よかったら入はいって。」

「これくらいの雨あめなら、くもりといっしょだよ。」

　その瞬しゅん間かん、どしゃぶりになった。

「これはもう、しっかりした〝雨あめ〟でしょ？」

　手てをのばして、傘かさをリョウマ君くんの上うえにさした。

「ありがとう。おれが持もつよ。」

　リョウマ君くんはあきらめて、あたしから傘かさを受うけ取とった。

　強つよくたたきつけるような雨あめは、リョウマ君くんの息いきづかいさえ聞きこえなくさせている。

　しばらくリョウマ君くんもあたしも、だまったまま歩あるいた。せまい傘かさの下した、二人ふたりとも服ふくもスニーカーもずぶぬれだ。

「なあ、ハナビ……。」

　リョウマ君くんが口くちを開ひらいた。

「えっ、なに？」

　あたしは声こえがよく聞きこえるように、少すこし声こえを大おおきくして、たずねる。

「おれ、ほんとは、すっげえ、なやんでたんだ……。」

「う、うん……。」

　とつぜんのリョウマ君くんの言こと葉ばに、あたしは少すこし面めん食くらう。

「じつはさ、この前まえ、おれがいた養よう護ご施し設せつからじいちゃんに連れん絡らくがあったんだよ。おれを産うんだ母はは親おやが、病びょう気きで入にゅう院いんしたって。病びょう名めいはわからないけどな。」

「えっ？　お母かあさんが……？」

「じいちゃんは、お見み舞まいに行いくか、行いかないかは、自じ分ぶんできめろって言いってる。」

「そうだったんだ……。だから、元げん気きがなかったんだね。」

「そりゃあな。急きゅうに言いわれても、どうすりゃいいんだって感かんじだよ。今いまさら〝母はは親おや〟なんて言いわれたって。実じっ感かんがわかねえし。まっ、そんなことがあったわけで、めずらしくいろいろと考かんがえちゃってたわけだ。」

　リョウマ君くんは明あかるく笑わらってみせる。

「それは、考かんがえちゃうね。」

　言こと葉ばが出でてこない。笑え顔がおを作つくっているリョウマ君くんに、なんて声こえをかけたらいいのか、わからないよ……。

「みんなには、わざわざ話はなす必ひつ要ようもないって思おもって、だまっていたんだ。けど、ダメだよな。この前まえは、まったく関かん係けいないのに、ティナの母かあちゃんにケチつけるようなことを言いっちまうし。ハナビには、だいぶ前まえから、気きづかれていたみたいだし。なんか、気きをつかわせちゃって、悪わるかったな。」

「あたしは、ぜんぜん。あの……、お見み舞まいには行いかなくていいの？」

　あたしは思おもいきって、たずねた。

「行いったって、向むこうはおれの顔かおなんか覚おぼえてねえよ。こっちだって、だれが母はは親おやか、顔かおすらわかんねえし。病びょう室しつに入はいって、ちがう人ひとに『お母かあさんですか？』なんて聞きくようなことになったら、シャレになんねえしな。」

　リョウマ君くんはふっと笑わらう。その横よこ顔がおはやっぱりさびしそうだ。

「まっ、心しん配ぱいかけたけど、そういうことだ。もうわすれてくれ。」

　リョウマ君くんは言いい、傘かさをうんと高たかくかかげた。





9　勇ゆう気き







　夕ゆう方がたのニュースで、きょうから関かん東とう地ち方ほうが梅つ雨ゆに入はいったことを知しった。

　あたしはソファにねころがって、ぼーっと天てん井じょうを見みつめながら、リョウマ君くんのことを考かんがえている。

『わすれてくれ。』って言いわれたけれど、あんなにさびしそうな顔かおを見みたら、わすれられるわけないよ。

　ずっと元げん気きがなかった理り由ゆうが、お母かあさんのことだったなんて思おもいもしなかった。

　体たい育いく祭さいのときも、ほんとうはあたしたちの応おう援えんどころじゃなかったはずなのに、あんなにいい場ば所しょで撮さつ影えいまでしてくれた。

　このままでいいのかな……？　このままなやみをおしこんで、みんなには心しん配ぱいかけないように明あかるくふるまうなんて、苦くるしすぎるよ。

　あたしに、なにかできることはあるのかな？　でもそれって、おせっかいかな。

　考かんがえても、考かんがえても、出で口ぐちのないトンネルをぐるぐるまわっているようだ。

　ふと、遠とおくで、インターフォンが鳴なっているのが聞きこえた。

　ティナちゃんが、大おおきなトートバッグと紙かみ袋ぶくろを持もって、愛あい子こさんちに帰かえってきた。

「ただいま～。」

「ティナちゃん、おかえり。どうだった？　イッセイさんは、まだおうちにいるの？」

「あ～、ママと二人ふたりそろって、家いえにいたわよ。いっしょにケーキを食たべようとか言いってきたけど、気きを引ひこうとしているのがバレバレ。でも、ここのケーキはおいしいから、ケーキだけもらってきた。はいっ、あとで食たべよっ！」

　ティナちゃんは、りっぱな紙かみ袋ぶくろに入はいった大おおきなケーキの箱はこをテーブルの上うえに置おいた。

「わぁ！　このケーキ、知しってるよ！　この前まえ、愛あい子こさんとテレビで見みて、食たべたいねって話はなしてたの！」

「よかった～。いっぱいあるから、いくつでも食たべられるわよ！」

　ティナちゃんはピースサインをしてみせた。

　愛あい子こさんと三人にんで夕ゆう飯はんを食たべ終おえたあと、あたしとティナちゃんはそのケーキを食たべた。

　愛あい子こさんはケーキを見みて、飛とび上あがってよろこんでいたけれど、仕し事ごとのしめ切きりがあるので、『あとで、これとこれを、ゆっくり食たべる。』と、しっかりケーキの予よ約やくをして、仕し事ごと部べ屋やへもどっていった。

「おいしぃ～。さすがっ、みんなが行ぎょう列れつしてまで買かう気き持もちがわかる！」

　あたしはひとくち、ひとくち味あじわって食たべている。けれど、目めの前まえでティナちゃんはパクパクとすごい速はやさでケーキをたいらげ、早はやくもふたつ目めのケーキを手てに取とった。

「それより、ハナビ。リョウマ君くんはどうだった？　さっき、わたしたちがおりたあと、なにか話はなせた？」

「あっ、うん……。」

　ティナちゃんにも、リョウマ君くんのことを伝つたえたい。だけど、どうしよう……？　ものすごく個こ人じん的てきなことだし、あたしがペラペラと話はなしちゃいけない気きがする。

「それが、よくわかんないんだよね……。」

「ふ～ん。」

　ティナちゃんはじーっと、だまりこんでいるあたしの顔かおを見みつめる。そして、

「わかったわ。すっごく気きになるけど、いつか教おしえてね。」

　ティナちゃんは、あたしがなにかかくしていることに気きがついたみたいだけど、それ以い上じょうはなにも聞きかずに、三つ目めのケーキを食たべようかどうかをまよっていた。




　月げつ曜よう日びの夜よる、

『すまん。しばらく、応おう援えん団だんの練れん習しゅうと軽けい音おん部ぶで、「夜よるカフェ塾じゅく」行いけねえや。水すい曜ようの「小しょう学がく生せいナイト」は、今いまのところ行いけそう。また連れん絡らくする。』

とリョウマ君くんからＬＩＮＥラインがとどいた。

『応おう援えん団だんがんばってね！　体たい育いく祭さいはいつだっけ？　今こん度どはあたしが撮さつ影えい隊たいとして、行いくよ！』あたしはすぐに返へん信しんを送おくる。

　すると、『おれの勇ゆう姿しを見みせたいとこだが、体たい育いく祭さいは平へい日じつだから、どのみちムリだな。』と、ムキムキのパンダがポーズをとっているスタンプが、送おくられてきた。

　よかった。メッセージを読よむかぎりでは、元げん気きそうだ。けど、お母かあさんのお見み舞まいのことは、どうするんだろう？

　行いかないつもりなのかな？　お母かあさんに会あいたくないのかな？

　聞ききたいけれど、なかなかそのことを切きり出だせないまま、へんなスタンプを送おくり合あって、リョウマ君くんとのやりとりは終おわってしまった。

　ティナちゃんがお風ふ呂ろに入はいっているあいだ、あたしは愛あい子こさんの仕し事ごと部べ屋やのドアをノックした。

「愛あい子こさん、ちょっといいかな？」

「だいじょうぶよ。どうしたの？」

　パソコンの向むこう側がわから、愛あい子こさんが顔かおをのぞかせる。

「えっと……。」

　あたしは、愛あい子こさんの席せきのそばにあるいすにすわる。愛あい子こさんもマウスから手てをはなして、あたしのほうを向むいた。

「あのね、ちょっと愛あい子こさんに聞きいてほしいことがあるの。この前まえ、リョウマ君くんが話はなしてくれたんだけど……。」

　あたしはリョウマ君くんから聞きいたお母かあさんの話はなしを、そのまま愛あい子こさんに伝つたえた。

「リョウマ君くんは、笑わらって『わすれてくれ。』って言いうんだ。けど、リョウマ君くん自じ身しん、先せん週しゅうの『夜よるカフェ』で、ティナちゃんのママの話はなしになったときは、やけにムキになってたし、なんだか、ムリしてるのかなって、思おもったり……。」

「そう……。むずかしい問もん題だいね。」

　愛あい子こさんは深ふかく息いきをはく。

「リョウマ君くんはどんな気き持もちなのかなって考かんがえてみても、あたしにはわからなくて。」

　あたしも大おおきくため息いきをついた。

「それは、わかんないわね。ん～、きっとリョウマ君くんはお母かあさんに対たいして、ひとことで言いえないくらい、いろんな思おもいがあるんだと思おもう。お見み舞まいに行いきたいけど、まよっているのは、もしかしたらお母かあさんに会あうのがこわいんじゃないかしら。」

「こわい？」

「リョウマ君くんが会あいに行いっても、お母かあさんがそれを歓かん迎げいするかどうかはわからないわ。お母かあさんにも、いろいろ事じ情じょうがあると思おもうの。だから、会あったことで、かえって傷きずついてしまう可か能のう性せいもあるから。」

「そっ、そっかぁ。」

「まぁ、でもリョウマ君くんなら、だいじょうぶよ。お見み舞まいに行いくか行いかないかも、ちゃんと自じ分ぶんで決けつ断だんできると思おもうわ。」

　愛あい子こさんははっきりと言いった。それを聞きいて、頭あたまの中なかに、リョウマ君くんの姿すがたがうかぶ。

　それは、さびしそうな横よこ顔がおではなく、あたしが落おちこんだとき、いつもはげましてくれたり、応おう援えんしてくれたりするリョウマ君くんだ。

「そっか、そうだよね。リョウマ君くんだもん、心しん配ぱいない。信しんじていればいいんだね。ありがとう、愛あい子こさん！　頭あたまがすっきりしたっ。お仕し事ごと中ちゅうにごめんね。」

　あたしは少すこし興こう奮ふんぎみに立たち上あがった。部へ屋やを出でる手て前まえでふりかえり、最さい後ごにたずねる。

「もし、愛あい子こさんがリョウマ君くんだったら、お母かあさんに会あいに行いく？」

「そうね～。わたしなら、会あいに行いくわね。だって気きになるもん。リョウマ君くんも、会あっちゃえばいいのにね。」

　愛あい子こさんは、ほほえんで答こたえた。




　水すい曜よう日び、『小しょう学がく生せいナイト』がやってきた。

「うっしゃー、きょうはひさしぶりに楽たのしむぜっ！」

　リョウマ君くんがカフェに来くるなり、両りょううでを思おもいっきりのばした。

「待まってましたっ！」

　あたしはすぐに合あいの手てを入いれる。よかった。リョウマ君くん、きょうは元げん気きだ。それに、たのもしく見みえる。

　というのも、前ぜん回かいの『小しょう学がく生せいナイト』はあたしとティナちゃんしかいなかったので、嵐あらしのようないそがしさだった。

　とくに小しょう学がく生せい男だん子しのエネルギーに負まけ、あげくの果はてが、ナオ君くんの池いけ落らっ下か事じ件けん。思おもい出だすだけで、心しん臓ぞうがドキドキしてくる。

　きょうもヤヤコとカレンちゃんとナナミちゃんはお休やすみで、ティナちゃんとあたしとリョウマ君くんの三人にんだから、リョウマ君くんがいてくれると、すごく心こころ強づよい。

『小しょう学がく生せいナイト』がはじまると、ナオ君くんは来くるなり、うれしそうにリョウマ君くんのもとへかけよった。さっそく、お得とく意いの〝恐きょう竜りゅうモノマネ〟を、リョウマ君くんに見みせている姿すがたが見みえる。

「ほんと、助たすかるわ～。小しょう学がく生せい男だん子しはリョウマ君くんにおまかせして、わたしたちはこっちでがんばりましょ！」

　ティナちゃんがうでまくりをして、料りょう理りをお皿さらによそいはじめた。

　それからというもの、きょうのリョウマ君くんたち男だん子しグループは、過か去こ最さい高こうなのではと思おもうくらい、にぎやかだった。

　アニメやゲームのキャラクターのモノマネで、技わざを見みせたり、戦たたかったりと、その笑わらい声ごえがカフェじゅうにひびく。

「すごいなぁ、リョウマ君くん、本ほん気きで遊あそべちゃうんだね。」

　あたしはつぶやいた。

「高こう校こう生せいのくせに、心こころは完かん全ぜんに小しょう学がく生せい男だん子しよね。正しょう直じき、前まえはちょっとバカにしてたけど、ナオ君くんの〝なんとかザウルス〟のモノマネがわかるって、ほんと尊そん敬けいするわ。」

　となりにいたティナちゃんが、深ふか々ぶかとうなずく。

「だ～れが、小しょう学がく生せい男だん子しだって？」

　どこから話はなしを聞きいていたのか、リョウマ君くんがニヤニヤしながら、こちらへ歩あるいてくる。

　ナオ君くんたちがトイレに行いっているあいだ、リョウマ君くんは残のこっているごはんをつまみ食ぐいしようと、キッチンに入はいってきた。

「〝すごい〟って話はなしよ。いちおうリョウマ君くんのこと、ほめてるのよ。」

　ティナちゃんがすぐに言いいかえす。

「だって、恐きょう竜りゅうなんて、さっぱりわからないんだもの。」

「ナオのモノマネは〝カルノタウルス〟だよ。ん？　おれの顔かおになにかついてる？」

　ふいに目めが合あい、リョウマ君くんがたずねる。

「ううん。すごいなって思おもって。」

　あんなになやんでいたのに、気き持もちを切きりかえて、こうやって、みんなを楽たのしませるリョウマ君くんがすごいなって思おもう。

　あたしだったら、ひとりで思おもいなやんで、落おちこんで、まわりの子こたちの元げん気きまでうばっちゃいかねない。

「好すきになっちゃった？」

　リョウマ君くんが髪かみをかき上あげて、カッコつけてみせる。

「ち～が～う～！」

　あたしは、ケラケラ笑わらうリョウマ君くんの背せ中なかをおして、キッチンから追おい出だした。

「なに、バカなことを言いってんのよ。ハナビにはヤマト君くんがいるんだから。ほら、ナオ君くんたちが出でてきたわよ。」

　ティナちゃんが指ゆびをさすと、

「リョウマ兄にいちゃん、外そとで遊あそぼっ！　金きん魚ぎょ、つりたい！」

　トイレから帰かえってきたナオ君くんたちが、外そとへさそった。

「おっ、行いくか！」

　リョウマ君くんは手てにつかんでいたポテトを口くちにほうり入いれて、テラスへ向むかう。

「こらっ！　金きん魚ぎょは、つっちゃダメ！」

　ティナちゃんがつっこみ、

「ナオ君くん、池いけには気きをつけてね！」

　あたしもナオ君くんに声こえをかけた。けれど、あたしたちの言いうことを聞きいているのか、いないのか、男だん子しグループは声こえをはずませて、庭にわへ出でていった。

　しばらくすると、カフェの中なかから庭にわを見みていたリサちゃんや、なっちゃんたちの女おんなの子こグループも、さそわれるように外そとへ出でていく。

　そしていつの間まにか、『小しょう学がく生せいナイト』に参さん加かしているメンバー全ぜん員いんでの、〝だるまさんがころんだ〟大たい会かいがはじまった。

　走はしってはダメ、大おお声ごえを出だしてはダメ、というルールにくわえて、『だるまさんがころんだ』のかけ声ごえで立たち止どまるタイミングに、なにかのキャラクターや、お笑わらい芸げい人にんのモノマネをしなければならないなど、いろいろと新しんルールもくわわった。

　そのおかげで、勝しょう負ぶは大おおもり上あがり。みんなが真しん剣けんに、ヘンテコなポーズをとりながら、かたまっている姿すがたがおかしくて、鬼おにや、つかまった子こたちも大だい爆ばく笑しょう。
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　池いけのそばでポーズをとったナオ君くんが、バランスをくずして、今こん回かいもまた池いけに落おちるというアクシデントが起おきてしまった。




『小しょう学がく生せいナイト』が終おわり、あたしは、家か族ぞくがむかえにこられないメンバーを、リョウマ君くんといっしょにそれぞれの家いえまで送おくった。

　帰かえり道みち、二人ふたりで歩あるいていると、

「それにしても、クックックッ、きょうは楽たのしかったな。ひさしぶりにこんなに笑わらったよ。」

　リョウマ君くんはしゃべりながら、笑わらいだす。

「ほんとだね。思おもい出だしただけで笑わらえる。」

　あたしも、思おもわずふき出だす。

「な～んか、勇ゆう気きもらえたよ。」

　体からだをのばして、リョウマ君くんは夜よ空ぞらを見み上あげた。

「勇ゆう気き？」

「うん。おれさ、じつを言いうと、少すこしこわかったんだよな。母はは親おやに会あうのが……。でも、いつまでもビビってちゃダメだと思おもった。だから、見み舞まいに行いってみようと思おもう。」

　リョウマ君くんはふりかえって、あたしを見みる。

「うん……。いいと思おもうっ！」

「ただひとつ、ハナビにお願ねがいがあるんだ。」

「うん。なんでも言いって！」

　あたしはすぐに答こたえる。

「いっしょに行いってくれないか？」

　思おもってもみなかった言こと葉ばに、少すこしおどろいた。けれど、あたしはいつもリョウマ君くんに、はげましてもらうばかりだったから、こういうときに、たよってもらえるのはうれしい。

「もちろんっ。病びょう室しつで『ソイヤッ！』でもなんでもする。」

　あたしは両りょう手てを上あげて答こたえる。

「それは迷めい惑わくだろ。」

　リョウマ君くんはカラッと明あかるく笑わらった。





10　今いまだけ







　ここのところ雨あめばかりが続つづいていたけれど、土ど曜よう日びの朝あさは、めずらしくまっ青さおな空そらが広ひろがった。

　リョウマ君くんとお昼ひるに駅えきで待まち合あわせをして、電でん車しゃに乗のりこんだ。ひさしぶりに晴はれた休きゅう日じつを楽たのしもうと、車しゃ内ないは家か族ぞく連づれやカップルの乗じょう客きゃくでこみ合あっている。

　しばらくのあいだ、ぼーっと、どこか遠とおくをながめていたリョウマ君くんが口くちを開ひらいた。

「あのアルパカの着きぐるみって、中なかに入はいっている人ひとは、どんな体たい勢せいなんだろうな。」

「えっ？　アルパカ？」

　視し線せんの先さきに目めをやると、電でん車しゃの中なか吊づり広こう告こくに、アルパカがスーツを着きている、ゆるキャラが写うつっていた。テレビＣシーＭエムにもよく登とう場じょうしているのを見みたことがある。

「あれは着きぐるみじゃなくて、ＣシーＧジーの合ごう成せいでしょ？」

　あたしは、それが着きぐるみかどうかよりも、アルパカが一組くみの応おう援えん団だん長ちょうだった澤さわ田だ君くんに見みえてしかたがない。

「ええっ!?　着きぐるみじゃねえの!?」

　リョウマ君くんはなぜかショックを受うけている。

「あれが着きぐるみだと思おもってたの？　どう見みたって、中なかに人ひとは入はいれないよ。」

「だから、すげえなっておどろいてたんだよ。」

「あれを着きぐるみだと思おもっていた高こう校こう生せいがいたことに、あたしはおどろくよ。」

　あたしは思おもわずふき出だす。リョウマ君くんもはずかしそうに笑わらった。

　一本ぽん目めの電でん車しゃではこんなふうに、ちょっとくだらない話はなしで会かい話わがはずんだ。だけど、電でん車しゃを乗のりかえて、目もく的てき地ちが近ちかづいてくるにつれて、リョウマ君くんの口くち数かずはへっていく。

　出しゅっ発ぱつしてから一時じ間かんちょっと、電でん車しゃを三本ぼん乗のりついで、荒あら川かわの近ちかくにある駅えきに着ついた。

「意い外がいと近ちかかったんだな。」

　リョウマ君くんがつぶやいた。お母かあさんはこんなに近ちかくにいたんだ……。

　リョウマ君くんはスマホを手てに取とり、地ち図ずで病びょう院いんの場ば所しょを確かく認にんする。

「さ～て、せっかく晴はれてるし、川かわ沿ぞいの道みちで行いこうぜ。」

「そうだねっ。」

　リョウマ君くんの提てい案あんで、すぐそばにある土ど手ての上うえを歩あるくことにした。

　そこには、犬いぬの散さん歩ぽをしている人ひと、自じ転てん車しゃをこいでいるおじいさん、ランニングをしている人ひとがいて、遠とおくの橋はしを電でん車しゃがゆっくり走はしりぬけてゆく。

　ふだん見みている多た摩ま川がわの景け色しきとはちがうけれど、川かわ沿ぞいののんびりしたふんいきが似にていて、心こころが少すこし落おち着つく。

「いい景け色しきだね。スカイツリーも見みえる。」

　あたしはリョウマ君くんに話はなしかけた。

「そうだな。」

　リョウマ君くんは遠とおい目めをして答こたえた。病びょう院いんがある方ほう向こうへ歩あるきながら、ふと、リョウマ君くんが左ひだり手てになにかにぎりしめているのに気きがついた。

「なにを持もってるの？」

　あたしはたずねる。

「ああ……、これ、おれを施し設せつにあずけるときに、母はは親おやが持もたせたお守まもりらしい。」

　リョウマ君くんが手てを広ひろげて、小ちいさな鈴すずがついたお守まもりを見みせた。お守まもりには〝りょうま〟と刺し繡しゅうされている。黒くろずんだひもが今いまにもちぎれそうな、古ふるいお守まもりだ。

「ずっとカバンの中なかに入いれてたから、だいぶよごれてるだろ。十じゅう何なん年ねんも前まえのお守まもりなんて、なんのご利り益やくもねえけど、これしかねえからな。母はは親おやがいたっていう証しょう拠こは。」

　お守まもりを見みつめながら、リョウマ君くんは指ゆびで鈴すずをはじいて、チリーンと音おとを鳴ならした。

「覚おぼえてくれているといいね。」

　あたしは願ねがいをこめて言いった。

「どうだかな～。だといいけどな。」

　リョウマ君くんはお守まもりをポケットにしまうと、スマホを取とり出だす。

「おっ、そろそろ病びょう院いんが見みえてくるはず……。」

　リョウマ君くんが見みつめる先さきに、大おおきな白しろい建たて物ものが見みえた。緊きん張ちょうが走はしる。あそこに、リョウマ君くんのお母かあさんがいるんだ。

　病びょう院いんへ着つくと、受うけ付つけへ向むかった。そういえば、前まえにこんな大おおきな病びょう院いんに来きたのは、愛あい子こさんが入にゅう院いんしていたときだった。

　あのときのことを思おもい出だし、さらに気きが重おもたくなる。

「藤ふじ沢さわ恵めぐみさんのお見み舞まいに来きたんですけど、病びょう室しつはどこですか？」

　リョウマ君くんが受うけ付つけの人ひとに聞きいた。

「藤ふじ沢さわ恵めぐみさんですね、三〇八号ごう室しつになります。こちらの面めん会かい記き入にゅう書しょに、患かん者じゃ様さまのお名な前まえと、ご本ほん人にん様さまのお名な前まえ、それから、ご関かん係けいを記き入にゅうしてください。」

　受うけ付つけの人ひとはカウンターに置おいてある台だい帳ちょうを、リョウマ君くんの前まえに置おいた。

　リョウマ君くんはきれいな字じで、名な前まえを記き入にゅうしていく。ところが、ふと手てを止とめて、なにか考かんがえこんでいる。見みると、『患かん者じゃ様さまとのご関かん係けい』と書かかれた項こう目もくだった。

　少すこし間まをおいて、リョウマ君くんは〝知ち人じん〟と書かかれたところに丸まるをつけた。

　案あん内ないされた入にゅう院いん病びょう棟とうの三階がいへ行いき、病びょう室しつの外そとに出でている名な札ふだを見みながら、二人ふたりで三〇八号ごう室しつをさがす。

　そして、ろうかのつきあたりの病びょう室しつに『三〇八　藤ふじ沢さわ恵めぐみ』という名な札ふだを見みつけた。

「ここだ。」

　リョウマ君くんがつぶやく。

「あたしは、ここで待まってるね。」

　リョウマ君くんから一歩ぽはなれた。

「うん……。」

　けれどリョウマ君くんは、ドアの前まえに立たったまま動うごかない。緊きん張ちょうしている……。

　あたしはリョウマ君くんの背せ中なかに手てをあてた。がんばれ、がんばれ、リョウマ君くん！

　心こころの中なかで、なんどもなんどもさけぶ。リョウマ君くんは目めをつぶり、大おおきく息いきをはいたあと、病びょう室しつのドアをノックした。

　コン、コンッと音おとが鳴なりひびく。すると、

「はい、どうぞ。」

　女おんなの人ひとの声こえが返かえってきた。

「失しつ礼れいします。」

　リョウマ君くんが病びょう室しつのドアを開あけ、中なかへ入はいった。引ひき戸どのとびらが、ゆっくりとじていく。

　二人ふたりともだまっているのか、中なかから声こえは聞きこえない。あたしは両りょう手てをにぎりしめる。

「あのっ、おれ……。」

　リョウマ君くんの声こえが聞きこえた、ちょうどそのとき、階かい段だんをかけあがってきた小しょう学がく生せいくらいの男おとこの子こが、一いっ直ちょく線せんにあたしの目めの前まえをとおりすぎ、たった今いまリョウマ君くんが入はいっていった病びょう室しつのドアを、いきおいよく開あけた。

「お母かあさん！」

　男おとこの子こが大おおきな声こえでよび、中なかへ入はいっていく。

　開あけっ放ぱなしになったドアの向むこうに、呆ぼう然ぜんとたたずんでいるリョウマ君くんがいる。そしてその向むこうには、ベッドの上うえにすわっている女おんなの人ひとの姿すがたが見みえた。

　あたしはその顔かおを見みて、ドキッとする。

　リョウマ君くんとそっくりな目めをした女おんなの人ひとが、とまどった表ひょう情じょうで、リョウマ君くんを見みていた。

「だれ？」

　男おとこの子こがきょとんとした顔かおで、女おんなの人ひと──リョウマ君くんのお母かあさんにたずねる。

「あっ。」

　リョウマ君くんが声こえを出だしたとき、

「あの、どなたか知しりませんが、病びょう室しつをまちがえていると思おもいます。」

　お母かあさんはそう言いって、リョウマ君くんから視し線せんをそらせた。

「知しらない人ひと？」

　男おとこの子この質しつ問もんに、お母かあさんはうなずいて答こたえる。

　リョウマ君くんの手てから、にぎっていたお守まもりがすりぬけ、ゆかに落おちた。にぶい鈴すずの音おとがチャリンと鳴なる。

「あれ……。ほんとだ。そうっすね、まちがえました！」

　リョウマ君くんは声こえをはりあげて、大おおげさに右みぎ手てで頭あたまをおさえて、おどけてみせた。そして、

「じゃ、おじゃましました～。」

　足あしもとに落おちたお守まもりをひろって、病びょう室しつから出でてくる。

「や～、病びょう室しつ、まちがえたわ～。ほら、行いくぞっ。」

　あたしの肩かたをポンッとたたき、まっすぐ階かい段だんへ向むかう。

　チラッとお母かあさんを見みたけれど、こちらに背せを向むけたまま、ふりかえらなかった。

　あたしは急いそぎ足あしでリョウマ君くんを追おいかける。

「リョウマ君くん……。」

　声こえをかけても、リョウマ君くんはふりかえらない。だまったまま、階かい段だんをおりていく。病びょう院いんを出でて、土ど手てへのぼる道みちをまっすぐに歩あるいていく。

　のぼりきったところで、後うしろのほうからバイクが走はしってきた。けど、リョウマ君くんはバイクに気きがついていない。

「リョウマ君くん、あぶないっ！」

　あたしはかけよって、リョウマ君くんのうでを引ひいた。けれど、二人ふたりでバランスをくずして、草くさむらにたおれる。

「ごっ、ごめん、だいじょうぶ!?」

　あたしはすぐに体からだを起おこしたけれど、リョウマ君くんはうつむいたまますわっている。

「あ～あ。最さい低ていな再さい会かい場ば面めんだな。病びょう室しつ、まちがえてるって……。なんだよ、それ……。」

「リョウマ君くん……。」

　かける言こと葉ばが出でてこない。

「そうだよな……、もともとおれはすてられたんだから。もう、いない人にん間げんなんだよな……。こんなものいつまでも持もってないで、さっさとすてりゃよかったんだ。」

　リョウマ君くんは、持もっていたお守まもりを土ど手てから投なげすてた。お守まもりは大おおきな弧こをえがいて、ススキが生おいしげる草くさむらの中なかへ落おちていく。

「バカだよな……。こうなることは、はじめからわかってたはずなのにな……。それでも……、おれはすてられたんじゃないって、どっかで期き待たいしてたんだろうな……。」

　リョウマ君くんはくやしそうに、手てで顔かおをおおった。そのすきまから、涙なみだが流ながれ落おちる。

「そんなことない……。リョウマ君くんはバカなんかじゃない……。」

　そう言いい終おえたとき、ふいにリョウマ君くんがあたしの体からだを引ひきよせ、だきしめた。

「リョウマ君くんっ。」

　とっさのことで、抵てい抗こうもできない。
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「ハナビ……、ごめん。」

　かすれる声こえで、リョウマ君くんが言いう。

「今いまだけ……、今いまだけこうさせてくれ。」

　リョウマ君くんのふるえる体からだから、悲かなしみがあふれてくる。あたしは、なにもできないけれど、今いまはこのまま、こうしていよう。

　リョウマ君くんが今いままで、あたしをはげましてくれていたときのように、ぜんぶ受うけ止とめたい。

　リョウマ君くんの涙なみだをかわかすように、風かぜがやさしくふきぬけていく。それはまるで子こ守もり唄うたのようだ。リョウマ君くんの手ての温ぬくもりを、背せ中なかに感かんじながら、どれくらい時じ間かんが流ながれただろう。

「ありがとう。」

　リョウマ君くんはうつむいたまま言いうと、手てで涙なみだをぬぐい、立たち上あがった。

　帰かえり道みちは、おたがいなにもしゃべらなかった。

　バッグの中なかで、スマホの着ちゃく信しん音おんが長ながいあいだ鳴なっていたけれど、開ひらく気きにもならない。

　家いえの前まえまで送おくってくれたリョウマ君くんに、

「夕ゆう飯はん、いっしょに食たべない？」

　あたしは声こえをかけた。けれど、

「じいちゃんたちも心しん配ぱいしてるだろうから、きょうは帰かえるわ。」

　リョウマ君くんは答こたえる。

「そっか、そうだね。」

「きょうは、いろいろ、悪わるかったな。」

「あたしのことは、気きにしないでっ。」

「ハナビがいてくれてよかった。ありがとな。」

「ううん。あたしはなにも……。」

　リョウマ君くんはほほえみをうかべて、首くびを横よこにふり、

「ありがとう。」

　そう言いって、背せを向むけた。肩かたを落おとして歩あるくリョウマ君くんの姿すがたが、夕ゆう暮ぐれの暗くらがりにおおわれていく。そのまま消きえていってしまいそうで、とっさに、あたしは声こえをかける。

「リョウマ君くん、またね！」

　その声こえが聞きこえたのか、聞きこえなかったのか、リョウマ君くんはふりかえらずに角かどをまがった。

　玄げん関かんのドアを開あけて、くつをぬごうとしたけれど、あたしはその場ばにかがみこんだ。

　わかれたあとも、リョウマ君くんのふるえる体からだや、手ての温ぬくもりが残のこっているようで、胸むねがバクバクしている。手てでぎゅっと胸むねをおさえても、鳴なりやまない。

　それからしばらくして、部へ屋やに入はいってからスマホを開ひらくと、あのときの着ちゃく信しん音おんは、ヤマト君くんからの電でん話わだった。





11　お守まもりさがし







『さっきはいきなり電でん話わしてごめん。いそがしかったかな？　日に本ほんへ帰き国こくするのは七月がつのはじめになりそうだ。はっきり日ひにちがきまったら、また連れん絡らくするよ。』

　ヤマト君くんから一件けん、電でん話わの着ちゃく信しんが入はいっていて、そのあとにメッセージが送おくられていた。

　電でん話わをかけてくれたのはすごくうれしいし、その電でん話わに出でられなかったことは、くやしいけど……。でも、ちょっとだけ、よかったと思おもってしまった。

　だって、リョウマ君くんのことで頭あたまがいっぱいのときに話はなすのは、ヤマト君くんに申もうしわけない。

「ハナビ、夕ゆう飯はんができたわよ。」

　愛あい子こさんが、あたしの部へ屋やのドアから顔かおをのぞかせる。

「あっ……、うん。あの、愛あい子こさん……。」

　愛あい子こさんは、あたしが話はなそうとすることを察さっして、部へ屋やのドアをしめて、あたしのそばまでやってくる。

　あたしがきょう、リョウマ君くんとでかけたことを知しらないティナちゃんは、キッチンで夕ゆう飯はんの準じゅん備びをしている。

　あたしは、愛あい子こさんにきょうのできごとを伝つたえた。リョウマ君くんがお母かあさんと会あって、言いわれたこと、それを聞きいたリョウマ君くんが、お守まもりを投なげすてたことを。

「そうだったの……。お子こさんがいらしたの……。再さい婚こんされたのかしら……。それじゃあムリもなかったかも……。」

　愛あい子こさんがひとことひとこと、考かんがえこむように言いった。そのとき、

「ごはん、冷さめちゃうわよ～。」

　ティナちゃんが部へ屋やのとびらを開あけて、中なかをのぞく。

「は～い。ありがとう、ティナちゃん。さぁ、ハナビも行いきましょ。」

　愛あい子こさんは明あかるい声こえで返へん事じをした。

　夕ゆうごはんを食たべながら、ティナちゃんはきょう、クラスの友ともだちのミツキちゃんたちとカラオケに行いった話はなしをした。

　あたしに話はなしをふられたので、リョウマ君くんのことは言いわないように、ヤマト君くんから連れん絡らくが来きたことだけを伝つたえる。

「七月がつの頭あたまに帰き国こくするみたいで、くわしくは、また連れん絡らくをくれるって。」

「やったじゃない！　あと少すこしのがまんね！」

　ティナちゃんはニコニコしながら言いう。

「あっ、うん。そうだね。」

「あら？　ハナビったら、ヤマト君くんが帰かえってくるのに、テンションが低ひくくない？」

「そっ、そんなことないよ。うれしいよ～。」

　あたしは声こえのトーンを上あげる。けれど、ティナちゃんは、じっとあたしの顔かおを見みる。

「そぉ？　なんだか、きょうのハナビは元げん気きがない。」

「そんなことないよ！　せっかくヤマト君くんが帰かえってくるのに、期き末まつ試し験けんとか、夏か期き講こう習しゅうとかが入はいってくるのが、いやだなと思おもって。」

　あたしは、ティナちゃんの視し線せんからにげるように、みそ汁しるをすすった。

　ヤマト君くんの帰き国こくはうれしいのに……。リョウマ君くんのことが頭あたまからはなれない。

　リョウマ君くんは今いま、どうしているだろう？　ちゃんとごはん、食たべてるかな？　鈴すず木きさんには話はなしたのかな……？

　はじめて見みたリョウマ君くんが泣ないている姿すがた。すがるように、あたしをだきしめたリョウマ君くん。

　ふいに、また、あのときのことがよみがえり、心しん臓ぞうがドキドキしてくる。

　もう、あたしったら、なにのぼせてんのよ！

　あのときはリョウマ君くんは悲かなしくて、つらかったんだ。へんなつもりはないし、友ともだちの胸むねをかりて泣ないた。それだけのことじゃない。

　少すこしでもリョウマ君くんの気き持もちが落おち着つくなら、あたしにとってもうれしいことだ。あたしは自じ分ぶんにそう言いい聞きかせて、なんとか胸むねのドキドキをおさえた。

　けれど、夕ゆうごはんをかたづけるときも、お風ふ呂ろに入はいったときも、ふとんをしいているときも、リョウマ君くんと、ヤマト君くんのことで頭あたまの中なかがごちゃごちゃして、ぐるぐるしている。

「ハナビっ、はい、まくら。」

　名な前まえをよばれて、ふりかえったとたん、ティナちゃんがパスしたまくらが、顔かおに直ちょく撃げきした。

「わっ、ごめん！　だいじょうぶ、ハナビ？」

　ティナちゃんがあわてて近ちかよる。

「だっ、だいじょうぶ。ぼーっとしていてごめん。」

　あたしがまくらをひろいあげようとすると、ティナちゃんはあたしの顔かおをのぞきこみ、

「ねえ、ハナビ。きょう、なにかあったでしょ？」

　心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうで、しずかにたずねた。

「帰かえってきてからずっと、むずかしい顔かおをしている。もしかして、リョウマ君くんのこと？」

「あっ、うん……。」

　少すこしまよったけれど、もう自じ分ぶんひとりではどうにもできないと思おもって、あたしはティナちゃんに話はなすことにした。ごめん、リョウマ君くん！

「ティナちゃん、あのね、じつはきょう、リョウマ君くんといっしょに、リョウマ君くんのお母かあさんに会あいに行いったの……。」

　あたしはティナちゃんに、これまでのことを、話はなせるかぎり話はなした。

「そんなことがあったなんて、思おもいもしなかった……。まったく、母はは親おやって子こどもの気き持もちなんて、ぜんぜんわかっていないんだから。あ～、そういえば、リョウマ君くんがあたしのママの話はなしでムキになったのは、こういうことだったのね。」

　ティナちゃんは、まくらに顔かおをおしつける。

「今いますぐリョウマ君くんに会あいに行いって、母はは親おやのことなんか気きにするなって言いいたい。リョウマ君くんがそんなひどいあつかいをされるなんて！　わたしたちにとっては、だいじなお兄にいちゃんみたいなもんなのに！」

　ティナちゃんは、まくらをバンバンたたきながら言いう。

「そうだよね！　これまで、どれだけリョウマ君くんにはげましてもらって、元げん気きをもらったか。」

　そうだ、リョウマ君くんは今いままで、どれだけあたしたちを助たすけてくれたり、笑わらわせてくれただろう？　ティナちゃんと話はなしていると、エネルギーがわいてきた。

　リョウマ君くんとお母かあさんとの問もん題だいは、あたしたちにはどうすることもできない。

　だけど、あたしたちにとって、リョウマ君くんがどれほどたいせつな存そん在ざいか、これだけは知しっておいてほしい。

「ねえ、ティナちゃん。手て伝つだってほしいことがあるの。」

　あたしはティナちゃんの手てをつかんだ。

「あのね、やっぱり、リョウマ君くんのお守まもりをさがしに行いきたいの。」

「土ど手てから投なげすてたやつ？」

「うん。あれは、リョウマ君くんがずっと、たいせつにしてきたものだから。あのままにはしておけない気きがする。」

　去きょ年ねんのクリスマス、あたしがヤマト君くんへのプレゼントをゴミ箱ばこにすてたとき、リョウマ君くんはゴミ箱ばこにうでをつっこんで、取とり出だしてくれた。

　おかげでヤマト君くんにわたすことができた。ほんとうにすててしまったら、まちがいなく後こう悔かいしていたと思おもう。

「ねえ、ティナちゃん、いっしょに行いってくれない？」

「当とう然ぜんよ。行いくにきまっているでしょ！」

　ティナちゃんはニヤリと笑わらい、胸むねをたたいてみせた。




　翌よく朝あさ、午ご後ごから雨あめがふるって聞きいていたから、あたしとティナちゃんは朝あさの七時じには起おきて、家いえを出でた。道みち順じゅんはすべて覚おぼえている。お守まもりが落おちた場ば所しょも、だいたいの見けん当とうはつく。

「ねえ、ハナビ。もう一いち度ど聞きくけど、お守まもりが落おちた場ば所しょは、ほんとにここなの？」

　ススキがボウボウと生はえる草くさむらの前まえで、ティナちゃんがあ然ぜんとしている。

　土ど手てから見みたかぎりでは、わからなかったけれど、近ちかくまで来くると、ススキはあたしの背せよりも高たかく、こしのあたりまで長ながい緑みどりの草くさが生おいしげっている。

「病びょう院いんを出でて、坂さか道みちをのぼって、土ど手てに上あがったところでバイクとぶつかりそうになったの。そこで、リョウマ君くんの手てを引ひいたとき、たおれて、草くさむらに転ころんだんだけど……。」

　ふと、頭あたまの中なかにリョウマ君くんにだきしめられたときの感かん覚かくがよみがえる。

「うわぁ！」

　思おもわず、顔かおをおおう。

「なっ、なにっ!?」

　あたしのさけび声ごえに、ティナちゃんがおどろきの声こえをあげる。あたしはあわてて、平へい静せいをよそおって説せつ明めいする。

「ごっ、ごめん。そこから投なげすてて、ススキのところに落おちたから、このあたりだと思おもう。」

「もう、びっくりした。ヘビとか、虫むしが出でたのかと思おもったじゃない。」

　ティナちゃんは、おそるおそる草くさむらに近ちかよる。

「ヘビはさすがにいないんじゃない？　虫むしは……、たくさんいそうだけど……。」

　すでに、あたしとティナちゃんの目めの前まえの葉はっぱには、大おおきなバッタがとまっている。

「オッ、オーケー……。とにかく、見みつけるわよ！　リョウマ君くんのたいせつなお守まもりなら、こんなに虫むしだらけのところに、置おきっぱなしにできないわよ。」

　ティナちゃんはバッグから虫むし除よけスプレーを取とり出だし、あたりが白しろくなるくらい大たい量りょうに、体からだじゅうにふきかけると、草くさむらの中なかに足あしをふみ入いれた。

「そうだね！　ぜったいに、見みつけるんだからっ！」

　あたしも同おなじように虫むし除よけスプレーをふきかけて、草くさむらの中なかに足あしをふみこんだ。

「うぅ～、足あしもとが見みえない。」

「お守まもりのサイズはどのくらい？」

　ティナちゃんが少すこしはなれた草くさむらから、頭あたまを出だした。

「定てい期き券けんより、ちっちゃいかなあ。それに鈴すずがついているの。」

「ふううん、定てい期き券けんかあ。あ～、もう、バッタ！　じゃまっ！　あっちに行いってなさいよっ！」

　早はやくも虫むしにもなれてきたティナちゃんが、すばやくバッタをつかんでほうりなげた。

　どれくらい時じ間かんがたったのか、スマホを見みると、もう二時じ間かん以い上じょうはたっている。

「まずいわ、ハナビ。雨あめがふりだしそうよ。」

　ティナちゃんに言いわれて、さっきまでの青あお空ぞらに雨あま雲ぐもがかかっていることに気きがついた。

「ん～、どこなの？　このあたりのはずなのに、草くさがじゃまで見みえない。」

　一歩ぽ前まえへ進すすもうとしても、足あしに草くさがまとわりついてくる。かきわけても、かきわけても、地じ面めんすらなかなか見みえない。気き持もちがさらにあせってくる。

「あ～、もうっ！　いっそぜんぶ、刈かってしまいたいっ！」

　ティナちゃんからも、いらだつ声こえが聞きこえる。

　こんなんじゃダメだ。あたしは気き持もちを落おち着つかせようと、目めをつぶって深しん呼こ吸きゅうをした。

　リョウマ君くんがまた元げん気きになってほしい。心こころから笑わらってほしい。そんな笑え顔がおを思おもいうかべながら、一歩ぽ前まえに進すすんだ。

　そのとき、チャリンとかすかな鈴すずの音おとが聞きこえた。

「あれっ!?」

　あたしは自じ分ぶんの足あしもとの草くさをかきわけ、注ちゅう意い深ぶかくさぐる。すると、ススキのくきのすきまに、見み覚おぼえのある小ちいさな鈴すずがついたお守まもりが見みえた。

「あった……。あった！　ティナちゃん、あったー！」

「ほんとっ!?」

　ティナちゃんが草くさをかきわけて、一いっ直ちょく線せんにあたしのもとへ来くる。

「きゃー！　ハナビ、よく見みつけたわね！」

　二人ふたりでとびはねてよろこんでいるところへ、雨あまつぶがぽつりと落おちてきた。

　この草くさむら地じ獄ごくから、小ちいさなお守まもりを発はっ見けんできたよろこびをかみしめる間まもなく、あたしたちは急いそいで、駅えきへ向むかった。

「よかったぁ、見みつかって……。」

　電でん車しゃの中なかで、あたしはティッシュでお守まもりのよごれを落おとした。

「早はやく、リョウマ君くんにわたしたいわね。次つぎはいつ来くるのかしら？」

　ティナちゃんがお守まもりをのぞきながら、たずねる。

「リョウマ君くん、来らい週しゅうの金きん曜よう日びが体たい育いく祭さいで、それまではいそがしいから、しばらくは来こられないかもって前まえに言いっていたよ。」

「そういえば、リョウマ君くんの誕たん生じょう日びって、もうすぐよね？」

　ティナちゃんが、スマホのカレンダーを見みながら言いう。

「うん。たしか六月がつの二十八日にちだったかな。」

「ねえ、ハナビ。リョウマ君くんのバースデーパーティーをやろうよ！　サプライズで！」

　目めをキラリと光ひからせて、ティナちゃんが顔かおを上あげた。

「それ、いい！　あっ、でもティナちゃんの誕たん生じょう日びも、もうすぐ……。」

　あたしが言いいかけると、

「わたしのは、どうでもいいの！　いつも盛せい大だいにやってもらっているんだから。それより、リョウマ君くんよ！　さっそく、みんなに連れん絡らくしなきゃ。」

　ティナちゃんはウキウキしながら、新あらたなＬＩＮＥライングループを作つくりはじめた。

『リョウマ君くんの誕たん生じょう日びを祝いわうわよ！』とグループ名めいをつけて、カレンちゃんやナナミちゃん、ヤヤコやミウちゃん、それから、春はるに『夜よるカフェ』を卒そつ業ぎょうした、今いまは高こう校こう生せいの瀬せ田た康こう平へい君くんや藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんも、グループに招しょう待たいした。

　ミウちゃんが、いちばんのりでグループに参さん加かすると、次つぎから次つぎへと参さん加かを知しらせる通つう知ちがとどき、家いえの最も寄より駅えきに着つくころには招しょう待たいしたメンバー全ぜん員いんがグループにくわわった。

　家いえに帰かえってからゆっくり連れん絡らくをしようと思おもったけれど、ティナちゃんと二人ふたりで駅えきの近ちかくのハンバーガー屋やに入はいり、そこからみんなに、くわしい内ない容ようを連れん絡らくすることにした。

『コウヘイ君くん、アヤメちゃん、おひさしぶりです！　とつぜんですが、六月がつ二十八日にちの日にち曜よう日び、場ば所しょは愛あい子こさんにたのんで、「三さん丁ちょう目めカフェ」にて、サプライズパーティーを開ひらいて、リョウマ君くんのこしがぬけちゃうくらい、おどろかせたいと思おもいます！』

　あたしがメッセージを送おくると、

『サプライズのプレゼントとケーキ、料りょう理りのメニューとか、どんどん提てい案あんしてね！』

　ティナちゃんが補ほ足そくを入いれる。すると、カレンちゃんから返へん信しんがとどいた。

『きゃ～、サプライズって、めちゃくちゃワクワクする～。リョウマ君くん、意い外がいとカンがするどいから、ぜったいにバレないようにしないとだね！　え～、プレゼント、どうしよう～？』

『この前まえ、リョウマ君くん、ちょっと元げん気きがなかったから、楽たのしくしたいね。』

　続つづけて、ナナミちゃんからコメントが来きた。やっぱり、みんなも気きがついていたんだ。

　アヤメちゃんやコウヘイ君くんたちからも、次つぎ々つぎにプレゼントやメニューについてのアイディアが送おくられてくる。けれど、やりとりのスピードが速はやくて、返へん信しんが追おいつかない。

『ＬＩＮＥラインだと、返へん事じを打うつのがめんどくさい。そっち、行いっていい？』

　同おなじことを思おもったのか、ミウちゃんからメッセージがとどいた。

『駅えき前まえのハンバーガー屋やに、ハナビといっしょにいるわよ。来こられる人ひとは来きて～。』

　ティナちゃんがＬＩＮＥラインを送おくると、しばらくして、ミウちゃん、それからヤヤコやカレンちゃんがお店みせにやってきた。

　ナナミちゃんとアヤメちゃん、それにコウヘイ君くんは、ここには来こられないので、引ひき続つづきＬＩＮＥラインでやりとりをする。

「みんな、どんだけひまなの？」

　ミウちゃんが、そろったメンバーを見みて言いった。

「いちばんに『行いく。』って言いいだしたのはミウちゃんだよ～。」

　カレンちゃんがアップルパイを食たべながら答こたえる。

「それにしたってさ……。」

「鈴すず木き先せん輩ぱいの誕たん生じょう会かいを成せい功こうさせるためなら、当とう然ぜんのことよ。」

　ミウちゃんとカレンちゃんのあいだに入はいって、ヤヤコはまじめな顔かおで宣せん言げんした。

　ひさしぶりに、こうやって『夜よるカフェ』メンバーでイベントの企き画かくができて楽たのしい。それになにより、リョウマ君くんのおどろく顔かおが見みたい。

「あっ！　ねえ、プレゼントなんだけど、リョウマ君くんにあたしたちから歌うたを贈おくるのはどうかな？　ぜったい、おどろく気きがする。」

　ふと思おもい立たって、あたしは提てい案あんした。

「歌うたぁ～？　わたしたちが歌うたうわけ？」

　ミウちゃんはいやな顔かおをするけれど、カレンちゃんとティナちゃんは乗のり気きだ。

「それ、めちゃくちゃいい～。」

「なにを歌うたうかがだいじね。替かえ歌うたはどう？」

　ティナちゃんが言いいながら、ここで出でたアイディアをＬＩＮＥラインで送おくる。すると、

『それなら、歌うたを作つくっちゃえば？』

　コウヘイ君くんから、思おもわぬ返へん事じが返かえってきた。

「え～、作さっ曲きょくはハードルが高たかすぎる。」

　カレンちゃんがため息いきをつく。すると、

『前まえにリョウマと二人ふたりで、「夜よるカフェ」のテーマ曲きょくを作つくったことがあってさ。まだ歌か詞しはついてないから、その曲きょくを使つかったら？　おれがギターひくから。』

　すぐに、コウヘイ君くんから返へん事じが来きた。

『コウヘイ君くん！　最さい高こう！』

　あたしが返へん信しんを打うつよりも先さきに、カレンちゃんがメッセージを送おくった。

　アヤメちゃんやナナミちゃんからも賛さん成せいの返へん事じがとどき、あたしたちはリョウマ君くんの誕たん生じょう日びに向むけて、作さく詞しをすることになった。





12　リョウマのリョ







　リョウマ君くんのサプライズパーティーまで、あと一週しゅう間かん。

　あたしたちは勉べん強きょうの合あい間まをぬって、着ちゃく々ちゃくと準じゅん備びをすすめた。と、言いいたいけれど、実じっ際さいは勉べん強きょうそっちのけで、パーティーのことばかり話はなし合あっている。

　歌か詞しをどうするか、どうやってリョウマ君くんをカフェによび出だすか、どのタイミングでケーキを登とう場じょうさせるか、どうしたらリョウマ君くんがおどろいて、よろこんでくれるか？

　ひとりのときも、そのことばかりを考かんがえている。

　コウヘイ君くんとリョウマ君くんの二人ふたりで作つくった曲きょくを、コウヘイ君くんがギターでひいて、その音おん声せいデータをＬＩＮＥラインで送おくってくれた。

　二年ねん前まえにリョウマ君くんが作つくった『野や菜さいロック』の歌うたよりも、ゆっくりしたテンポの明あかるい曲きょくで、聴きいていて心ここ地ちがいい。けれど、歌か詞しを考かんがえるのはなかなかむずかしい……。

　歌か詞しの話はなし合あいをＬＩＮＥラインでしているとちゅう、ヤヤコから『弟おとうとの翔しょう太たも歌か詞しを作つくりたいって言いっている。』とのメッセージがとどき、ほかの小しょう学がく生せいにも声こえをかけようということになった。

　次つぎの『中ちゅう学がく生せいナイト』では、誕たん生じょう日び会かいに参さん加かしたいという小しょう学がく生せいメンバーも集あつまって、みんなで歌か詞し作づくりをした。

『中ちゅう学がく生せいナイト』が終おわって、小しょう学がく生せいが書かいてくれた歌か詞しを集あつめると、みんな思おもい思おもいに書かいていて、読よんでいておもしろい。

　歌か詞しというより、手て紙がみになっている子こもいれば、俳はい句くになっている子こもいたり、それぞれバラバラだ。

　けれど、どの子こも共きょう通つうして書かいていたのは、リョウマ君くんの明あかるさや、いっしょにいて楽たのしいということだ。

　ぜんぶを歌か詞しに入いれることはできないけれど、このメモはリョウマ君くんにメッセージカードにして、ちゃんとわたそう。

　木もく曜よう日び、アヤメちゃんとコウヘイ君くんがひさしぶりにカフェにやってきた。

「ひさしぶり～。ちゃんと勉べん強きょうしてる？」

　アヤメちゃんがしゃべりながら中なかへ入はいってくる。

「勉べん強きょうはまったく、やってないっ。わあ、なんだかアヤメちゃんとコウヘイ君くん、高こう校こう生せいになって、おとなっぽくなったね。」

　あたしは二人ふたりを見みながら言いった。

「そりゃあね～。でっ、歌か詞しはどんな感かんじ？」

　アヤメちゃんは前まえ髪がみをかきあげて、お姉ねえさん口く調ちょうでたずねる。

「あっ、いちおう、集あつまったんだけど、なかなかまとまらなくって……。」

　あたしはテーブルの上うえに、みんなが書かいた歌か詞しのメモをならべた。

「『リョウマの〝リョ〟、りょうりがうまい！　リョウマの〝ウ〟、うたがじょうず！　リョウマの〝マ〟、マンガにくわしい！』って、これ、直ちょっ球きゅうでいいなぁ。」

　コウヘイ君くんは歌か詞しを読よみながら、楽たのしそうに笑わらう。

「いいでしょ！　それは、小しょう学がく生せいの男おとこの子こたちが考かんがえてくれたの。」

「これはどうにかして、曲きょくに入いれたいな。」

　コウヘイ君くんは声こえをはずませ、ギターケースを開あけた。さっそく歌うた作づくりがスタートする。

　さすがバンドをやっているだけあって、コウヘイ君くんは次つぎ々つぎとメロディに歌か詞しをのせていった。まとまりのなかった歌か詞しが、ひとつの歌うたになっていく。

　ある程てい度ど形かたちがととのったところで、あたしたちで歌うたってみた。ところが……、

「みんな、歌うたが下へ手たくそすぎて、ウケる。」

　とちゅうでミウちゃんがふき出だした。ティナちゃんがミウちゃんの肩かたをつつく。

「ミウだって、似にたようなもんでしょ!?」

「まっ、うん。歌うたはまごころだから。」

　コウヘイ君くんが明あかるく言いった。




　リョウマ君くんを日にち曜よう日びによび出だすために、あたしとカレンちゃんから、『夜よるカフェ塾じゅく』に来きてほしいと、さそうことにした。

『応おう援えん団だん、おつかれさま。明日あしたがいよいよ本ほん番ばんだね！　がんばってね！　リョウマ君くん、日にち曜よう日びはいそがしいかな？　じつはどうしても「夜よるカフェ塾じゅく」に来きてほしいの。カレンちゃんだけじゃ、あたしたちポンコツ軍ぐん団だんに教おしえるのはたいへんみたいで……。』

と計けい画かくどおりにリョウマ君くんにメッセージを送おくると、『日にち曜ようならだいじょうぶ。さっき、カレンからも「ひとりじゃ、たいへんっ！」ってさそわれた。そろそろ期き末まつ試し験けんだしな。』と返へん信しんがとどいた。

　よしっ！　作さく戦せんどおり！

　あたしはリョウマ君くんに時じ間かんを伝つたえたあと、すぐに『リョウマ君くんの誕たん生じょう日びを祝いわうわよ！』のグループＬＩＮＥラインに、『リョウマ君くん、日にち曜よう日び、十三時じに来きます！』と報ほう告こくをした。




　それから、あたしたちは大おお急いそぎで歌うたの練れん習しゅうをした。個こ人じんで練れん習しゅうしたり、『三さん丁ちょう目めカフェ』に集あつまったりしながら、最さい初しょのころよりは、歌うたとして聴きけるようになってきている。

　リョウマ君くん本ほん人にんはといえば、学がっ校こうの体たい育いく祭さいや応おう援えん団だんの打うち上あげでいそがしいらしく、まったくカフェには来こなかった。

　さびしいし、少すこし心しん配ぱいもあるけれど、そのあいだにあたしたちは、思おもう存ぞん分ぶんパーティーの準じゅん備びに打うちこむことができた。




　こうしてあっという間まに時じ間かんは流ながれて、サプライズパーティーの当とう日じつをむかえた。

　午ご前ぜん十時じをすぎたころから、じょじょにみんなが集あつまりはじめる。リサちゃんや、なっちゃんたちも早はやい時じ間かんから来きて、料りょう理りの準じゅん備びを手て伝つだった。

　きょうのメインメニューは、手て作づくりミックスピザだ。

　前ぜん日じつのうちに下したごしらえをしていた手て作づくりの生き地じを、少すこし大おおきめのサイズにのばして、みんなで好すきな具ぐ材ざいをトッピングしていく。

　トマトソースにシメジととり肉にくをならべて、チーズをふんだんにかけたピザや、明めん太たい子こマヨネーズとポテトのピザ。ほかにもソーセージのピザや、チョコバナナにナッツをトッピングしたデザート風ふうなピザも作つくる。

　熱あつ々あつのピザを食たべてもらえるように、早さ紀きちゃんが『わたしがピザ焼やき係がかりをやるよ。』と、名な乗のりでてくれた。

　ピザ作づくりと並へい行こうして、店てん内ないのかざりつけや、誕たん生じょう日びケーキの準じゅん備びをする。

　リョウマ君くんがカフェに来きたとき、ケーキを持もってくるタイミングなどを話はなし合あい、歌うたのリハーサルを終おえたころには、ちょうど午ご後ご一時じ五分ふん前まえになっていた。

　あとは、リョウマ君くんが来くるのを待まつだけだ。

　あたしはポケットに入いれていたスマホを取とり出だし、ＬＩＮＥラインを確かく認にんする。すると、リョウマ君くんからメッセージがとどいていた。

「リョウマ君くん、今いまから来くるって！　あっ、それと『トマトが大たい量りょうにとれたから、食たべたい人ひとはいる？』って聞きいている。」

　あたしは大おおきな声こえで、みんなに声こえをかける。

「今いまはトマトどころじゃないから！　さっさと来こいって言いって！　みんな、かくれてスタンバイ！」

　ティナちゃんが大おお声ごえで言いうと、みんなはクモの子こを散ちらすように、あちこちにかくれた。ワクワクと緊きん張ちょうで、小ちいさな笑わらい声ごえがこぼれている。

　しずかに待まつこと五分ふん……。外そとで自じ転てん車しゃがとまる音おとが聞きこえる。『よっ、あぶねっ。』と声こえをあげて、リョウマ君くんがこちらへ歩あるいてくる。うぅ、ドキドキして胸むねがはりさけそう。

　クラッカー係がかりのあたしはクラッカーをかまえる。となりのナナミちゃん、向むかいにかがんでいるリサちゃんたちも、クラッカーをかまえる。そして、ドアが開あいた……。

「ちわ～っす、ひさしぶ……、あれ？」

　リョウマ君くんがトマトの入はいった段だんボール箱ばこを両りょう手てで持もって、カフェに入はいってきた。けれど、『夜よるカフェ塾じゅく』で勉べん強きょうしているはずのあたしたちの姿すがたが見みえないことに、すぐに気きがつく。

　リョウマ君くんがキョロキョロして横よこを向むいたとき、しゃがんでいたあたしと目めが合あった。

　その瞬しゅん間かん、あたしは立たち上あがってクラッカーを鳴ならした。クラッカー係がかりのみんながあとに続つづく。パンパンパンと、大おおきな音おとが六連れん発ぱつで鳴なりひびいた。

「えっ!?　なんだよ、いきなり。えっ？　クラッカー!?」

　クラッカーの紙かみテープを頭あたまにのせておどろいているリョウマ君くんに対たいして、たたみかけるようにコウヘイ君くんが立たち上あがって、ギターを鳴ならす。

「あれ？　コウヘイ!?　なんで？」

　リョウマ君くんが状じょう況きょうを理り解かいする間まもなく、かくれていたメンバー全ぜん員いんが立たち上あがる。そして、

「ハッピーバースデー　トゥーユー♫」

　みんなでいっせいに歌うたいはじめた。ナオ君くんが、おどろいて動うごけなくなっているリョウマ君くんの背せ中なかをおして、カフェの中ちゅう央おうにおし出だした。

「マジか……。うっわっ……。」

　ことの事じ態たいをすべて理り解かいしたリョウマ君くんは、声こえをつまらせて、手てで顔かおをおおう。

「ハッピーバースデー　ディア　リョウマ君くん～♫」

　ミウちゃんとヤヤコがケーキを持もってきた。みんなで作つくった手て作づくりケーキに、ロウソクが十六本ぽんささっている。

「ハーッピーバースデー　トゥーユー♫」

　歌うたい終おわると同どう時じに、みんなで拍はく手しゅをしながら、口くち々ぐちにお祝いわいをさけんだ。

「ありがとう。みんな、ありがとうっ！」

「おめでとう、リョウマ君くん。さぁ、願ねがいをこめて、ロウソクをふき消けして。」

　あたしが横よこから声こえをかける。リョウマ君くんは泣ないているような、笑わらっているような顔かおで、

「ありがとう……。」

　みんなに向むかって頭あたまを下さげたあと、十六本ぽんのロウソクの火ひをふき消けした。

「先せん輩ぱい、誕たん生じょう日び、おめでとうございます！　おどろきました？」

　ヤヤコは満まん面めんの笑えみをうかべて、リョウマ君くんに聞きく。

「おどろいたどころじゃねえよ。サプライズされるなんて、思おもいもしねえし。『夜よるカフェ塾じゅく』のついでにトマトをとどけようと思おもって、畑はたけから直ちょく接せつ来きたから、見みろよ、このかっこう。」

　リョウマ君くんは手てを広ひろげてみせる。ジャージに長ながぐつ姿すがたで、頭あたまには白しろいタオルをまいている。

「イエーイ。サプライズ、成せい功こう～。」

　スマホで動どう画がを撮とりながら、アヤメちゃんがピースサインをする。

「ああっ！　アヤメ、おまえまで！　てか、撮とってんのかよ!?」

「当あたり前まえでしょ。男おとこ泣なきするところをしっかり、残のこしとかなきゃ。」

「おれの涙なみだは、そんなに安やすくねえよ。」

　リョウマ君くんが目め尻じりにしわをよせ、笑わらっている。ひさしぶりに見みた、リョウマ君くんの笑え顔がおだ……。

　よろこんでくれる顔かおを見みられて、あたしもうれしくてたまらない。

「リョウマ君くん、おどろくのはまだ早はやいわよ。」

　ティナちゃんは得とく意いげに言いうと、ナオ君くんたちに目め配くばせする。

「じつはね、みんなからプレゼントがあるの。さっ、すわって。」

　ナナミちゃんが、リョウマ君くんを用よう意いした席せきに案あん内ないする。

「ええっ？　もうお腹なかいっぱいだよ。十じゅう分ぶん、もらったよ。」

「まぁ、まぁ、そう言いわず。」

　ミウちゃんがリョウマ君くんの肩かたに手てを置おき、いすにすわらせた。

「リョウマ兄にいちゃん。お誕たん生じょう日び、おめでとう。聴きいてください。」

　ナオ君くんと小しょう学がく生せい男だん子しメンバーが声こえを合あわせて言いった。それを合あい図ずに、コウヘイ君くんがギターをひきはじめ、イントロのメロディが流ながれる。

　リョウマ君くんにはそれがなんの曲きょくかすぐにわかったみたいで、口くちをぱっくり開あけておどろいている。





♪きょうはおめでたい日ひ




　リョウマ兄にいちゃんの誕たん生じょう日び




　いっぱいの　ありがとうを伝つたえたい




　スズキのス　好すき　きらいがない　なんでも食たべれる




　スズキのズ　ずっと『夜よるカフェ』に来きてね




　スズキのキ　キメ顔がおがカッコいい　食たべてる顔かおがおもしろい




　リョウマのリョ　料りょう理りがうまい　つまみ食ぐいはもっとうまい




　リョウマのウ　歌うたがじょうず　声こえがデカイ




　リョウマのマ　マンガにくわしい　またいっしょに遊あそんでね






　小しょう学がく生せいメンバーが男だん子しと女じょ子しにわかれて、かけ声ごえをかけ合あう。メロディーはめちゃくちゃだけど、リョウマ君くんはお腹なかをかかえて、うれしそうに笑わらっている。





♪きょうはとってもめでたい日ひ




　リョウマ君くんの誕たん生じょう日び




　ふだんは言いえないけど




　いっぱいの　ありがとうを伝つたえたい




　いつもやさしさをありがとう




　いつも笑わらわせてくれてありがとう




　いつも助たすけてくれてありがとう




　いつもはげましてくれて　ありがとう




　きっと　リョウマ君くんは照てれくさい顔かおを




　するよね




　でも　きょうは誕たん生じょう日びだから




　歌うたっちゃいます




　リョウマ君くんに会あえて　よかった




　友ともだちになってくれて　ありがとう
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　歌うたを聴きいているリョウマ君くんは、はずかしそうな顔かおをしたり、涙なみだをこらえるようにうつむいたりしていた。歌うたい終おえても、リョウマ君くんは下したをむいたまま、

「まいったな……。これは、ズリいよ……。おれ、そんなごりっぱじゃねえし……。」

　小ちいさな声こえでつぶやく。ナオ君くんが、リョウマ君くんにティッシュ箱ばこをわたした。

「リョウマ兄にいちゃん、泣ないてる!?」

「泣ないてねえ！　でも、サンキューな。みんなも、ありがとう！」

　リョウマ君くんは笑わらいながら言いい、ガシッと何なん枚まいもティッシュを取とると、はなをかんだ。

　ティナちゃんやヤヤコ、カレンちゃんやミウちゃん、みんながニコニコしながら、そんなリョウマ君くんを見みつめていた。

　プレゼントタイムが終おわったタイミングで、早さ紀きちゃんが焼やいてくれたホカホカのピザをみんなで食たべた。

　ピザを食たべながら、リョウマ君くんの知しらないところですすめられていた、このサプライズパーティーの裏うら話ばなしでもり上あがった。

　夕ゆう方がた、みんなが帰かえっていくとき、リョウマ君くんは外そとで、ひとりひとりを見みえなくなるまで見み送おくっていた。

　あたしとティナちゃん、そしてリョウマ君くんでカフェの中なかへもどると、

「あっ、そういえば愛あい子こさんちのキッチンの片かたづけをわすれていたわ。わたし、やっておくから、ハナビはカフェのほうをお願ねがいね。」

　ティナちゃんがとつぜん言いいだし、カフェを出でていった。

　ほんとは、キッチンの片かたづけはもう終おわっているので、たぶん、リョウマ君くんに、お母かあさんのお守まもりをわたすタイミングを作つくってくれたんだろう。

　リョウマ君くんとカフェで二人ふたりきりになり、あたしはポケットの中なかで、お守まもりをにぎりしめる。いつ、わたそう……。あたしはリョウマ君くんをチラッと見みる。すると、

「おれ、きょうの誕たん生じょう日びを一いっ生しょうわすれねえ。ありがとな。」

　リョウマ君くんがふりかえって、ほほえんだ。

「よかった。よろこんでもらえて。」

　あたしも笑え顔がおで答こたえる。リョウマ君くんは少すこし照てれくさそうな顔かおで、せきばらいをすると、

「あっ、えっと……、あれだっ、おまえの誕たん生じょう日びのときは、あごがはずれるくらい、おどろかせてやるからな。」

　目めをキラリと光ひからせた。

「あごがはずれるって、どんだけっ!?」

　あたしが笑わらっていると、愛あい子こさんがカフェに入はいってきた。

「リョウマ君くん、お誕たん生じょう日びおめでとう！　はい、わたしからもプレゼント。ぜひ、鈴すず木きさんたちとみんなで食たべてね。」

　愛あい子こさんは紙かみ袋ぶくろに入はいった、ホールサイズのタルトをわたした。

「うわ～、あざっす！　いただきます！　やった～！　ほとんど、おれが食くっちゃいそう。」

　リョウマ君くんがはしゃいで笑わらう。

「それとね……、これは、リョウマ君くんのお母かあさんから。」

　愛あい子こさんは一通つうの封ふう筒とうを差さし出だした。リョウマ君くんの顔かおから、すっと表ひょう情じょうがなくなる。

「じつはきのう、お母かあさんがカフェにいらしたの。鈴すず木きさんから、ここの話はなしを聞きいて……。それで、これをリョウマ君くんにわたしてほしいって、たのまれたのよ。」

　愛あい子こさんはていねいに、リョウマ君くんの表ひょう情じょうを見みながら伝つたえた。

「でも……、あの人ひと、あのときは……。」

　リョウマ君くんは少すこし考かんがえこんだあと、ゆっくりと手て紙がみを受うけ取とった。

　愛あい子こさんがカフェを出でていったあと、リョウマ君くんは手て紙がみを手てにして、窓まどに面めんしているソファにすわった。そして、深ふかく息いきをはいたあと、手て紙がみの封ふうをやぶった。

　あたしはカウンター席せきにすわって、リョウマ君くんの後うしろ姿すがたを見みつめる。

　どんなことが書かいてあるかはわからないけれど、リョウマ君くんのお母かあさんはわざわざここまで来きてくれた。リョウマ君くんの誕たん生じょう日びに合あわせるように……。

　しずかなカフェで、リョウマ君くんがはなをすする音おとがかすかに聞きこえる。

「ハナビ。」

　とつぜん、リョウマ君くんがあたしをよんだ。すぐにソファに近ちかよると、リョウマ君くんはお母かあさんの手て紙がみをわたした。

「ハナビも病びょう院いんに来きてくれたわけだし。読よんでおいてくれないか？」

「いいの？」

　あたしはドキドキしながら、手て紙がみを受うけ取とると、リョウマ君くんのとなりにすわって、手て紙がみを読よみはじめた。




『陵りょう馬まへ

　このあいだは、わざわざお見み舞まいに来きてくれたのに、冷つめたい態たい度どをとってしまって、ごめんなさい。いつまでたってもダメな母ははです。いえ、もと、母ははです。

　長ながいあいだ会あってなかったのに、ひと目めで陵りょう馬まだってわかりました。

　ほんとは、うれしかった。ものすごくうれしくて、飛とび上あがりそうだった。

　大おおきくなって……。男おとこの子こらしくなって……。




　あなたを施し設せつにあずけたのは、あなたのお父とうさんが事じ故こを起おこして亡なくなって、相あい手ての方かたへのお支し払はらいが残のこったからです。

　あなたにはお金かねの苦く労ろうをさせたくないから、必ひっ死しに働はたらいて、余よ裕ゆうができたら、施し設せつにむかえにいこうって思おもってた。

　だけど、わたしひとりでは、なかなか支し払はらいもままならず……。

　そんなころ、鈴すず木きさんという方かたがあなたを引ひき取とりたいと申もうし出でてくださったって聞ききました。

　施し設せつの方かたの話はなしでは、とってもいい方かただということだったので、あなたはわたしといるより、鈴すず木きさんのところにいるほうが幸しあわせなんじゃないかって思おもい、決けつ意いしました。

　もともと体からだが弱よわかったわたしですが、仕し事ごとがきつくて、いろんな病びょう気きをして、もう生いきていくのもつらいから死しにたいって思おもっていたころ、同おなじ職しょく場ばにいた今いまの夫おっとに救すくわれたんです。彼かれは奥おくさんを亡なくして、まだ小ちいさな男おとこの子こを育そだてていました。

　あなたが病びょう院いんで会あったのは、その子こです。ちゃんと話はなせばよかったのに、わたしったら二人ふたりを同どう時じに傷きずつけるって思おもってしまって……。

　すべては言いいわけです。でも、あなたに会あえたこと、あなたが会あいに来きてくれたことは、わたしの今いままでの悲かなしみをふき飛とばしてくれました。




　陵りょう馬ま、ありがとう。すばらしく成せい長ちょうしていてくれて、ありがとう。

　そして、生うまれてきてくれて、ほんとうにありがとう……。』




　お母かあさんのリョウマ君くんへの想おもいが、言こと葉ばをとおして流ながれこんでくる。胸むねの奥おくから熱あついものがこみ上あげてくる。涙なみだで文も字じが読よめない。

「もらい泣なき。」

　リョウマ君くんがふっと笑わらって、ティッシュの箱はこをあたしのひざの上うえに置おいた。

「だって、だって……。」

　あたしはティッシュを取とって、涙なみだをふいた。

「まったく。おとなって、だいじなことを言いってくれねえよな。こっちは、なにも知しらねえから……、お守まもりだって、投なげすてちまったしさ……。」

　リョウマ君くんがバツが悪わるそうに笑わらいながら言いう。あたしはとっさに、ポケットからお守まもりを取とり出だして、リョウマ君くんに見みせた。

「えっ!?　なんでっ!?」

　リョウマ君くんが、きょういちばんのおどろいた顔かおであたしを見みる。

「じつは……、いっしょに病びょう院いんに行いった次つぎの日ひに、ティナちゃんと二人ふたりでさがしにいったの。あのっ、だからティナちゃんには、あたしからお母かあさんのことを話はなしちゃったの。勝かっ手てに話はなして、ごめんなさい……。」

　あたしは少すこしうつむいてあやまった。

「そんなことはいいよ。」

　リョウマ君くんの手てが、あたしの頭あたまをやさしくなでる。

　あたしは顔かおを上あげ、リョウマ君くんを見みた。

　リョウマ君くんはあたしを見みて、ふっと笑わらう。そして笑えみを残のこしたまま言いった。

「それより、あんな草くさボウボウのところから、二人ふたりで見みつけてくれたのかよ。」

「だって、たいせつなものだから。」

　あたしは、リョウマ君くんの手てのひらにお守まもりを置おいた。

「おれって、めちゃくちゃ幸しあわせものだな。」

　リョウマ君くんはお守まもりをにぎりしめて、顔かおをくしゃくしゃにする。その目め尻じりから、ぽろっとひと筋すじの涙なみだがこぼれた。
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あとがき







　この『夜よるカフェ』九巻かんが発はつ売ばいされるのは、五月がつ。

　五月がつといえば、体たい育いく祭さい（運うん動どう会かい）が開ひらかれる学がっ校こうも多おおいのではないでしょうか？

　今こん回かいのハナビは体たい育いく祭さいで、またまた苦にが手てなことにチャレンジ！

　私わたし自じ身しんのことをふり返かえってみると、本ほん当とうに体たい育いくが苦にが手てで、体たい育いく祭さいは大だい嫌きらいでした。

　徒と競きょう走そうはいつもいちばん遅おそいし、全ぜん員いん参さん加かのリレーでは上じょう位いでバトンをわたされても、どんどん追おい越こされていく……。

　小しょう学がっ校こう、中ちゅう学がっ校こうでは、ずっとそんな感かんじで、みじめな気き持もちになっていました。

　高こう校こうに入はいった時ときのこと。クラス対たい抗こうのリレーで、あこがれの男おとこの子こからバトンをわたされることになりました。これはもう、がんばるしかない!!

　ひそかに練れん習しゅうを始はじめました。とはいえ、特とく別べつなことをするのではなく、ただただ走はしる。もともと走はしるのが得とく意いな友ともだちに頼たのんで、いっしょに走はしってもらったことも。

　おそらく練れん習しゅうしたのは二週しゅう間かんくらいだったと思おもうし、自じ分ぶんでも速はやく走はしれるようになるなんて、ありえないと思おもっていました。

　ところが、本ほん番ばんの日ひ、その男おとこの子こは四位いでバトンをわたしてくれ、それを受うけた私わたしは、なんと、なんと、二人ふたり抜ぬいて二位いに!!

　走はしりおえたあと、自じ分ぶんでも何なにが起おこったのかわからないくらい、ぼうぜんとしていました。まさに奇き跡せきとしか言いいようがない……。

　それ以い来らい、県けん全ぜん体たいの総そう合ごう運うん動どう会かいなどの選せん手しゅに選えらばれるようになりました。だけど、もう二に度どと奇き跡せきは起おこりません。

　一いっ体たい、あの二人ふたり抜ぬきのリレーは何なんだったんでしょう？　いっしょに走はしった子こがたまたま遅おそかったのかもしれないし、もしかしたらあこがれの男おとこの子こ効こう果か……？

　そんなことを思おもい出だしながら、ハナビたちの体たい育いく祭さいの場ば面めんを書かきました。

　今いまは順じゅん位いを決きめない徒と競きょう走そうもあると聞きいています。みなさんの学がっ校こうはどうなのかな？




　ところで、『夜よるカフェ』をここまで続つづけてこられたのはみなさんの応おう援えんのおかげです。本ほん当とうにありがとうございます。

　八巻かんでは、ハナビとティナとの友ゆう情じょう関かん係けいに対たいして、「私わたしも同おなじような体たい験けんがある。」とか「ハナビの気き持もち、わかる～。」とか、「友ともだちって、いないと寂さびしいけど、いると難むずかしい。」などなどの声こえをたくさんいただきました。

〝大たい変へんだけど、大たい切せつにしたい〟って思おもえたら、いいよね。がんばろう！

　今こん回かいも、たま先せん生せいのステキなイラストに元げん気きをいただきました。担たん当とうの編へん集しゅうさんや校こう閲えつさんにも心こころから感かん謝しゃです。次つぎの十巻かんは、九月がつに発はつ売ばい予よ定ていです。それまで、お互たがい元げん気きでいましょうね。


倉くら橋はし燿よう子こ







読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二一年五月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ⑨




二〇二一年六月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2021


発行者　鈴木章一

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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